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は じめ に
今 日、和 楽器 や 日本 音 楽 は ピア ノな ど西洋 の楽 器 や 西洋 音 楽 に比 べ
て 、現 代 人 に とって身 近 な もの とは 言 い難 い。 しか し一方 で 、平成 10
年 度 改訂 の学 習 指 導 要領 か らは 、和 楽器 が必 修 化 され るな ど 日本 音 楽
に対 す る関心 が 高 ま つて い る。
等 は 中学校 音 楽 科 で扱 う和 楽器 と して最 も多 く用 い られ て い る。 し
か し等 は本 来 、一 対 一 で指 導す る もので あ るた め、教 師 一 人 に対 して
大 人 数 の生 徒 の指 導 は難 しい。 そ こで 、 日唱 歌 (く ち し ょ うが)を用
い て指 導す る こ とに よ り、この問題 点 の解 決 に取 り組 み た い と考 え る。
日唱 歌 は伝 統 的 な伝 承方 法 と して 、現在 で も古典 作 品 な どの練 習 の際
には楽譜 と併 せ て用 い られ て い る。 しか し杉 江 (2008)が行 つた調 査
で は 日唱 歌 を用 いた学習 は授 業 の 中では あま り行 われ てお らず 、 そ の
割 合 は五 線 譜 を用 い た学 習 よ りも少 ない とい うこ とが わ か つて い る。
日唱 歌 とは ソル ミゼ ー シ ョンの一 種 で あ り、 曲や 奏 法 とセ ッ トに して
覚 え る こ とで 、 た だ楽譜 を追 うだ け よ りも、 曲 の雰 囲気 をつ か ん だ り
奏 法 を練 習 した りす るの に効 果 的 で あ る と考 え られ る。
本 研 究 で は学 習 指 導要領 にお け る 日本 音 楽 の取 り扱 い の比較 や 、教
科 書 にお け る和 楽器 の取 り扱 いの 比較 をす る。 それ と並行 して 、 フ ィ
ール ドワー クに よ り中学 校 音楽科 にお け る和 楽 器 指 導 の現 状 につ い て
もま とめ る。 それ らを踏 ま えて 、和 楽器 を用 い た授 業 実 践 の先行 研 究
な どを も とに、 中学校 音 楽科 にお け る 日唱 歌 を用 い た等 の授 業 づ く り
の提 案 を試 み る。
第 1章 中 学 校 音 楽 科 に お け る伝 統 音 楽 の 取 り扱 い につ い て
第 1節 学 習 指 導 要 領 に お け る伝 統 音 楽 の 取 り扱 い の 変 遷
本 節 で は 、昭 和 44年告 示 の学習 指 導 要領 か ら平成 20年告示 の学 習
指 導 要領 まで につ いて 、伝 統 音 楽 の取 り扱 い の変遷 をま とめ る。
第 1項 表 現
1田| 率 虚壺生 平虚lo二
第1学年
(2)イ長青口、短青臓および
日本の音階における全青と半青
の位置がそれぞれに員なること。
(薔礎)
(2)ア長青口及び短青疇
ヒ日本の青階の特徴
(3)ア,が目及び
"外
国
の民口螢●こ吉典から■代
の作品無 のうち、平■で
彙しみのもてるものであるこ
と。また、社 の民●を取り
上lfるようにすること。
(2)ア繊が目及び籠外日の
贄■並びに吉典から■代費
D作品のうち、平贔で
'し
み
つもてるものであること。
(2)ア我が目及び世界の
吉典か颯 代無 の作品、
日土の民口など,が日及び
世界の民日のうち、平■でJ
しみのもてるものであること。
(4)ア書が目及び薔外目
の様 な々音楽のうち、指導
のねらいに適切で、生佳に
とつて平■で颯しみのもて
るものであること。
〔4)イ曲種は、わが目や
"外
国
D民■および宙典の歌曲から理t無の歌曲のうち、平■で彙し
卜のあるものとすること。(歌嗜)
(4)ウ曲菫は、わが目および
日外目の吉典の楽曲から■代の
“
由無 のうち、平■で●しみや
「
いtlのとすること。(lMに)
第2学年
(2)イ長青階、燿青僣および日
卜の音饉における全青と半書の
2●がそれぞれに員なること。
1薔■)
〔3)ア妻が目及び静外目の民■菫口 こ古典か彊 代
D作品無 のうち.●しみのもてる30であること。また、
Btの民口を取り上げるよう:こすること。
〔2)ア■が目及び薔外目の
民■菫びに古典から凛ftH
D作品の発 .●躊 のもて
StOであること。
(2)ア■が目及び世界の
古典か猥 代無 の作品、
日上の民■など我が日及び
世界の民薔のうち、生佳の
鷹傲を■め義Bのもてるも
のであること。
(4)ア景が目及び■外目
の構々な音楽のうち、指導
のねらいに適切で.生■の
は薇書富め穀しみのもてる
ものであること。
4)イ曲租は、わが目や
"外
目
D民■および古典の歌曲から現
tの歌由無 のうち、平■で芸術
りなものとする。(歌嘔)
14)ウ山種は、わが日および諧
昨目の吉典の楽曲から■代の楽
誨無 のうち、平■で●しみやす
ハものとすること。(彗豪)
第3学年
(2)イ長書口、短書嗜および
日本の書日における全書と半
日の位置がそれぞれに■なる
こと。(●●)
:3)ア義が目及び薔外国の民■菫Jこ古典か穏 代
D作品までのうち、颯しみのもてるものであること.性、
日上の民口を取り上げるようにすること.
:4)イ由種は、我が■や臓外
日の民■および古典の欧曲か
b現代の歌由までのうち、平■
〔芸術的なものとする。(歌嘔)
:4)ウ由種は、わが■および
勝 目の古典の車由から環代
D楽曲までのうち、芸術的で専
[なものとすること。(H)
昭 和 44年の 学 習 指 導 要 領 で は 、「基 礎 」「歌 唱 」「表 現 」 と分 類 され
て い た もの が 、 昭 和 52年以 降 は 「表 現 」 とま とめ られ て い る。
昭 和 44年で は基礎 の 内容 と して 、昭 和 52年で は表 現 の 内容 と して
「長 音 階 」「短 音 階 」「日本 の音階 」 につ い て の記 述 がみ られ る。 しか
しそれ 以 降 で は この よ うな記 述 が 削 られ て い る。 これ は 内容 の精 選 が
図 られ た た め で あ る と考 え られ る。
平成 20年に な つて、「指 導 のね らい に適 切 で 」 とい う文 言 が増 えて
い る。
第 2項 鑑 賞
昭 和 52年か ら 「郷 上 の 音 楽 」 ま た は 「郷 上 の伝 統 音 楽 」 とい う文
言 が 記 述 され て い る。
平虚10年
第1学年
い,イ 日不の■蕪や日外
目の書豪がもつそれぞれ
,特徴やよきを感じ取つて
日くこと。
12)ア 事曲、独嘔曲、
自楽合晏、管強豪曲、郷
Lの音楽及び
"外
日の
議 音楽
■)ウ 我が目の音楽及te■目
D民摯薔甕にЫ賀田旧Ю嗜色や
[法
…
3-“
二と.
コ〕ウ ■が目の青豪及び世界の日
職 の書豪におけ斑 層の
腱 や姜菫と― ■は から餞 の多様性を
“
取つて聰くこと`
【1)イ詈員の●●●その■量とな4
文化・[史や他の書術と口連付けて
E貴すること。
(3)イ日本の音楽には,
独特の演姜静●や豪■の
しかたがあることを知るこ
と。
(1)工詈薇■その質量となる文化
跛 などとかかわらせて聰くこと。 (1)ウ繊が■や●この伝餞書豪及
びアジア地城の中民族の音豪の特
はから書豪の多様性を感じ取り、饉
貴すること.2)ア摯が■及び諄外■の宙典
卜
"代
無 の作品、LO●豪
1`静外日の農麟饉饉睦す‐ と。4ヽ,ア田口 :`、露摯目や臓外目の古典の楽曲から
ヨ代の豪曲までの発 、平
昌で襲しみのもてるものと
すること.
'吉
費から■代無 の作品.●土a
議 豪及び世界の勝民族の青凛
L取り
"。
(2)●賞薇材は.書が目や椰上の
― 豪を含む犠が■期 外■の様々な書豪のうち、織■のねらい
に遭切なものを取り颯う。
第2学年
(1)イ日本の音員や翻
目の音豪がt●それぞれ
の特質やよきを味わって目
Cと.
(3)ウ日本の書豪には、
洋豪とは■つた
“
■のあζ
ことを知ること_
(4)ア曲■は、景が目や
臓外目の吉典の楽曲から
■代の崇由までのうち、平
■で■しみのもてる甍衛
“
2)ア義豪、三味●書
1、独奏由、管強豪由、日
Lの書豪及び薔外目の民
購 桑 (1)工裁ポ=及び日外目の■崇について、およその時代的、地壇的
特徴籠■じ取在 と.
(2)ア我が■及び■外目の吉典
か颯 代無 の作品、LO■豪
及び菌外■の民族青お 在 と。
1)ウ費が日の青壼及び世界の
I民族の書豪にお
“
430●
嗜餞 と口嘔衰■のIIから青豪
,多練性を■畑して聰くこと。
1)工青豪をその青量となる文化・
腱や他の要術とのかかわりなど
らヽ、お含的に題解して
Kこと。
2)●■緻材は、景が■及び世界
(1)イ青崇の特犠をその■曇とな4
文化・E史や僧0芸術と口遠付瞑
鳳解して、饉賞す
“
と。
(1)ウ我が日― の伝●音楽及び躙外日の様 な々書豪の特徴かI
書豪の多様性を■解して、饉賞する
こと。
(2)●■●材は、■が目●8上の
― 豪を含む費が目及び腑外■●様々な書豪のうち、相導のねらい
第3学年
(1)イ日本の■曇や薔舛
目の青豪がもつそれぞれ
,特費やよさを理解し、味
(2)ア尺八音楽、協姜
由、管強豪由、日上の■■囀 演出力濠
…
4ヽ,ア
“
,日や口"目
C
吉典からヨ代にわたる●
由のうち、平昌で日しみの
もてる芸術的なものとする
昭 和 44年の第 1学年 (3)イ、第 2学年 (3)ウ、第 3学年 (3)ウ
で述 べ られ て い る部 分 は 、平成 元 年 の「お よそ の 時代 的 、地域 的 特徴 」
とい う表 現 に な り、平成 10年と平成 10年の 「音 楽 の多様 性 」 とい う
表 現 にな った もの と考 え る。 昭和 52年で は この よ うな表 現 は な く、
扱 う音 楽 の 内容 につ いて のみ記 述 され て い る。
第 3項 指 導 計 画 の作 成 と各 学 年 に わ た る 内容 の 取 り扱 い
昭 和 44年で は あ ま り器 楽 分 野 に つ い て の 記 述 は な い 。 しか し昭 和
52年以 降 は器 楽 の 指 導 につ い て 明 記 され て い る。 和 楽 器 に つ い て は 、
昭 和 52年と平 成 元 年 は 「必 要 に応 じて …適 宜 」 とい う記 述 が あ る。
平 成 10年の 学 習 指 導 要 領 か ら「和 楽 器 に つ い て は 、3年間 を通 じて 1
第1手年
11)内書のAの(2)のイのr日本
,日J:=ルヽては、日および■の百
[贈12とヽる。
2(4)■■の相導:J“ヽては、小学
校において経験した高■のL●豪疑
も日
=、
中青や任書の崇etmえて行
うこと。なお、●Eに応じて、強豪薔、
管豪●、打豪碁、-3、電子4●及び和籍 H童用いること。
(4)●豪の■3については、3●、
l普及び任■の
「
30均衝0節た
I●●成を工去して行うこと。なお、檜
:上の必要に応じて、強豪●、管楽
k打秦彗、腱盤豪書、電子豪●.和
1●及び民族豪●tE費用しること。
4)●豪拍導については、指導上の
卜=に応じて強凛薔、管豪魯、打崇D、●●4象電子4●及び世昇ω■
1族の豪■嗜適宣用しヽ こと。また、和
L●については、3年口aじて1●●
1上の崇It用いること。
1(2)●楽の担導については、指導
上のあ=に応じてrn4o、― .書H、打豪●.●●豪暑、電子豪書及
び世界の■民族の崇●an用
`う
こ
と。なお、和豪口0相ヨ こついては、3
年目樋 じてtan以上の豪00壼■
看麟樋 して,生佳が繊が目や椰上の
島餞青豪のよさ口藤わうことがで,るよ
う工夫すること。
‖剌a"ち、日本の書豪について
ま.青色や豪80組み合わせの囀
Lを中0に餞う。
第2学年
4)円審のEの(3)のアの「皐奮
LJについては、颯広Gえ、中腱
|のほかに日本の■豪簿に腱れ4
1JOも含めて饉うようにする。
(5)肉書のEO(4)の工のr共通
敏材Jのうち、長曖については、ロ
豪由における拍節的でない歌い
方、歌と倅■のずれ、すなわち楓リ
ズム、‐ の楓盤な壼化、■●的
“
分とリズム的●分の対比は る
由の■み立て方を中0とし、■凛
については.モOm成、豪■の■
贖、秦●Oant中心として取り麟
う。(以下略) (7)●●●■には、日この民■書
|り上lf●ようにす在 と.
8)各学年のrA豪■J及び『B饉貴J
》拍●に当たつては、豪曲の■■にあ
,文化・題出や伯の芸術わ かかわり
:日=丼てヽ、必要な範囲で触れるに
第3学年
な●●3よびイの民菫的に特徴に
ついては、これまでの饉 を●創
●●慮から指導じ、その目、第1学
年および第2学年の内喜ゆEO(4
の工に示した共通敏材もふくめてコ
リ上げるようにする。
1(0■が目の伝崚的な歌嘔や和
“EO指導については、菫摯構 豪tO口饉.姜勢や身体の使い方についてt
け ること。
:6)肉80Eの(4)の工の「共
●曇村Jのうち、尺八由について
ま、ポルタメントHllなヽ書祖、
自節的でないリズムの効果を中
じれ 、彗六夫●については、人
陶豪■、薔六去三味●の■声と
い果、ことは機 合いめ との日
■を中心ttt取り最う。
種 類 以 上 の 楽 器 を用 い る こ と」1とい う記 述 が あ る。和 楽 器 を実 際 に演
奏 す る こ と、 和 楽 器 に触 れ る こ とが 重 視 され る よ うに な つ た とい う こ
とで あ る。西 洋 の 音 楽 を生 で 聴 く機 会 や 西 洋 の 楽 器 を演 奏 す る機 会 は 、
学 校 以 外 の場 で も多 い。 しか し 日本 の 音 楽 の 場 合 、 そ の機 会 は か な り
少 な い。 だ か ら こそ 、学 校 で 日本 の 音 楽 や 楽 器 な どに 直 に触 れ 、 学 ぶ
機 会 を確 保 す る こ とが 重 要 な の で あ る。
和 楽 器 を扱 うこ とが必 修 とな つ た今 日
要 で あ る。 よ り効 果 的 に授 業 を展 開す る
ら考案 した い。
授 業 内容 の充 実 は とて も重
とが 可 能 な方 法 を 、 これ か
?????」
解説 ― 音楽編―』
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1文部省『 中学校学習指導要領 1999年、 pp.98-99
第 2節 教 科 書 に お け る和 楽 器 の 取 り扱 い の 比 較
本 節 で は 、現 在 中学校 音 楽 科 の教 科書 を出版 して い る教 育芸 術 社 と
教 育 出版 の 中学校 器 楽 の教 科 書 にお け る、 和 楽 器 (特に等 につ い て)の
取 り扱 ぃ を比 較 して い く。
な お 、 2社の比 較 をわ か りや す くす るた め、教科 書 に掲 載 され て い
る順 番 とは異 な る順 番 で表 に記 して い る。
平成 13年度 版 中学校 (器楽)平成 10年学 習 指 導要領 準拠
掲載されている楽曲 諧画の種類 譜面に出てくる奏法
教育芸術社
さくら 五線譜の下に
漢数字の弦名を表記
弱押し
強押し
グリッサンド(前奏)
合せ爪(前奏)
かき爪(後奏)
もつこ(合奏) 技法の表記なし
教育出版
うさぎ 五線譜の下に
漢数字の弦名を表記
強押し
かごめかごめ スクイ爪
さくらさくら(事二重奏) 五線譜 技法の表記なし
※教 育 出版 で は 明確 な奏 法 の表 記 が なか つた た め、
「複 数 の弦 を同時 に弾い た り」 は 「合せ 爪 」、「爪 の裏 です くつた り」
は 「ス クイ爪 」、「指 では じい た り」 は 「ピ ッツ ィカー ト」 と し、残 り
はそ の他 の奏 法 と してい る。
掲●されている奏法
合せ爪
押し手 かき爪
{かき手) スクイ爪 ビッッィカート その他弱押し 強押し 後押し
敏青芸術社 O O O O 0
敏青出菫 O 0(押し手とだけ記載) O
弦をこすつたり
弾いたあとの余崚をゆらしたり
(明確な技法の名称は33載なし〕
教 育 芸術 社 は等 の楽譜 と して縦 譜 の記 載 が あ つた が 、教 育 出版 は縦
譜 の記 載 は な い。 教 育芸 術 社 よ りも教 育 出版 の方 が そ の他 の奏 法 と し
て記 載 して い る数 は多 い が、それ ぞれ の奏 法 の名 称 の記載 が なか った。
教 育 出版 は掲 載 され てい る楽 曲の 中 にス クイ爪 が 出 て くるの で 、 そ の
名 称 はそ の他 の奏 法 の欄 に記 載 して も良 い の で は な いか と考 え る。 ま
た 、 両社 とも五線 譜 の 中 に奏 法 の表 記 と して 「○」や 「∨」 な どの記
号 を用 い て い る。 教 育芸 術 社 は押 し手 の縦 譜 にお け る記 譜 法 につ い て
も触 れ て い る。
平成 17年度 版 中 学 校 (器楽 ) 平成 10年学 習 指 導要領 準拠
平 成 17年度 版 にお い て も、教 育 出版 で は縦 譜 の記 載 は な か つた。
しか し奏 法 につ いて は、教 育芸術 社 で は大 き く分 けて 3種類 しか記 載
して いな い一 方 、教 育出版 で は平成 13年度 版 で明記 して い なか つた
奏 法 の名 称 ま で記 載 して い る。
ま た 、教 育 出版 は リコー ダー と和 楽器 の合 奏 曲 も掲載 して い る。 こ
こで 出て くる和 楽器 とは 、三 味線 、等t締太 鼓 0大太 鼓 で あ る。
掲載されている奏法
合せ爪
押し手 かきJlt
{かき手} スクイ爪 ピッッィカート その他弱押し 強押し 後押し
教育芸術社 O 0 0 0 0
教育出版 0 O 0 0 0
掲載されている楽曲 諧面の種類 諧面に出てくる奏法
教育芸術社
さくら 五線譜の下に
漠数字の弦名を表記
弱押し
強押し
グリッサンド(前奏)
合せ爪(前奏)
かき爪(後奏)
「さくら」二重奏 技法の表記なし
秋の風
教育出版
「こきりこ節Jから
五線譜の下に
漠数字の弦名を表記さくらさくら(合奏)
グリッサンド
トレモロ
越天楽
(リコー ダー+和楽器)
五線譜の下に
漠数字の弦名を表記 技法の表記なし
からくり絵巻
(リコー ダー十和楽器)
平成 23年度 版 中学校 (器楽)平成 20年学 習指 導要領 準拠
教 育 芸 術 社 、 教 育 出版 と も に記 載 して い る奏 法 の種 類 や 、 掲 載 して
い る楽 山 の種 類 が 増 えて い る。 これ は 平 成 20年の 学 習 指 導 要 領 の 改
訂 を受 け て の こ とで は な い か と考 え る。 第 1節述 べ た よ うに 、 和 楽 器
の 必 修 化 は 平 成 10年の 学 習 指 導 要 領 か らで あ る が 、平成 20年の 学 習
指 導 要領 で は 楽 器 を用 い る こ とだ け で は な く、「生 徒 が 我 が 国 や 郷 土 の
伝 統 音 楽 の よ さ を味 わ うこ とが で き る よ う工 夫 す る こ と」2とぁ る。筆
2文部科学省『 中学校学習指導要領』2008年、p.78
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掲載されている奏法
合せ爪
押し手 かき爪 スクイ爪 ピッッィカー・ト その他
弱押し 強押し 後押し
教育整備社 O 0 0 O O 0 0 流し爪
教育出版 O O O 0 0
掲載されている楽曲 ■面の種類 騰面に出てくる技法
教育芸術社
虫ま し
五線諧の下に
漢数字の弦名を表記
きくらさくら 弱押し
さくらさくら(二重奏)
ビッッィカー ト
スクイ爪
トレモロ
流颯
さらⅨ事二重奏)
強押し
スクイ爪
ビッッィカー ト
教育出版
「こきりこ節Jから
五線議の下に
漢数字の弦名を表EE
さくらさくら(合奏) グリッサンド
トレモロ
餞天楽
〔リコー ダー+和楽器) 技法の表記なし
手の風になつて
リコー ダー+和楽器}
ゴッッィカー ト
弱押し
トレモロ
グリッサンド
からくり絵巻
|リコー ダー十和楽器)
グリッサンド
の 二重奏 の楽 曲 で は伝統 的 な音楽 につ い て学 ぶ こ とが 可能 で あ る。 身
近 な楽器 との ア ンサ ンブル をす る こ とで 、生徒 が和 楽器 に親 しみ を持
つた り興 味 を持 つた りす る きつか け を作 る こ とが で き るの で は な い だ
ろ うか。
教 育芸 術 社 と教 育 出版 を比較 して 、奏 法 につ い て は主 に押 し手・
せ 爪 0かき爪・ ピ ッツ ィカー ト・ ス クイ 爪 につ い て取 り上 げて い る
とが わか った。
?
?
?
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第 2章 ア ン ケ ー トの 実 施 と分 析
本 章 で は 、教員 を対 象 に行 つた ア ンケー トの 目的 、結 果 と分析 を ま
とめ る。
第 1節 教 員 ア ン ケ ー トの 実 施 お よび 結 果 と分 析
第 1項 ア ン ケ ー トの 目的
本 ア ンケ ー トは 中学校 音 楽科 教 員 を対 象 と して い る。
本 ア ンケー トの 目的 は大 き く2つあ る。 まず 、現在 、 中学校 で の和
楽器 指 導 、特 に等 に関す る指 導 が どの よ うに行 われ て い るの か を調 査
す る こ とを 目的 とす る。 次 に、教 員 の 日本 音 楽 や 和 楽器 に対す る意 識
を調 査す る こ とを 目的 とす る。
?
?
第 2項 ア ン ケ ー トの 内 容
和楽暑指導に目する
アンケー トロ査ご協力のお■い
=Omme。中学崚書mにおける和●●■■について口壼し、そOm●口壼すること0目的とするもの
です。
■日●は■全に■名― たれるよう、●■"で
す.こ0口壼によつて●られた全てOm― に
“■され、研■0た004にmさせていただ會,す0で■人0-曇書されることはありません.
ごロカのほど、ようしくお■い●し上げます。
長暉緻,大手大学腱 争儀は,薔費科
●■肉●・方法■彙‐
文化●●m宙コー ス 《書凛)
"ホ
ニ人●nt
神ホ ■●
◆以下の二本情薇を記入してからアンケー トにお答えください
性 Ol  ア.男性  イ,女性
年 ●  ア.30代 イ.80代 ク.40代 工.30代 オ.Oo代
敏員■  (     年)  豪中学校青豪科として
教 員 ア ン ケ ー ト (表紙 )
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当てはまるものにOをして、必要があれば ( )やE=コの中を目入してください
1 ご自身のことについておうかがいします
1.和楽彗の経験はありますか
ア.お槽古事として以前習つていたことがある、または現在習つている
(期間/          : 方法/           )
イ.小学校、中学校、高校時に学校の授彙で学着した
ク.クラブ活動で学習した (時蝙:          )
工.猥撤 1田量で学習した
オ.教員になつてから研修にお加した
力。その他 (           )
2.日本音楽に興味がありますか (複数回答可)
ア.教材として興味がある  イ.僣人的に興味がある  ウ。あまり興味はない
3.2でアまたはイを通んだ方はaobの質問にそれぞれお答えください (複数回答可)
●.どのようなことに興味がありますか
ア.任賞  イ.演奏  ウ。鋼作  工.歴史  オ.その他
b。 どのようなジャンルに興味がありますか (複数回答可)
ア.三味線音楽  イ.●山  ク.尺人音楽  工.歌舞伎音楽  オ.鮨楽
力.H楽    キ.雅楽  ク.仏教音楽  夕。その他 (       )
= anで曇ったことのある日本の書豪についておうかがいします
4.どの学年で和泰器を薇っていますか
ア.全学年  イ.1年  ク.2年  二。 3年  オ.1,2年  力。2,3年  キ。1,3年
ク.機つていない
5.授業で扱っている和楽彗と授業時敷を学年ごとに全てお答えください
例 ) 1年 争 (3時日)
年
年
年
教 員 ア ン ケ ー ト (1)
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6。 5で「事を機つたことがあるJと答えた方にお日きします
こ.楽器の管理はどのようにしていますか
ア.学校に楽轟がある(筆 面、文化年   面、ネオ● 面、その他の事
、ν     面)
面〉/ 団体 〈  面〉
面、その他の争
面)
イ.自治体が購入して管理している (目つてくる周期/
ク.地域から借りている ( 個人 く  面〉/ 楽彗店 く ?
?工.他校から借りている (事   面、文化●
工.楽轟は使用していない
オ。その他 (                )
面、ネオ事
b.事を撮つた理由を全てお答えください
ア.楽器が口違できる  イ.生徒にとつて演奏が容らである  ウ.生徒の希望
工.指導が容らである  オ.複数の学習慣崚で晨田することができる
力.外部講師を呼ぶことができる  キ。自身が演奏可能である  ク。その他
→具体的にお答えください
c.機つた流派をお客えください
ア.生田流  イ.山田流  ウ。その他 (
d。 事を級った学冒領壊、撮いたい学習慣城を全てお答えください
豪級つた学習領壌と薇いたい学習領城が一薇する場合は、両方にOをしてください
餞つたtO 撮いたし■t0
饉■
薔豪
歌嘔
“
作
その色( )
→機いたいのに、実凛には級えていない学習領壌がある場合、その理由をお答えください
教 員 ア ンケ ー ト (2)
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使用した楽■の種類、使用したい楽■の種類を全てお答えください
豪使用したと使用したい楽
"が
一致する場合は、両方にOをしてください
※「それ以外の楽■J、「楽
"は
使用していない (代用有)Jを選択する場合は、使用したものま
たは使用したいものを具体的に記入してください
使用した豪薔 使用したい凛■
五‖
伝機的な豪
"それ以外の豪
"豪
"は
使用していない
く代用したもの 有 /籠 )
tいたいのに 劇際には極えていない楽議等がある場合、その理由をお答えください
事の指導について、自信があります力、記号を選んで ()の中に記入してください
ア.ある  イ.ややある  ウ.あまりない  工.ない
●.鑑賞 (  )  b.“楽 (  )  o.編作 く  )  d。その他 〈     〉(
8.7で「あまりないJ、「全くない」を選んだ方は具体的に理由をお書きください。
9.5で「争以外の楽器を極つたことがある」と答えた方にお田きします
a。 その楽器を扱つた理由を全てお答えください
ア.楽彗が編逮できる  イ.生徒にとつて濱奏が容易である  ウ。生徒の希望
工.指導しやすい    オ.複数の学口領崚で晨目することができる
力.外部講師を呼ぶことができる  キ。自身が演奏可能である  ク。その他
→具体的に
教 員 ア ンケ ー ト (3)
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10。今までに曇つた日材と具体的な内容をお答えくださし、
和楽器の指導をする際に課題となつた点を全てお答えください
ア.楽器等の段僣  イ.指導者の知餞、技術  ウ.層材設定  工.授業時数
オ.生徒の意歓   力.連威度  キ。その他
→具体的にお客えください くそれに対する対策等もあればお書きください)
■ 口嘔欧 (くちしょうが)についてお目きします
豪口唱歌 (くらしょうが)とは、ソルミゼーションの一種である。「テン」、「シャンJ、「コロリンJなど。
12.口唱歌を知っていますか ア.はい  イ.いいえ
12で「はいJと答えた方にお聞きします
ュ.口唱欧を授業で用いましたか (説明をした、指導方法として等)
ア.はい  イ.いいえ
b。 生徒の反応や学留効果はどうでしたか
12で「いいえJと答えた方にお田きします
■.今後、口嘔歌を用いてみたいと思いますか ア.はい イ。いいえ
ご協力ありがとうございました。
→具体的な内客やそのように用いた理由等をお答えください
教 員 ア ンケ ー ト (4)
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第 3項 ア ン ケ ー トの 回 答 者
対 象 中学 校 音 楽科 教員
人 数 12人(男性 6人、女性 6人)
性別 年齢 教員歴(年) ,1‖[1 備考
A 男性 40代 2フ 神戸市
B 男性 30代 16神奈川県
C 女性 30代 15不明
D 男性 40代 6神戸市 現在は高校教員
E 生 40ft 17三田市
男性 20代 2宍翼市
G 男性 50代 33中戸市
H 女性 40代 2[三末市
I 女性 50代 29佐用町
J 男性 40ft 加東市
K 女性 40ft 25不明
L 女性 30代 神戸市
ア ン ケ ー トの 回 答 者 そ れ ぞ れ に A～Lのアル フ ァベ ッ トを 当 て は
る。 第 4項に お い て A～Lで示 す もの は 、 上 記 の 回 答 者 で あ る。
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第 4項 ア ン ケ ー トの結 果
問 1.和楽 器 の 経 験 は あ ります か
楽器 習っていた期間 習っていた方法
A
三味線 半年 大学院
須磨琴 半年 文化センター
和太鼓 2年 和太鼓グループ
筆 lJ= 大学院
I
無回答 5年 師匠について
無回答 無回答 独学
和 楽 器 の 経 験 が あ るか ど うか の 回 答 は 、「教 員 養 成 課 程 で 学 習 した 」
とい うもの と、「教 員 に な つ て か ら研 修 に参 加 した 」とい うも の が 多 か
つ た。教 員 で あ つ て も、自 ら師 匠 に つ い て 習 う とい うケ ー ス は少 な い 。
習 い に行 く よ うな環 境 が な い こ と、 時 間 が な い こ とな どが原 因 と して
考 え られ る。
樋辞として盤 著:1:とがあみ鋼ま_2
小学校 中学校 高校時に学校の授業で学乱 た
クラブ活動で学習した
教員養成課程で学習した
教員になつてから研修に参加した
0
0
4
その他  o
012345678910(人 )
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問 2 日本 音 楽 に興 味が あ ります か (複数 回答 可 )
あまり興味はない
個人的に興味がある
教材として興味がある
0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11(ノk)
ほ ぼ全 員 が 、「教材 と して興 味 が あ る」ま た は「個 人 的 に興 味 が あ る
と回答 を して い る。 この背 景 には 、 平成 10年の学 習 指 導 要領 の改 訂
か ら、和 楽器 の指 導 につ い て 「3年間 を通 じて 1種類 以 上 の楽器 を用
い る こ と」3にな った こ とに よ り、教員 の意識 に変 化 が あ つた ので は な
い か と考 え る。 そ の た め、教員 に な つて か ら研 修 に参加 しな けれ ば な
らな い と感 じる教員 が増 加 し、間 1のよ うな結 果 につ なが つた の で は
な い だ ろ うか。
3文部科学省『 中学校学習指導要領 改訂版』2004年、p.64
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問 3。 問 2でア また はイ を選 ん だ方 は aObの質 問 にそれ ぞれ お 答 え
くだ さい
a。 どの よ うな こ とに興 味 が あ ります か (複数 回答 可 )
歴史
創作
演奏
鑑賞
10   12(人)
歴 史 、創 作 、演 奏 、鑑 賞 それ ぞれ に興 味 が あ る とい う回答 が得 られ
た が 、 中で も演 奏 に対す る興 味 が 強 く、それ に次 い で鑑 賞 と歴 史 へ の
興 味 が強 い。「教 材 と して興 味 が あ る」 また は 「個 人 的 に興 味 が あ る」
と答 えた 回答 者 が それ ぞれ 何 に興 味 が あ るか とい う回答 を比較 してみ
る と、数 は違 うが 、演 奏 が一番 多 く、鑑 賞 と歴 史 が 同 じ数 で二番 目に
多 い。
や は り和 楽器 を用 い る こ とが必 修 にな つた た め、演 奏 の技 術 を身 に
つ けな けれ ば な らな い とい う意識 の 高 ま りに よ る結 果 で あ る と考 え る。
歴 史 につ いて は 、新 学 習 指 導要領 の第 1学年 B(1)イに 「音 楽 の特
徴 をそ の背 景 とな る文化・ 歴 史や 他 の芸術 と関連 付 けて 、鑑 賞す る こ
と」4とぁ るの で 、自身 の指 導 力 を高 め るた め に必 要 と して い るのだ ろ
う。
4文部科学省『 中学校学習指導要領』2008年、p.75
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b。 どの よ うな ジ ャ ンル に興 味 が あ ります か (複数 回答 可 )
その他
仏教音楽
雅楽
琵琶楽
能楽
歌舞伎音楽
尺八音楽
事曲
三味線音楽
2      4      6       8      10     12 (人)
これ もや は り教材 と して 多 く用 い られ て い る ジ ャ ンル ヘ の興 味 が 強
い こ とが わ か る。 筆 曲が 多 い こ と と、問 3-aの回答 で演 奏 に興 味 が
あ る とい う回答 が多 い こ とか ら、筆 が器 楽 で用 い られ る楽器 と して 多
い こ とが推 測 され る。 ま た 、それ に次 い で 歌舞 伎 音 楽 、雅 楽 、三 味線
音 楽 とい う回答 が多 い。 歌舞 伎 は実 際 に演 じる こ とは難 しい。 しか し
雅 楽 や 三 味線 音 楽 とい つ た分 野 は楽器 が あれ ば演 奏 をす る こ とは不 可
能 で は な い。 しか し、間 3-aで鑑 賞 と歴 史 に興 味 が あ る とい う回答
が 多 か つた こ とか ら、 これ らは鑑 賞 教材 と して 多 く用 い られ て い る こ
と推 測 され る。 これ は、争 に比 べ て 三 味線 や 雅 楽 で用 い る楽器 は管 理
が難 しく、学校 で所 有 して い な い場 合 が多 い こ とに よ る もの で は な い
か と考 え る。
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全学年
1年
2壼F
3年
1,2年
2,3年
1,3年
扱っていない
無回答
■■■■■■■ 1
■■■■■■■ 1
0
0
0
4(人)
間 4 どの学 年 で和 楽器 を扱 つて い ます か
最 も多 い 回 答 は 「全 学 年 」 ま た は 「1年」 で 扱 つ て い る とい う回 答
で あ る。 これ は 音 楽 科 の 授 業 時 数 が 、 1年生 45時間 、203年生 35
時 間 とな つ て お り、 1年生 で 時 間 を取 りや す い た め で あ る と推 測 され
る。
問 5.授業 で 扱 って い る和 楽 器 と授 業 時 間 を学 年 ご とに全 て お 答 え
くだ さい (自由記 述 )
1 lF 21ニ 34F
楽器 時 数 楽 器 時 数 楽 器 時 数
A 和太鼓 3 等 3 和太鼓か等 3
B
C 等 3
D 饉 営のみ 4～5
E 炉こノヽ 1
F 等 8
G 等 2 挙 2 等 1
H 筆 3～4 等 (文化琴〕 2
: 事(文化琴 ) 2 等(文化琴 ) 1三 餞 線 1
」 彗 8
K 三味 銀・等 3
L 未 定 未 定 筆 3
扱 つ て い る和 楽器 と して挙 が つて きた の は 、筆 (文化 琴 含 む )、 和
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太 鼓 、三 味線 、 尺 人 、の 4種類 で あ る。 これ らの楽器 は教材 の選 択 肢
が多 い こ と、楽 器 の調 達 が容 易 で あ る こ とな どの理 由か ら教員 に好 ま
れ て い るの で は な い だ ろ うか。
争 を扱 って い る時 間数 は 、 1年生 で平均 約 3。7時間 、 2年生 で平 均
3.5時間 、 3年生 平 均 2時間 とな つて い る。 また どの楽器 も、扱 つて
い る授 業 時数 は 平均 して 2～3時間 で あ る。 本論 文 にお け る指 導案 作
成 の際 に は この値 を参 考 にす る。
問 6.問5で「筆 を扱 つ た こ とが あ る」 と答 えた方 にお 聞 き します
a.楽器 の管 理 は どの よ うに して い ます か
その他 o
楽器は使用していない ■ 1
地域から借りている o
自治体が購入して管理している ■ 1‐
学校に楽器がある               8
0123456789(人 )
ヽ
1
?
?
?
?
?
??
多 い 回 答 は 「学校 に楽 器 が あ る」 で あ つ た。
て い る」、「自治 体 が 購 入 して 管 理 して い る」
そ の 他 は 「他 校 か
とい う回 答 が あ っ
学 こ憂 器 が あ る
彗 文化彗 ネオ彗 計
A 1 6 8 15
F 0 18 0 18
G 0 9 10
H 10 0 0 10
10 0
J 10 7 3 20
K 5 0 2 7
L 0 0 8 8
し
H 1
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た。 学校 が 単独 で所 持 して い るか 、 また は複数 の学校 で所 持 して い る
とい う場 合 が 多 い よ うで あ る。 数 は多 くて文化 等 が 18面、少 ない も
の で は筆 が 1面で あ る。 1面で は生 徒 が演 奏す る とい う活 動 は 困難 で
あ る。 や は り 10面ほ どあ るのが 良 い と考 え る。 様 々 な タイ プ の筆 を
所 持 して い る とい うのは 、様 々 な音 色や 新 しい等 の かた ち に触 れ る こ
とが で き るの で 、伝 統 とは違 う面 で学 習 に な るか も しれ な い。
筆 を扱 つた理 由を全 てお答 え くだ さい (複数 回答 可 )
その他
自信が演奏可能である
外部講師を呼ぶことができる
複数の学習領域て展開することがで'・
指導が容易である
生徒の希望
生徒にとつて演秦が容易である
楽器が調達できる
筆 は 三 味 線 や 尺 人 に 比 べ て正 確 に発 音 す る こ とが容 易 で あ る。「生
徒 に とつ て 演 奏 が 容 易 で あ る」 とい う回 答 が 多 い の は この た め で あ る
と考 え る。 ま た 、 生 徒 に とつ て演 奏 が容 易 で あ る とい うこ とは 、 教 員
に とつ て も同 じで あ る とい うこ とに な り、「指 導 が 容 易 で あ る」、「自身
が 演 奏 可 能 で あ る」 とい う回 答 に つ な が る の で は な い だ ろ うか 。
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c.扱つた流 派 をお 答 え くだ さい
口生田流
口山田流
関 西 で は生 田流 が 主流 で あ る。 そ のた め、研 修 な どで も生 田流 が扱
われ て い る と考 え る。
d.筆を扱 つた学 習領 域 、扱 い た い学 習領 域 を全 てお 答 え くだ さい
聯
‐ 2
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
口扱いたいがt扱っていない
●扱った
●扱いたいし、扱った
や は り、器 楽 と鑑 賞 が 多 い結果 とな つた。
器 楽 、歌 唱 、創 作 とい つた実技 を伴 う学 習領 域 に 「扱 い た いが扱 っ
て い ない 」 とい う回 答 が み られ る原 因 と して は 、教 員 の技 術 面や 知識
面 の 問題 、設 備 の問題 、授 業 時数 の 問題 な どが 考 え られ る。
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e.使用 した楽譜 の種 類 、使 用 した い楽譜 の種 類 を全 てお答 え
くだ さい
伝統的な楽譜
口使用したいが、していない
■使用した
●使用したいし、使用した
選 択 肢 の 中 に は 「それ 以外 の楽 譜 」、「楽 譜 は使 用 して い な い」 とい
うもの もあ つた のだ が、回答者 は 0であ った。 つ ま り伝 統 的 な楽 譜 ま
た は五線 譜 が有 効 で あ る と考 え る教員 が 多 い とい うこ とで あ る。
縦 譜 な どの伝 統 的 な楽 譜 につ い て は使 用 した い と思 つて い る教員 が
多 く、実 際 に使 用 して い る。伝 統 的 な楽譜 を使 用 す る こ と、つ ま り指
導す る こ とは教 員 に とつて負 担 で は ない とい うこ とが わ か る。
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問 7 等 の 指 導 につ い て 、 自信 が あ ります か
餅臨 :
鑑賞            1
■ある
■ややある
●あまりない
ない
●無回答
(人)6789
鑑 賞 と器 楽 は 自身 が「あ る」、「や や あ る」と答 え た数 が「な い 」、「あ
ま りな い 」 と答 え た 数 を 上 回 つ た が 、創 作 で は そ の 逆 とな る結 果 で あ
つ た。 そ れ ぞ れ の 関係 を 見 て み る と、創 作 に 自信 が 「あ る」、「や や あ
る」 回 答 者 は鑑 賞 や 器 楽 に も 自信 が 「あ る」、「や や あ る」 と答 え て い
る。 しか し、 鑑 賞 や 器 楽 に 自信 が 「あ る」、「や や あ る」 回 答 者 が 必 ず
しも創 作 に 自信 が 「あ る」、「や や あ る」 とわ け で は な い とい うこ とが
わ か っ た。
問 8 問 7で「あ ま りな い」、「な い 」 を選 ん だ 方 は 具 体 的 に理 由 を
お 書 き くだ さい (自由記 述 )
A
B スキル不足
C
D
E 自分の技術がない
F
鑑賞は、演奏技法を学ばせるためにDVDを見せただけなので、
「曲を味わう」ということまでには至つていません
創作は、年においては考えてもみないことでした。
G 時間をかけて研修をしていない
L 奏法を学ぶにも時間がかかり、創作までいかない
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器 楽 に 関す る 自信 のな さは教員 自身 が技 術 不 足 で あ る と感 じて い る
こ とに よ る こ とで あ る。 創 作 につ い て は回答 み られ ない が 、創 作 は鑑
賞や 器 楽 に必 要 な歴 史 な どの知識 や 演奏 技術 の他 に 、楽 典 的 な知 識 も
必 要 にな る。 教 員 が そ こまで等 につ いて習 得 して い ない こ とが 自信 の
な さ、 あ るい は授 業 を行 わ ない こ とにつ なが つ て い るの で は ない だ ろ
うか。
問 9。 問 5で「筆 以外 の楽器 を扱 つた こ とが あ る」 と答 えた方 に
お 聞 き します
a。 そ の楽器 を扱 つた理 由 を全 てお答 え くだ さい
(複数 回答 可・ 自由記述 )
その他
自信が演奏可能である
外部教師を呼ぶことができる
複数の学習領域で展開することができる
指乳 やすい
生徒の希望
生徒にとって演秦が容易である
楽器鳩 調欧諸る         L___二
4(人)
手に入 りやすい
三味線で由の潰奏まではできない力tバー つて弦をはじく体験林 せている
研修で三 味観を受 けたので
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等 以 外 の楽 器 を扱 う理 由は 、等 を扱 う場 合 と同 じく、「自身 が演奏 可
能 で あ る」、「楽 器 が調達 で き る」 とい う回答 が 多 か った。 しか し 「生
徒 に とつて演 奏 が容 易 で あ る」 とい う回答 が な い のが等 との違 い で あ
る。 三 味線 を扱 つた とい う回答 が み られ るが 、演 奏 が容 易 で は な い と
い うこ とだ ろ う。
問 10。 今 ま で に扱 つた題 材 と具 体 的 な内容 をお 答 え くだ さい
(自由記 述 )
学 生 ア ン ケ ー トで
多 く見 られ る。 や は
と考 え る。
もあ つた よ うに、「さ く らさ く ら」
り認 知 度 の高 さ と難 易度 の低 さに
を扱 った 回答 が
よ る もの で あ る
の仕組み蜘 る→実際の奏法までのビデオ視聴→実際に奏法を学ぶ
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問 11.和楽 器 の 指 導 をす る際 に課 題 とな つ た 点 を全 て お 答 え くだ さい
(自由記 述 )
大 き く4つの課題 と して 、① 環 境 の整 備 、② 時 間 の確 保 、③ 準備 の
大 変 さ、④ グル ー プ学習 に分類 す る こ とが で き るので はな い だ ろ うか。
まず 楽器 や備 品 な どをそ ろ え る経 済 的 余裕 が な い 、環 境 が整 つて も
時 間 が足 りな い とい う課 題 が あ る。 そ して時 間 が足 りな い 上 に調 弦 な
どの準備 が大 変 で あ る こ と、授 業 の展 開方 法 に よって は生 徒 の集 中が
持続 しな い 、意 欲 が 上が らな い な どの課題 が あ る。
本 論 文 で は 、指 導 案 は グル ー プ学 習 で行 うこ とを想 定 して作成 す る。
これ らの課 題 を参 考 に、 よ り学 習 効 果 を高 め る方 法 を考 えた い。
問 12。 日唱 歌 を知 つ て い ます か
は い 12
い い え 0
やる事が多い割に授業時数が少なく、準備や演習も赫 ならない。
年の日弦に苦労しました。30人のクラスで15面の事櫛 のに、チュー ン グができる生徒(吹奏楽部なわ が
いないクラスで、教師が休み時間にひたすら口弦じなければならず大変でした。
生徒2人で交代眈 がら練習すると、1人が練習している間もう一人はフリー になるので、教え合いを計 ようにも、
どうしても私語が多くなり討 。ワ→ かメリン屁艶せようにも、机欝 が占領しているので…。意欲の低い生徒は
特に、学習規偉の面で、合唱やリコー ダーよりも指導が難Lいと感じています。
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問 13.
a.
間 12で「は い 」 と答 えた 方 に お 聞 き しま す
日唱 歌 を授 業 で 用 い ま した か
日唱 歌 は 回 答 者 全 員 が 知 っ て い る に もか か わ らず 、授 業 で 用 い た と
回 答 した の は 全 体 の 1/3であ る。
内 容 と して も説 明 に と どま る もの が 多 い。 教 員 養 成 課 程 や 研 修 で 竿
を学 ん だ だ け で は 、 教 員 が 日唱 歌 を活 用 で き る ま で に 至 っ て い な い の
で は な い だ ろ うか。
生 徒 の反 応 や 学 習 効 果 は ど うで した か (自由記 述 )
生 徒 が 日唱 歌 に 対 して 興 味 を示 して い る こ とが わ か る。 ま た 日唱 歌
が 有 効 で あ る と感 じて い る回 答 もみ られ る。 日唱 歌 を用 い る こ とで 、
生 徒 の 学 習 へ の 関 心 を高 め る こ と、 日本 音 楽 へ の 興 味 を持 た せ る き つ
か け とす る こ とは 可 能 な の で は な い だ ろ うか 。
口 は い
`いいえ
(人)
のような練習方法があるのかと感心していた。また鑑賞の時(雅楽)に書いてある唱歌を
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問 14.問12で「い い え」 と答 えた方 にお 聞 き します
a。 今 後 、 日唱 歌 を用 い てみ た い と思 い ます か
日 は い
0いいえ
(人)
回 答 者 全 員 が 日唱 歌 を知 っ て い る と回 答
回 答 は な い は ず で あ るが 、 多 くの 回答 者 が
掲 載 す る。
こ の 質 問 に答 え た 約 半 数 は 日唱 歌 を今 後
つ ま り今 回 の 調 査 に参 加 した 教 員 は 、説 明
要 で あ る 、 あ る い は 何 か 効 果 が 期 待 で き る
あ る。
した の で 、本 来 この 質 問 に
回 答 して い た た め 、 回 答 を
用 い て み た い と考 え て い る。
だ け で あ つ て も 日唱 歌 は 必
と考 えて い る とい うこ とで
今 回の調査 では、大 き く分 けて 3つの点、
① 筆 を用 いた和楽器 の指導が多 く行われてい る
② 日唱歌は生徒 に対 して何 らかの形で効果 を発揮す る
③ 教員 は技術不足 に自信 のな さを感 じてい る
とい うことがわかつた。
以 上の点 を踏 まえて、竿 にあま り精通 していない人物で も効果的 に、
技術不足 を補 いなが ら指導す るこ とがで きる方法 を考案 したい。
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第 2節 学 部 生 ア ンケー トの実施 及 び結果 と分析
第 1項 ア ンケ ー トの 目的
本 ア ンケー トは主 に本 学 の学 部 生 を対 象 と して い る。
和 楽器 が 必 修 化 され て か ら、 中学校 音楽科 にお い て どの よ うな形 で
授 業 が行 われ て い るのか 、授 業 を受 けた側 の視 点 か ら調 査 す る こ とを
目的 と して い る。
33
第 2項 ア ン ケ ー トの 内 容
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■日■は完全に■名性が曇たれるよう、麟■名方式です。この日壼によって●られた全ての情■は餞針的に燿
理され、研究のためのみに使用させていただきますので●人の情●が公壺されることはあり拿せん.
ご●力のほど、よろしくお■い申し上げます.
兵暉崚青大学大学餞 学校●青研究科
●青肉害 。方法■覺●●
文化嚢■■●宙コース 〈青睾)
野ホ立人研究費
絆ホ ロ●
◆以 下の二本情報を記入してからアンター トにお答えください
当てはまるものにOをしてください
性 "l  ア.男性  イ 女性
年 齢  ア.lo代  イ.20代  ウ 鉤 代  工.40代
学 年  ア・学部 (   )年  イ.留学牛
学 部 生 ア ンケ ー ト (表紙 )
当てはまるものにOをして、必要があれば( )やE=コの中を■入してください
= ご自身のことについてお■きします
?
?
?
?
.彗の経験はありますか ア.はい  イ。いいえ
1で「はいJと答えた方にお目きします.どの程度の経験がありますか
ア.お槽古事として以前習つていたことがある、または■在習つている
(期間/          : 方法/           )
イ.小学校、中学校、高校時に学校の授業で学習した
ク.クラブ活動で学口した (時期:          )
工.教員義成凛程で学習した
オ.教員になつてから研修にお加した
力。その他 (           )
3.事以外の楽器の経験がある方は、経験のある楽彗を■額を固わずお書きください
※学校の授業以外で経験のある楽器についてのみお書きください
4.
中― の伝餞青楽に日する学口に日してお■きします
中学校で事に関する授業を受けたことがありますか
ア.はい  イ.いいえ
4でアを選んだ方にお田きします
a。 どのような授業でしたか
ア.饉賞  イ.彗楽  ウ.m  工.創作  オ.その他 (
→覚えている方は、具体的な内容をお書きください
5.
授業は楽しかったですか
ア.楽しかつた  イ。まあまあ楽しかった
工.楽しくなかった
→具体的な理由があればお書きください
ク.あまり楽しくなかつた
学 部 生 ア ンケ ー ト (1)
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6。 事を演奏してどのような印魚を持ちましたか (複数回答可)
ア.楽しい  イ.■単だ   ウ。青色が好き  工.音色が嫌い
オ.まれる  力.眠くなる  キ。つまらない  夕.気持ちが落ち着く
ケ.独特の奏法が好き  コ.独特の奏法が難しい  サ.余晨の変化が面白い
シ.青階が実しい ス.音階がよくわからない セ.準備が大変だ
ソ.特に何も感じない  夕.その他 (         )
→具体的に理由等をお答えください
= 口嘔歌 (くちしょうが)についてお口きします
米口嗜歓 (くちしょうが)とは、特定の奏性を表現する贅音語のことである.例えば「テンJ、「シャン」、
「コロリンJなどがある.
7.口唱歌を用いた指導を受けたことがありますか ア.はい イ.いいえ
8,7で『はいJと答えた方にお聞きします
o.どこで指導を受けましたか (複数回答可)
ア.お糟古事として習つたとき
イ.小学校、中学校、高等学校の授業で学習したとき
ウ.タラブ活動で (時期 :
工.大学の授業で
オ。その他 (           )
7で「いいえ」と答えた方にお田き
a。 口嘔歌を知っていますか
します
ア.はい イ。いいえ
b.どのようにして知りましたか
ご協力ありがとうございました。
を用いて学習した際の感想をお書きください
学 部 生 ア ンケ ー ト (2)
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第 3項 ア ン ケ ー トの 回 答 者
対 象 本 学 学 部 第 2学年 の 学 生 、 お よび 大 学 院 学 生
人 数 161人(男性 62人、 女 性 99人)
学 年 学 部 2年生 155人、 大 学 院 学 生 5人、 無 回 答 1人
年 齢  10代  83人、 20代  73A
本 来 、 この ア ン ケ ー トは学 部 学 生 を対 象 に した もの で あ る。 しか
しア ン ケ ー トと実 施 した 学 部 の 授 業 を履 修 して い た 大 学 院 生 の 回
答 もあ つ た た め 、 併 せ て 掲 載 す る。
な お 、 この 大 学 院 生 と は本 章 第 3節の 対 象 とな る大 学 院 生 とは 全
く関係 の な い もの で あ る。
第 4項 ア ン ケ ー トの結 果
問 1.等の経 験 は あ りま す か
●はい
●いいえ
(人)
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問 2 問 1で「は い」 と答 えた方 にお 聞 き します。
どの程 度 の経 験 が あ ります か
お薔古事として以首雷つていたことがある、または
現在習っている
小学校.中争校、高校嘲こ学校の授菫てれ た
クラブ活nt宇翫
教員彙威課罹で
'薇
教員になってから研僣に
'M
その他
m(人)
等 の経 験 が あ るか ど うか の回 答 は 「はいJと「いい え」 がお よそ 半
数 ず つ とな つた。 どの程 度 の経験 が あ るか につ い て は 、「小 学校 、中学
校 、 高校 時 に学 校 の授 業 で学 習 した」 とい う回答 が全 体 の約 9割を 占
めて い る。そ の他 の 内訳 は 、「家 に あ つた」や「祖 母 に教 えて も らった」
な どで あ る。
学校 の授 業 以外 で争 に触 れ る こ とは ほ とん どな い とい う、予想 通 り
の結 果 とな った。
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問 3
ビアノ 57
ギター 24
トランペット 12
=腱鶴 8
ヴアイオリン 7
ドうム 6
ベース
5トロンボーン
ホ Jじレ
,コー ダー 4
チュー バ
3
ハ ‐ 勁
ユーフォニアム
パーカッション
サックス
フルート
2
エレクトー ン
太鼓
往 笛
この他 に 、 シ ンバル 、 ア
オル ガ ン、 フ ァ ゴ ッ ト、 ク
リンバ 、 ヴィオ ラ、和太 鼓
ナ 、 ピアニ カ が それ ぞれ 一
争以外 の楽器 の経験がある方 は、
ずお書 き くだ さい。
経 験 の あ る楽 器 を種 類 を 問 わ
コーデ ィオ ン、キー ボー ド、 コルネ ッ ト、
ラ リネ ッ ト、 コン トラバ ス、 ビッコロ、マ
、三線 、大正琴 、竹笛 、木琴 、金管、ケー
人ずつ の回答 であつた。
最 も多 い 回 答 は ピア ノで
ン ドな どで経 験 す る楽器 が
い 。 和 太 鼓 や 笛 とい つ た 楽
あ る の で は な い だ ろ うか 。
つ た 。
や は り和 楽 器 の 経 験 者 は
少 な さが 見 て 取 れ る。
あ る。 そ の 後 に ブ ラ ス バ ン ドや 吹 奏 楽 、 バ
上 が っ て い る。 三 味 線 の 経 験 者 が 8人と多
器 は 、 地 域 の お 祭 りな どで 経 験 す る機 会 が
楽 器 の 経 験 が な い と答 え た の は 70人で あ
少 な く、 日本 音 楽 や 和 楽器 に触 れ る機 会 の
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間 4.中学校 で 争 に 関す る授 業 を受 けた こ とが あ ります か
■はい
口いいえ
(人)
今 回 の調 査 で は、 中学 校 で等 に 関す る授 業 を受 けた こ とが あ る学 生
が 多 い とい うこ とが わか つた。 問 1の「等 の経 験 が あ るか 」 とい う問
い に答 えた人 数 を上 回 る結 果 で あ るが 、 これ は 間 1で「等 を弾 い た こ
とが あ るか 」、「竿 を習 つ た こ とが あ るか 」 な どの意 味 で捉 えた 回答 者
が い た た め、数 が減 つた こ とが考 え られ る。
問 5。 問 4で「は い 」 を選 ん だ 方 に お 聞 き しま す
a。 どん な授 業 で した か
さくらさくらの演壺
由の演賽
ビデオ、CD、教科書による鑑貴や餞明
1
7Elの演姜事による演秦の檻賞 口1
器 楽 の内容 は 「さ く らさ く ら」 な ど簡 単 な 曲 の演 奏 とい う回答 が 多
く見 られ た。 中 には 「自分 た ちで 選 んだ 曲 を演 奏 した 」 とい う回答 も
あ つた が 、 これ には指導 者 の高 い 技術 が要 るの で は ない か と考 え る。
‐?
?
?
「
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例 えば 「さ く ら さ く ら」 な どは演 奏 が容 易 で 、認 知度 も高 い。 この よ
うな 曲 を使 えば 、器 楽 の授 業 は組 み 立 てや す い だ ろ う。
鑑 賞 で は教 科 書 に載 って い る教 材 や 、 そ こか ら少 し派 生 させ た教材
を用 い る こ とが 可能 で あ り、教材 を選択 す る こ とが容 易 で あ る。また 、
難 易 度 の 高 い 曲 をプ ロの演 奏 で聴 かせ る こ とが 可能 で あ り、指 導者 の
技術 不足 もカバ ー で き る。
歌 唱 や 創 作 の授 業 は指 導者 の知識 、技 術 な どが 高 い レベ ル で要 求 さ
れ るた め、 あ ま り取 り上 げ られ て い な い もの と推 測 され る。
b。 授 業 は 楽 しか つた で す か
楽 しか つ た     129人
自由記述
なじみない楽器に触れる楽しさから
ふだんあまり触れることはないから。
日常でふれる事のないものだから
初めて体験したから。
難しかつたけど、普段触れることのできない楽器を弾くことができたから。
普段はさわることがないので
普段聞きなれていない音楽で耳に残る感じが楽しかった
講師の方がとても明るく楽しく優しい人だった
伝統音楽に興味がある、そのような曲が好きだから6
音がきれいだつたから。
初 め て とい う点 や 、 馴 染 み が な い とい う点 に お い て 楽 し さ を感 じた 回
答 者 が 多 い 。 先 の 問 い で 、 和 楽 器 に触 れ る機 会 が 少 な い とい うこ とが
予 想 され た が 、 そ の た め に 、 か え つ て 貴 重 な 体 験 と して 和 楽 器 の授 業
に 楽 しさ を感 じる こ とが で き た よ うで あ る。
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ま あ ま あ 楽 しか つ た  155人
こ ち らの回 答 もや は り
だ が馴染 み が な い とい う
業 方 法 が 重要 で あ る。
初 めて とい う点 に楽 しさを感 じた ものが 多 い。
点 で 、退 屈 さな どを感 じた よ うだ。 選 曲や 授
あ ま り楽 し くな か つ た 115人
実 際 に 楽 器 に触 らな い こ とで 楽 し くな か っ た と感 じた 回 答 と、 お そ
ら く楽器 に触 つ て み て難 しか つ た こ とで 楽 し くな か つ た と感 じた と予
想 され る回 答 が あ っ た。 鑑 賞 の み の授 業 の場 合 、 耳慣 れ な い 音 楽 を聴
くだ け な の で 、 ど う して も退 屈 だ と感 じて しま うだ ろ う。 テ ン ポ の 遅
い 曲 、 あ ま り変 化 の な い 曲 、 映 像 が な い 場 合 は な お さ らで あ る。 器 楽
の 場 合 も教 材 が 難 しす ぎ る場 合 や 指 導 が 不 十 分 な場 合 は 、 等 は難 しい
とい うイ メー ジ だ け を残 して しま う。
興 味 をひ く授 業 展 開 や 適 切 な課 題 設 定 が 必 要 で あ る。
もつと有名な曲がしたかった。
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楽 し くな か っ た   12人
楽 し くな か つ た と回答 した の は 、 間 5-aで器 楽 を選 択 した 回 答 者
と、 歌 唱 を選 択 した 回答 者 で あ る。
歌 唱 の授 業 で 何 を学 習 した か の 回 答 が な か つ た た め詳 細 は 不 明 で あ
るが 、 歌 の つ い た 竿 曲 は 古 典 が 多 く、 中学 生 が 理 解 す る の は容 易 で は
な い 。 そ の よ うな教 材 を用 い た の で あれ ば 、 楽 し くな い と感 じるだ ろ
う。
問 6 等 を演 奏 して どの よ うな印 象 を持 ちま したか
簡単だ
音色が嫌い
願Kなる
気持ちが落ち着く
独特の奏法が難しい
音階が美しい
準備が大変だ
その他
0
‐‐■ 7
- 11‐●4 22
22
‐‐ 5
■■■■■■■■■ 13
- 181
口■■■■■■■■■■‐ 19
口 2--6
0          20
ドレミとイロハ(12β?)が一致しなかつた
弦をはるためのものを置いておくとき音がわからず教員の手を借りた
高さを変えるための物がこけたとき自分で自せなかつたから。(先生に毎回きてもらっていた)
音をきれいに出すのがむずかしい。
弦を押えるのが難しかつた
手が痛くなる。
指がいたい
ピアノとはまた違う音色がきける
音がおもしろい
きいたことしかなかつた音を自分で出すことができてうれしかつた。
日本らしい音の響きを感じる。
伝統があり、昔からずつと奏でられてきたから。
演奏している姿がかつこいい
意外と大きい
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選 択 式 の 回答 で は 「音 色 が好 き」、「楽 しい」 とい う回答 が圧 倒 的 に
多 い こ とが わ か る。 余韻 の変化や 音 階 が美 しい と感 じて い る回答者 も
多 い。「日本 ら しい音 の響 きを感 じるJとい う回答 もあ る こ とか ら、日
本 音 楽特 有 の音 色や 旋律 に対 して は好感 を抱 く者 が 多 い よ うで あ る。
一 方 で 、 これ らに続 い て 多 い のが 「独 特 の奏 法 が難 しい」 とい う回
答 で あ る。 音 符 や 音 名 で表 記 され な い こ とや 調 弦 につ まず き を感 じる
よ うだ。 また 、調 弦や押 さえが正確 で な い と、正 しい音 が 出 ない こ と
もあ り、 それ が難 しい と感 じる よ うで あ る。
しか しそれ らを難 しい と感 じな が らも、 ポ ジテ ィブ な 印象 を持 つた
回答 が多 い こ とか ら、等 は生徒 に とつて興 味 を 引 く もの で あ る こ とが
わか る。
問 7。 日唱 歌 を用 い た指 導 を受 け た こ とが あ ります か
日 は い
●いいえ
(人)
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問 8
a
問 7で「は い」 と答 えた方 にお 聞 き します
どこで指 導 を受 け ま したか (複数 回答 可 )
小学校、中
嘗瑠記翼:き
校の授業で    4
お稽古事として習ったとき ■■■■■■■ 3
クラブ活動で■■■■■2
大学の授業で■■■■■2
その他■■■■■2
0 6(人)
口唱 歌 を用 い た 指 導 を受 けた 場 面 と して は 「太 鼓 の練 習 」 と 「地 域
の祭 」とい う回 答 が あ つ た。「お 稽 古 事 と して 習 つ た 」場 合 と地 域 の 行
事 等 で 習 つ た 場 合 の 他 は 日唱 歌 に つ い て は ほ とん ど取 り上 げ られ て い
な い だ ろ う と考 え て い た 。 しか し学 校 の授 業 で も き ち ん と扱 わ れ て い
る ケ ー ス が あ る こ とが わ か つ た。
口唱 歌 を用 い て 学 習 した 際 の 感 想 をお 書 き くだ さい (自由記 述 )
自分で感じた音に合う擬音悟で歌えるのでやりやすかつた。
あまりおもしろくなかつた。
おもしろかつた。
よくわからなかつた。眠くなつてしまつた…
楽しいが分かりにくい。
なんか妙だなあ。
分かりやすい
固りの友人が知らないことを学べていたので楽しかつた。
楽しかつた、面白かつた。
口唱 歌 をお稽 古 事 で習 つた とき に知 つた と
す か つた 」、「わ か りやす い」、「楽 しか つた」
で習 う場 合 、 そ の道 に精 通 した人 物 か ら指 導
答 え た 回 答 者 は 「や りや
と答 え て い る。 お 稽 古 事
を受 け る こ とに な る。 そ
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の よ うな場 で は 、 効 果 的 な練 習 方 法 と して 用 い られ て い る とい うこ と
たさ。
この こ とか ら、 日唱 歌 は 生 徒 に とつ て 等 を演 奏 す る際 に有 効 な練 習
方 法 と して 用 い る こ とが 可 能 で あ る と考 え られ る。 しか し 日唱 歌 は 一
般 の 教 員 に は 馴 染 み の な い もの で あ る。 そ の よ うな 人 物 で も効 果 的 に
日唱 歌 を用 い る方 法 を考 案 す る こ とが 必 要 で あ る。
問 9。 問 7で「い い え」 と答 えた 方 にお 聞 き します
a。 日唱 歌 を知 っ て い ます か
■はい
●いいえ
■無回答
(人)
b。 どの よ うに して知 りま したか (自由記述 )
知 り合 い の 話
この ア ン ケ ー トで初 め て 見 た
は つ き りとは覚 えて い ない が 、お ば あ ち ゃん が そ ん な うた を
回ず さん で い た気 がす る。
た ま た ま 聞 い た 曲 で 使 わ れ て い た 。
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口唱 歌 を知 らな い 回答 者 が ほ とん どで あ る。 ま た 、 知 っ て い る と答
え た 回 答 者 も、 は つ き り と知 っ て い る わ け で は な い とい うこ とが 見 て
取 れ る。
そ の た め 、授 業 で も扱 わ れ る こ とが な く、 日唱 歌 を知 らな い 、 ま た
は わ ず か に知 つ て い る とい うよ うな 回 答 が 多 い の だ と考 え る。 教 員 ア
ンケ ー トで は 日唱 歌 を授 業 で 用 い た と回 答 した の は 全 体 の 3ノ1であ っ
た 。 ま た 教 員 ア ンケ ー トで 日唱 歌 を授 業 で 用 い た とい う回 答 の 内容 も
「説 明 した 」、「少 し用 い た 」 とい う程 度 で あ つ た。 日唱 歌 につ い て 知
らな い 学 生 が 多 い こ と と関連 して い る と考 え られ る。
竿 や そ れ を扱 っ た 授 業 に 対 して ポ ジテ ィブ な 回 答 が 多 く見 られ る こ
とか ら、 等 が 学 習 対 象 の 興 味・ 関 心 を 引 く もの で あ る とい うこ とが わ
か る。 つ ま り、 中学 生 に とつ て 等 の授 業 は概 ね 楽 しい とい う印 象 を持
つ もの で あ り、 争 が 日本 音 楽 の 学 習 に有 効 で あ る こ とが うか が え る。
ま た 日唱 歌 は 、 中 学 生 に とつ て も等 を演 奏 す る際 の補 助 と して 、役
立 つ 練 習 方 法 とな る と考 え られ る。 日唱 歌 だ け に こだ わ る と、 楽 し く
な い 、 わ か らな い とい う印 象 を強 め る こ とに もつ な が りか ね な い。 そ
の 他 の練 習 方 法 との バ ラ ン ス を考 え て 用 い な けれ ば な らな い と考 え る。
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第 3節 院 生 ア ン ケ ー トの 実 施 お よび 結 果 と分 析
本 節 で は 、 院 生 を対象 に行 つた ア ンケー トの 目的 、結 果 と分 析 を ま
とめ る。
第 1項 ア ン ケ ー トの 目的
本 ア ンケ ー トは本 学大 学 院 の学 生 の 中で 、「邦 楽器 表 現 の基礎・応 用 」
の授 業 を履 修 した学 生 を対 象 と して い る。 授 業 内容 は等 の歴 史や 演 奏
方 法 を学 ぶ もの で あ る。 対 象 とな る学 生 の ほ とん どは等 の初 心者 で 、
半期 また は 1年の間継続 的 に等 の学 習 を行 つて い る。
そ の よ うな学 生 を対象 とす る こ とで 、初 心者 が どの よ うな ところで
つ まず きや 等 の 良 さを感 じるのか 、 日唱 歌 につ い て どの よ うな認 識 を
持 つて い るの か な どを調 査 す る こ とを 目的 と して い る。
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第 2項 ア ン ケ ー トの 内 容
49
和楽器指導に関する
アンケー ト調査ご協力のお願い
こo■m●tもmmotat法書について口壺すること,日的とするものです.
■腱饉は完全に■名性が保たれるよう、
"●
名力■です.この口■によって書られた全てOmは餞
計的に燿理され.研究のため0みに使用させていただ書ますので●人0-公●されることはありま
せん。
ごロカのほど、よろしくお■い申し上げます.
長撃緻,大手大学腱 学戦象育研究科
像宙内書・方法■■専政
文化襄ヨ暴●青コー ス (書豪)
野ホ立人ent
神ホ 冑菫
◆以下の基本情報を記入してからアンケー トにお客えください
性 別  ア.男性  イ.女性
年 齢  ア.20代 イ.30代 ウ.40代 工.60代
学 年  大学院 (   )年
0当てはまるものに出入してください
ア.現臓 (校鶴/保・幼・小・小専科 。中。高)、 (OH/     )
イ.青楽大学からのストレー ト(専門/      )
ク.敏官学部からのストレー ト《校種。専自/       )
工.音楽■の学部以外からのストレー ト (学部/     )
オ.留学生 (専門/     )
力。その他 (                )
院 生 ア ン ケ ー ト (表紙 )
当てはまるものにOをして、Eがあれば 《 )やEIコの中を日入してください
コ ご自身のことについてお目0します
1.事の経験はありますか ア:はい  イ。いいえ
2.1で「はいJと答えた方にお闘きします。どの種度の経験がありますか
ア.お薔古事として以前習つていたことがある、または現在習つている
(期間/          : 方法/           )
イ.小学校、中学校、高校時に学校の授業で学習した
ク.クラプ活麟で学習した く時期:          )
工.教員姜威繰程で学習した
オ.教員になってから研修に参加した
力。その他 (
3.事以外の楽■の経験がある方は、経験のある楽彗を組額を固わずお書きください
E 『
…
のH・応用Jの最■についてお目さします.
4.なぜ「邦― 現の基礎・応用Jを晨修しようと思いましたか (槙薇回答動
ア.自分で年を弾けるようになりたいと思つたから
イ。日本音楽の歴史を学びたいと思つたから
夕.日本音楽が好きだから
工。事の指導方法を学びたいと思つたから
オ.以前習っていたことがある、または現在習つているから
力.単位を取るため
キ。その他 (                〕
わかりやすかった指導方法、現場で使えそうだと思つた指導方法があればお書きく
院 生 ア ンケ ー ト (1)
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6.事の演奏技術等についてお田きします
●.右手の奏法で難しいと感じたのはどのような点ですか
d.楽
"は
どのような方法で用いるのが良いと考えますか
ア.伝繊的な楽■のみを用いる
イ.伝繊的な楽■と強名を書いた― を併せて用いる
ウ.強名を書いた五繰■のみを用いる
工。その他 (              )
7.挙を演奏してどのような印亀を持ちましたか (複数回答つ
ア.楽しい  イ.簡単だ   ウ.音色が好き  工.音色が鎌い
オ.疲れる  力.眠くなる  キ.つまらない  ク.気持ちが魯ち着く
ケ.独特の奏法が好き  コ.独特の奏法が難しい  サ。余餞の変化が面白い
シ.音階が美しい ス.潮階がよくわからない セ.準備が大変だ
ソ.特に何も感じない  夕。その他 (         )
→具体的に理由等をお答えください
c.競贈で難しいと したのはどのような点ですか
院 生 ア ンケ ー ト (2)
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菫 口嘔曖 (くちしょうメ)についてお■きします
豪口嘔歌 (くちしょうが)とは、ソルミゼーションの一種である。「テンJ、「シャンJ、「コロリンJなれ
8.口嘔歌を用いた指導を受けたことがありますか ア.はい  イ。いいえ
9.8で「はい」と答えた方にお聞きします
●.どこでお導を受けましたか (複数回答可)
ア.お槽古事として習つたとき
イ.小学校、中学校、高校時に学校0●業で学習したとき
ウ.クラブ活動で (時期:          )
工.教員姜威凛程で学習したとき
オ.教員になってから研修に参加したとき
力.大学院の授業で
キ。その他 (           )
b.
10奮楽科教員の方、音楽科教員を目指す方は、今後授業で口嘔歌を用いたいと思いますか
ア.はい  イ。いいえ
ご協力ありがとうございました。
口唱歌を用いて学習じ
院 生 ア ン ケ ー ト (3)
52
第 3項 ア ン ケ ー トの 回 答 者
対 象 本 学 大 学 院 学 生 の うち 、「邦 楽 器 表 現 の 基礎 ・ 応 用 」 履 修 者
人 数 14人(男性 1人、 女 性 13人)
学 年 大 学 院 1年生 4人、 2年生 9人、休 学 中 1人
現 職 教 院 6人、 音 楽 大 学 か らの ス トレー ト 2人、
教 育 学 部 か らの ス トレー ト 4人、
音 楽 系 の 学 部 以 外 か らの ス トレー ト 1人
そ の 他 1人
年 齢  20代  8A、 30代  2A、 40代  3A、 50代  1′人
第 4項 ア ン ケ ー トの結 果
問 1.等の経 験 は あ ります か
口 は い
蓄いいえ
く人)
大 学 院 で 等 の授 業 を履 修 した 学 生 を対 象 と した ア ン ケ ー トで あ る た め 、
「い い え」 とい う回 答 は な い はず で あ る。 しか し 「い い え 」 とい う回
答 が あ る の は 、 この 問 い を 「授 業 以 外 で 経 験 が あ る か 」 と解 釈 した 回
答 者 が い た た め で あ る と考 え られ る。
間 2.1で「は いJと答 え
どの程 度 の経 験 が あ
た方 にお 聞 き します 。
ります か
お彎古事tLて以歯雪っていたことがある.または
現在雷っている
小学校、中学校.凛被囀に学根の傾口て,軌
クラブ活働に学醜
敏員■威maで,歓
象員になつてから研修に
'歓
等 の経 験 が あ るか ど うか とい う質 閥 には 、約 7割が 「は い」 と回 答
して い る。 そ の多 くは 「教 員 養 成 課 程 で学 習 したJとい うもの で あ っ
た。「お稽 古事 と して」と回答 して い た回答 者 も、1年～ 3年程 度 の経
続 年 数 で あ つ た。
師 匠 につ い て何 年 間 か経験 を積 ん で いれ ば 、教 員 と して 生徒 に指 導
す る くらい の技 術 は身 につ くで あ ろ う。 しか し一対 多 の授 業 で 、 自身
が一 人 の生 徒 と して学習 した程 度 の経 験 で は 、 教員 と して生徒 に指 導
す るには不 安 が残 るので は な いか と考 え られ る。
54
問3.筆以外 の楽器 の経験がある方 は、経験 のある楽器 を種類 を問 わ
ずお書 き くだ さい。
ピ ア ノ 10
エ レク トー ン、 ギ ター 、 フル ー ト、 三味線 、 竜笛 3
ヴァイオ リン、 コン トラバ ス、 トランペ ッ ト、尺人 2
ク ラ リネ ッ ト、パー カ ッシ ョン、 ホル ン、マ ン ドリン、
リコー ダー 、笙
や は り西洋 音 楽 に 関す る楽器 経 験 者 は多 い。
和 楽 器 は経 験 す るた め の機 会や 場 所 が少 な い こ と、始 め るきつか け
が少 ない こ とな どが 要 因 と して考 え られ る。
間 4 なぜ 「邦 楽器 表 現 の基礎・ 応 用 」 を履 修 しよ うと思 い ま した か
(複数 回 答 可 )
履 修 者 の多 くは等 を弾 け る よ うに な り
の指 導方 法 を学 び た い とい う回答 も多 い
た い と考 えて い る。 さ らに等
。 この こ とか ら、等 の演 奏 技
その他 lo    l
単位を取るため |■13 1           :
以前習ってtヽたこと
1蹴亀
または現在習って
11  1    1
事の指導方滋を学びたいと思ったから 口■■■■■ 5
日本音楽が腱 だから-4     1
日本音楽の歴史を学びたいと思ったから ‐ 2
自分で■を引 するようになりたいと思つたから                12
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術 、 指 導 力 を 高 め た い と考 えて い る こ とが わ か る。
つ ま り、 和 楽 器 に 関す る学 習 に 関 心 が 高 ま つ て い る とい うこ とで は
な い か と考 え る。
問 5。 わ か りや す か つた指 導方 法 、現場 で使 えそ うだ と思 つた指 導
方 法 が あれ ばお書 き くだ さい。 (自由記 述 )
楽器に番号のシール雄 つて弦の場所をわかりやすくしている点
「一、二、三…と、い、きんJと言いつつ耳で青な き、一音ずつはじいていく
口唱歌で、特に「シャンJが分かりやすかつた
先生が日で『コロリン」とか言つて下さつたのがわかりやすかつた
つめのはしで弾くと弾きやすい
―書良い音が出る弦の位置
説明が少なく線習時間性 つぶりとつてくれたこと
一斉指導よりも個別指導の時間盤 保してくれたこと(その人のレベルに応じて)
先生がとても丁寧にゆっくりしたペー スで教えてくれた
一番遅いペースの人に合わせてくれた
名称の指導について 覚え方竜頭や竜尾など、事の由来にも関わり理解しやすかつたため
演奏しながら先生が由に合わせ、言つて下さつていた、「おさえ～J「やすん～で」などの声かけ
日唱 歌 が わ か りや す い とい う回答 が 2つあ る。「コ ロ リン」の よ うな
音 を鳴 らす タイ ミン グが難 しい奏 法 には 、や は り有効 な の で は な い だ
ろ うか。 番 号 の シー ル を貼 つて あ る とわ か りや す い とあ るが 、 シー ル
は それ が な くな る と弾 け な くな る事 も多 い の で 、 あ ま り多 用 しな い方
が 良 い と考 え る。
指 導 のペ ー スが ゆ つ く りで あ る こ とが 良 い 、個 別 指 導 の時 間 が 多 い
こ とが 良 い とい う回答 が 多 く見 られ るが 、実 際 の授 業 で は時 間 が 限 ら
れ て い る。 全 体 のバ ランス を見 て 調 節す る こ とが重 要 で あ る。
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問 6.
a.
争 の演 奏 技 術 等 につ い てお 聞 き します
右 手 の奏 法 で難 しい と感 じた の は どの よ うな点 です か
(自由記 述 )
ツメの使い方
どの強をひくかわからない
弦の引き間違いもあった
右手と左手の弦の場所が別になる
二から八など跳屋が大きい時
同時にならすやつ
2つ以上の弦揮 くこと
3つの和音枷 時に弾く
2つの和音がちょうやくして続く
2つ弾くことが続くときどの弦か分からなくなる
合せ爪で時々間違えそうになる
すくい爪
トレモロ
トレモロ
裏運(?)爪の裏で弾くところが音がきれしヽ こ出なくて難しかった
遠く弾くこと
ゆつくりであればついていけるものの、スピー ドが上がると轍けないと感じる
まず 回答 の 内容 は 、基 本 的 な奏 法 に関す る もの と、独 特 の奏 法 に 関
す る もの に分 類 され る。 合 せ 爪 が難 しい と感 じるの は、弦 と弦 の幅 を
と らえ るのが 困難 で あ るか らだ ろ う。 これ は繰 り返 し練 習 して感 覚 を
身 につ け る こ とが重 要で あ る。 そ の た め に も、視 覚 に頼 りす ぎな い よ
うに弦 の横 に シール を貼 る等 は控 えめにす る必 要 が あ るの で は な い だ
ろ うか。
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左 手 の奏 法 で難 しい と感 じた の は どの よ うな点 です か
(自由記 述 )
半音の上げ下lft弦をおさえるやつ
おさえ
弦を押えきること
おさえ。指が痛かった
押さえ
押さえ(指の痛さもあり、うまく押さえるのが難しかつた)
甲さえる強さ(弦がかたく、痛かった)
押さえ手が押さえきれない時があつた
押え(特にかけ押え・四弦の押え)半青・全音がきつちりと押さえられない。(由の中で)
巾を全青上げる時
おさえること.特に四や六の弦のとき
音を上げる時、力が弱くて、正しい音にならない
左手は力があまり入らないことがあり難しかつた
ヒキイロ
右手で弾いているのがどの弦なのか分からなくなる
全 体 の約 9割弱 が 押 さえが難 しい と感 じて い る。 原 因 と して は押 さ
え る時 に手 が痛 い こ とが 多 く挙 げ られ て い る。 これ は弦 の 張 の強 さに
よ るが 、 張力 を弱 め る とよ り強 く押 さえな けれ ば な らな い。 ま た 、 張
が弱 い とあま り良 い音 が 出 な い。 手 が痛 い とい う問題 に対 して 、 同声
か け を行 い、や る気 を出す か が課 題 で あ る。
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読 譜 で 難 しい と感 じた の は どの よ うな 点 で す か (自由記 述 )
たてに朧むところ
たてに譜面が書かれていること
腱に腕むということと、なかなかうまく次の行にうつれず何回も落ちてしまつた
:・レ・ミがわからない
ドレミでないところ
薔符でないところ
今まで見たこともない表記だつたので覚えるのに最初苦労した
ハろいろな記号を覚えるのが大変だった
言葉雄 えること
司じ意味でも様々な書き方があるので、覚えるのが大費だった
西洋音楽にはない独特の記号だが慣れて覚えれば解決できる
陣ばすところ
つくところ
警鋼 いて離すところ
左手のおさえ。と、い、きんあたリ
麟が飛び飛びになつた時、楽諧自購みつつ弦を見つつて、混乱することがあつた
T寧な指導だつたので楽しく籠譜できた
読 譜 の難 しさにつ いて の回答 は 、大 き く4つに分類 で き る と考 え る。
① 縦 書 きで あ る点 、② 表 記 が音 符 で は な い点 、③ 伝 統 的 な楽 譜 の記
号や 書 き方 に不慣 れ な点及 び奏法 に 関す る点 、④ 読 譜 と演 奏 を同時 に
行 うとい う点 で あ る。
そ れ ぞれ の点 を克 服す るた めに は、演 奏者 へ の負 担 軽 減 が必 要 で あ
る。 日唱 歌 を用 い た学 習 を行 うこ とで 、読 譜 とい う負 担 を軽 減 す る こ
とが で き るの で は な いだ ろ うか。
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楽 譜 は どの よ うな 方 法 で 用 い るの が 良 い と考 え ます か
その他
弦名を書いた五線譜のみを用いる
伝統的な楽譜と弦名を書いた五線睦
併せて用いる
伝統的な楽僣のみを用いる
問 6-cでは伝 統 的 な楽 譜 の読 譜 にか な り困難 を要 して い る様 子 で
あ った。 しか し、全 体 の約 6割が 「伝 統 的 な楽 譜 のみ を用 い るJのが
良 い と答 えて い る。 さらに 「五線 譜 を併 せ て用 い る」 と良 い とい う回
答 も含 め る と、全員 が伝 統 的 な楽 譜 を用 い るの が 良 い と答 えて い る。
初 心者 で あ って も、五線 譜 で は な く伝 統 的 な楽 譜 を用 い る方 が 良 い と
考 えて い る こ とが わ か る。
伝 統 的 な楽 譜 は それ ぞれ の楽器 に合 わせ て作 られ て い る もので あ る。
五線 譜 の方 が馴 染 み が あ って も、や は りそれ 専 用 の楽 譜 が使 いや す い
とい うこ とで は ない だ ろ うか。
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問 7.等を演 奏 して どの よ うな印 象 を持 ち ま した か (複数 回答 可 )
楽 しい
?
?
?
? 独 特 の 奏 法 が 好 き 3
簡 単 だ 0 独 特 の奏 法 が難 しい 6
音 色 が 好 き 10余 韻 の 変 化 が 面 白い 8
音 色 が嫌 い 0 音 階 が美 しい 8
疲 れ る 3 音 階 が よ くわ か らな い 1
眠 くな る 0 準 備 が大 変 だ 3
つ ま らな い 0 特 に 何 も感 じな い 0
気 持 ち が 落 ち着 く 6 そ の 他 0
ドレミと弦が一致しないと弾眈 いので、難しかつた
弦を押えるなど難しい点もあつた
新しく習うことばかりだつたので楽しかつた
難しいと思つていたが、弾いてみると意外とす0こ弾けたため楽しかつた
みんなで演奏して、楽しかつた
テンポが速くなると、みんなとあわせるのが難しかつたが
弾けるようになって音があうと 違ヽ虚盤があり 奥ヽしかっf・
毎時間の授業でやさしい音色機 くと心がいやされました
気分転換になつた
習う前は琴の青は単調のものだと思つていたが、音色の美しさや音の幅tlAいことがわかりました
弾いていないときにも頭の中で青色が残つた
日頃触れない音に心がなごtSOは日本の音階の良さではないかと思う
晨業の雰囲気が良く楽しかった
選 択 式 の 回 答 で は 、全 体 的 に ポ ジテ ィプ な 印 象 を持 つ て い る こ とが
わ か る。「簡 単 だ 」 とい う回 答 が 0であ るた め 、演 奏 に 関 して 何 らか の
つ ま ず き を抱 え て い る とい うこ とが わ か る。 そ れ が 「疲 れ る」 とい う
回 答 に もつ な が る の で は な い だ ろ うか。「独 特 の 奏 法 が 好 き」、「余 韻 の
変 化 が 面 白い 」 とい う回 答 が 多 い 一 方 で 、「独 特 の 奏 法 が難 しい 」 とい
う回 答 も多 い
記 述 式 の 回 答 は 、 内容 に よ つ て 大 き く 5つに 分 類 で き る。
①奏法に難 しさを感 じる、②合奏や新 しいことに挑戦する楽 しさ、
③学習によるプラスの心境の変化、④ポジティブな心境、⑤授業の楽
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しさ、で あ る。
つ ま り、難 しさを感 じて い て も、練 習 の方 法 に よつて は 同時 に楽 し
さを感 じる こ と も可 能 で あ る とい うこ とが わ か る。 また 、最 初 に感 じ
て い たつ まず きは 、学習 を進 め る こ とで取 り払 うこ とが で き る。
練 習 の方 法 を工夫 すれ ば 、争 は初 心者 に とつて受 け入 れ られや す い
楽器 なの で は な い だ ろ うか。
問 8.口唱 歌 を用 い た指 導 を受 けた こ とが あ ります か
口 は い
●いいえ
(人)
問 9。 問 8で「は い 」 と答 え た方 に お 聞 き しま す
a。 ど こで 指 導 を受 け ま した か (複数 回 答 可 )
お稽古事として習ったとき .o    l          l
小学校、中学校、高校時に学校の授業で |。    .学習したとき      ,     ,
クラブ活動で lo    l     ,     
‐
r習したとき              4     1教員姜威課程で
'                |
教員になってから研修に参屁 たとき ―o    l
院の授業で               5大学
その他  o
4     6(人)0        2
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b。 日唱 歌 を用 い て 学 習 した 際 の感 想 をお 書 き くだ さい
(自由 記 述 )
記憶に残りやすい
その時に覚えないといけないから集中する
どんな音で弾くのかイメー ジできた
最初はよく分から乱 ていたが、口唱歌と、手の動き。青が合つていたため、
自然と分かるようになっていった
普通に歌いながらより、日唱歌があるほうが弾きやすい
わかりやすいので弾く時の参考になつた
リズムにのりやすく、和楽器独特の雰囲気が出て楽しい
なるほど、上手く言つたものだと思つた.あれこれ説明するよりわかりやすい。スッと入つてきた
なじみがなく覚えにくい
敗宇に気な られ耳に入つてこない
先生が説明してくれたのでとても分かりやすかうた
これ らの回答 は大 きく3つに分類す る。
① 効果的であ る、②効果的ではない、③伝 統 を感 じることがで きる
とい う3つであ る。
① には記憶 に残 りやす い、イ メー ジ しやす いな どの回答 が含 まれ る。
② には覚 えに くい、読譜 と同時に行 うことは困難 であるな どの回答 が
含 まれ る。つ ま り、用い る方法 に よつては効果 を示す場合 がある とい
うことがわか る。 また、演奏の助 けにな るだ けではな く、伝統文化 を
学ぶ ことに もつなが るのである。
間 10。音 楽 科 教 員 の方 、音 楽 科 教 員 を 目指 す 方 は 、今 後 授 業 で 日唱 歌
を用 い た い と思 い ます か
は い 4人
い い え 0人
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γ/伝統芸能教 えるにも、楽彗は高くて人数分買えないので
Y/リズムがわかりやすく、事鶴 奏しているという実感がもてるから
γ/伝織文化を学ぶことができるので、用いると良いと思う
γ/「口唱歌Jがあることを伝習していかないといけないし、体験させたいと思うから
Y/保育士志望ですが、少して機 える機会があれば用いたい
Y/(用いたいわ 口嘔歌についてしっかりと分かつているわけではないた品 つと知ること
設 間 に 答 え た 全 員 が 、「は い (=Y)」と答 え て い る。
日唱 歌 を学 習 す る こ とで 、 日本 音 楽 の伝 統 に触 れ る こ とが で き る と
考 え て い る回 答 者 が 多 い よ うで あ る。 ま た 、 楽 器 不 足 へ の 対 策 と して
も有 効 で あ る と考 え る回 答 もみ られ る。
日唱 歌 に つ い て も つ と知 る必 要 が あ る とい う回 答 が あ る が 、筆 を あ
ま り経 験 して い な い 指 導 者 が い か に 効 果 的 に 、 か つ 正 確 に 口唱 歌 を 用
い る こ とが で き るか とい うこ とが 課 題 と して 考 え られ る。
ア ン ケ ー ト結 果 を見 る と、 筆 が 初 心 者 に とつ て 取 り組 み や す い 楽 器
で あ る こ と、 日唱 歌 が 有 効 で あ る こ とが 見 て 取 れ る。
しか し どの よ うに練 習 す るか 、 どの よ うに用 い るか に よ っ て は 、 初
心 者 に とつ て 単 に 困難 さ を感 じる だ け の もの に な りか ね な い 。
先 に 書 い た よ うに 、効 果 的 で 指 導 者 に とっ て も比 較 的 容 易 な 指 導 方
法 を考 え る こ とが 重 要 で あ り、 ま た 課 題 で あ る。
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第 3章 竿 の 奏 法 と 日唱 歌 に つ い て
第 1節 教 科 書 に載 つて い る筆 の奏 法
教 科 書 に 取 り上 げ られ て い る奏 法 の 中 に は 、 詳 し く演 奏 方 法 が 書 か
れ て い な い もの が あ る。 そ こで本 節 で は 、 教 科 書 に 取 り上 げ られ て い
る奏 法 が どの よ うな もの か を ま とめ る。
第 1項 事 と琴
まず 、教 科 書 で「竿 」と記述 され て い る楽器 につ い て で あ るが 、「琴 」
と混 同 され や す い の で、 そ の違 い につ い て簡 単 に述 べ てお く。
琴 と等 の一 番 の違 い は 、柱 (じ)があ るか な い か で あ る。琴 柱 (こと じ)
が な く、弦 を押 さえ る指 の ポ ジ シ ョンで音 を変 え る。 た とえば 、七 弦
琴や 大 正 琴 な どが これ に 当た る。一 方 、筆 (そう)は柱 を用 い て調 弦(=
チ ュー ニ ン グ)を行 う。
※柱 (じ)・ 。一 ～為 まで の弦 に用 い る柱 と巾の弦 に用 い る柱 (巾柱 :きん
じ)では若 干 形 に違 いが あ る。巾柱 以 外 の柱 は足 が二股 に分 かれ て お り、
タ ワー の よ うな形 を して い る。 頂 点 の溝 に弦 をひ つか けて用 い る。
第 2項 教 科 書 に 載 つ て い る奏 法
次 に教 育 芸 術 社 と教 育 出版 の教 科 書 で取 り上 げ られ て い る主 な奏 法
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につ いてま とめ る。
基本的な奏法 の他 、主 に取 り上 げ られてい る奏法の種類 は以下の通
りである。
①押 し手 ② 合せ爪 ③ か き爪 ④ ビ ッツィカー ト ⑤ ス クイ爪
⑥ 引き色 ⑦ グ リッサ ン ド ③ トレモ ロ
① 押 し手 :「お してJまた は 「お しで」
弱 押 し(よわお し)、 強 押 し(つよお し)、 後 押 し(あとお し)などが あ る。
どれ も、柱 の左 側 15c mほどを押 さえ る。
弱 押 し…弦 を弾 く前 に、弾 く弦 を押 さえて音 を半音 上 げ る。 縦 譜 で は
弦名 の左 に 「ヲ」 と表 記 され る。
強 押 し…弦 を弾 く前 に、 弾 く弦 を押 さえて音 を全 音 上 げ る。 縦 譜 で は
弦名 の左 に 「オ 」 と表 記 され る。
後 押 し…弦 を 弾 い た後 に 弦 を押 さえ 、余 韻 を 半 音 ま た は全 音 上 げ る。
縦 譜 で は 、弦名 の後 に 「ヲ」 また は 「オ 」 と表 記 され る。
② 合 せ 爪 :あわせ づ め
複 数 の弦 を同時 に弾 く。 親 指 と中指 を使 つて オ ク ター ヴの 関係 に あ
る2本の弦 を弾 くこ とが 多 い。 2本の弦 の間 隔 が狭 い場 合 は親 指 と人
差 し指 を使 うこ ともあ る。 また 、親 指 0人差 し指 0中指 の全 て を使 つ
て 3本の弦 を同時 に弾 い た り、左 手 も使 つて 3本以 上 の弦 を同時 に弾
い た りす る こ と もあ る。
③ かき爪 :かきづ め
か き手(かきで)と表記 され るこ ともあ る。 隣 り合 つた 2本の弦 を、
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手 前 に向 か つて 中指 で ほ とん ど同 時 に弾 く。 縦 譜 で 隣 り合 つた 2本の
弦名 の横 に使 用 す る指 の指 示 が特 に な い場 合 は 、合 わせ 爪 で は な くか
き爪 を用 い る。
④ ピ ッツ ィカー ト
爪 を使 わず に 、弦 を指 で は じい て 弾 く。 右 手 も しくは左 手 の爪 をつ
けて い な い指 を使 つて弦 をは じく。 縦 譜 で は 、例 えば行 の左側 に寄せ
て 弦名 が書 い て あ る場合 、左 手 の ピ ッツ ィカ ー トを用 い 、弦名 の右 側
に 4(薬指)の指 示 が あ る場 合 、右 手 の ビ ッツ ィカ ー トを用 い る。また 、
アル フ ァベ ッ トで 「pizzicato」と表 記 され て い る こ ともあ る。
⑤ ス クイ 爪 :すくいづ め
弦 の 下側 か ら、親 指 の爪 の 内側 を使 つて弦 をす く うよ うに弾 く。 曲
の速 さや 音 量 に よって手 の角度 を変 えた り人 差 し指 を添 えた りす る。
縦 譜 で は 「ス」 と表 記 され る。
⑥ 引 き色 :ひきい ろ
弦 を弾 い た後 、 そ の弦 の柱 のす ぐ左側 を左 手 の親 指 0人差 し指・ 中
指 でつ ま ん で柱 の方 に引 き寄せ る。 それ に よつ て柱 の右 側 の張力 を弱
め、余韻 の高 さを下 げて 変 化 をつ け る。
⑦ グ リッサ ン ド
グ リッサ ン ドに は 「引 き連 :ひきれ ん 」 と 「流 し爪 :なが しづ め」
が あ る。
引 き違 … 一 か ら巾 まで 向 こ う側 (一の側 )から手 前 (巾の側 )に向 か つ
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て 中指 で連続 して弾 く。
流 し爪 … 巾か ら一 ま で を手前 (巾の側)から向 こ う側 (一の側 )に向 か つ
て親 指 で連 続 して弾 く。
楽 譜 に指 示 が あ る場合 は 、弦 の途 中か ら始 めた り途 中で終 わ つ た り
す る場 合 もあ る。 縦 譜 で は 、始 ま りの弦名 か ら終 わ りの弦名 ま で を波
線 の よ うな記 号 で結 んで表 記 す る。
③ トレモ ロ
人 差 し指 で 1本の弦 を擦 る よ うに何度 も往 復 して 弾 く。親 指 を添 え、
手 首 をや わ らか く して、角爪 の場 合 は角 、丸 爪 の場 合 は先 を使 つて 弾
くよ うにす る。
以 上 が 教 科 書 に取 り上 げ られ て い た主 な奏 法 の説 明 で あ る。
この他 に も様 々 な奏 法 が あ るが 、今 回 は この 8種類 につ い て考 え る
こ と とす る。
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第 2節 争 に お け る 日唱 歌
本 節 で は 、争 にお け る 日唱 歌 が ど うい うもの か を ま とめ る。
な お 、本 節 で “唱 歌"と記 述 して あ る もの は歌 曲な どを表 す 唱 歌 (し
よ うか)では な く、 日唱 歌 (く ち しょ うが)また は唱 歌 (しょ うが )
を意 味す る。
第 1項 目唱 歌 の歴 史
まず 唱 歌 (しょ うが)とは 、一種 の ソル ミゼ ー シ ョンの こ とで あ る。
日本 以外 の国 で も唱 歌 に あた る もの は存在 して お り、そ の多 くは楽器
の練 習や 、旋 律 の暗 譜・ 伝 承 の際 に用 い られ る。 日本 の唱 歌 は雅 楽 、
尺 人 、三 味線 、 筆 な どの楽器 にそ れ ぞれ に存在 して い る。
筆 にお け る 日唱 歌 が最 初 に見 られ た のは 、寛 文 4年(1664)に刊 行
され た『 糸竹 初 心集 』 で あ る。 これ は筆 曲 の最 初 の楽譜 で あ り、三 味
線 の最初 の楽 譜 で もあ る。 つ ま り、 日三味線 (く ち じゃみ せ ん)が最
初 に見 られ るの も この楽 譜 なの で あ る。この楽 譜 で 見 られ る唱 歌 は「現
在 の うた い方 とか な り異 な つてお り、弦 の番 号 の間 に、テ ン とい う言
葉 が入 つて い る。 お そ ら く、五 テ ン三テ ンの ご とく唱 えた ので あ ろ う
か 」 5と考 え られ て い る。 ま た 、 この よ うに唱 えて い たた めに 13本あ
る筆 の弦 の 11弦を斗 、12弦を為 、13弦を 中 と して 、言 いや す く して
い た ので は な い か と も考 え られ て い る。
これ らの 日唱 歌 は も とも と雅 楽 に端 を発 す る。 雅 楽 で用 い られ て い
5木戸敏郎編『 日本音楽叢書 五 歌謡』1990年、p.47
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た 唱 歌 が等 や 二 味線 、尺 人 な どに も形 を変 えな が ら受 け継 がれ て ゆ き、
現 在 も使 用 され て い るの で あ る。
第 2項 筆 に お け る 口唱 歌
筆 の 日唱 歌 の なか には 、雅 楽や 三 味線 な ど と共通 す る部 分 と争 独 自
の ものが あ る。日唱 歌 はお お よそ 一 定 の法則 に沿 つて成 り立 ってい る。
主 に用 い られ るの は、 夕行 の チ ツテ ト、 ラ行 の ラ リル レロで あ る。
強 音 に 夕行 、弱 音 に ラ行 が用 い られ る こ とが 多 い。 また 、和 音 奏 法 に
は拗 音 、等 固有 の奏 法 に は それ の み の 固定 の唱 歌 、余 韻 の変化 に は ア
行 のイ ウエ が 用 い られ る。
具 体 的 に ま とめ る と、以 下 の よ うに な る。な お 、本 項 で は 教科 書
で扱 われ て い る奏 法 、『 六段 の調』で用 い られ て い る奏 法 の 日唱 歌 を 中
心 に取 り上 げ る こ と とす る。
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① 単音 で強 く弾 く場 合
「チ 」、「ツ」、「テ J、「 卜」で表 され る。音 が短 い場 合 は 「チ 」、「ツ」、
「テ」、「 卜」(譜1)だが 、長 い場 合 は 「チ ン」、「ツ ン」、「テ ン」、「 ト
ン」 と後 ろに 「ン」 をつ けて延 ぼす。 (譜2)
「チ 」、「ツ」、「テ 」は親 指 で用 い られ る。「 卜」は主 に人 差 し指 と中
指 、場合 に よ って親 指 に用 い られ る。 (譜 3、 4)
どの よ うな時 に ど う表 す か は、 音 の高低 や 前 後 のつ な が りに よつて
変化 す る。
② 単音 で弱 く弾 く場 合
「ラ」、「 り」、「ル 」、「レ」、「口」で表 され る。「カー ラ リン」や 「サ
ー ラ リン」、「コ ロ リン」 に もラ行 は用 い られ る。 音 が短 い場 合 と長 い
場 合 は 、強 く弾 く場 合 と同様 に 「ン」の有 無 で使 い分 け るが 、「ラ」が
「ラ ン」 にな る こ とはな い。 夕行 と同様 に 、 どの よ うな時 に ど う表 す
か は 、音 の高低 や 前後 の つ なが りに よって変 化 す る。
● 単音 で 弾 く場 合 の具体 例
・「 トン レン トン レン テ ン」、「カ ラカ ラテ ン」な ど… か け爪
音 の長 短 の違 い で 「ン」 の有 無 が分 かれ る。 それ ぞれ 第 2音と第
4音が 「レン」や 「ラ」 に な つて い る こ とか ら、 これ らの 音 が弱
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音 で あ る と分 か る。「カ ラカ ラテ ン」 の場 合 、「力」 が強 音 に あた
る。 (譜5)
「ル ン」、「チ リ」、「ツル 」、「テ レ」、「 トロ」 な ど… ス クイ 爪
「ル ン」 の場 合 、強 拍 に ス クイ が あ る。 そ の た め通 常 の ス クイ爪
と違 い、 い きな り弱 音 が くる こ とに な る。 した が つて 夕行 で は な
くラ行 を用 い 、長 い 音 で あ るので 「ン」 をつ け る。 (譜6)
か け爪 同様 、「ン」が無 い こ とで単 音 で あ り、第 1音が強 音 、第 2
音 が弱 音 で あ る と分 か る。 (譜7)
,じセス
|ン  |
③ 複 数 の弦 を同時 に弾 く場 合
「シ ャ」、「 リャ」、「チ ャ」 な どの拗 音 で表 され る。 単 音 の場 合 と同
じよ うに 、長 い音 の場 合 は後 ろ に「ン」をつ けて「シ ャ ン」、「 リャ ン」、
「チ ャ ン」 とな る。
● 複 数 の 弦 を 同 時 に 弾 く場 合 の 具 体 例
。「シ ャ」、「シ ャ ン」 。・・合 せ 爪 、 か け爪
「シ ャ ン」 は 合 せ 爪 とか け爪 の 両 方 に用 い る。
そ の た め 口唱 歌 だ け で は 判 別 が 困 難 で あ り、 注 意 が 必 要 で あ る。
(譜 8、 9)
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「シ ャ シ ャ  〈テ ン )」、「シ ャ ン
割 り爪 は 「シ ャ」や 「シ ャ ン」が
す る こ とが で き る。 (譜10)
シ ャ ン  (テン〉」・・割 り爪
2回続 くた め 、他 の 奏 法 と区別
「 リャ ン」 … 押 し合 せ な ど
押 し合 せ な ど、親 指 で 隣 り合 つ た
多 く用 い られ る。 (譜11)
2本の絃 を ほ ぼ 同 時 に弾 く と き に
④ 固 有 の 奏 法
。「コ ロ リン」 ・¨コ ロ リン
コ ロ リン とは 、3本の連 続 す る弦 を高 い 方 か ら付 点 の よ うな リズ
ム で 弾 く奏 法 で あ る。「カ ラ カ ラテ ン」 と同様 に 、「コ」 が 夕行 に
あ た る音 で あ り、 強 音 とな る。「ロ リン 」 は ラ行 な の で 弱 音 で あ
る こ とが わ か る。 通 常 長 い 音 に は 「ン」 をつ け て延 ぼす が 、 コ ロ
リンで は 「コ ン ロ リン」 とは な らな い 。 (譜13)
磁10
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「サ ー ラ リン」・・・裏連 (グリッサ ン ド)
トレモ ロを した後 、 中指 と人 差 し指 の爪 の裏 を使 つて 、 高 音 か ら
低 音 に向 か つ て流す よ うに弾 き、最 後 の 2音は親 指 で弾 く奏 法 で
あ る。コ ロ リン と同様 に 、最初 の音 は長 い音 だ が「サ ン ラ リン」
とは な らな い。「ラ リン」 は親 指 で 弾 く音 で あ るが 、 ラ行 で あ る
た め弱 音 で あ る とわ か る。(譜18)
「カ ー ラ リン」・・流 し爪 (グリ
「力 」 が 強 音 、最 後 の 「ラ
が わ か る。 (譜19)
饉19
「チ リチ リ… 」、「テ レテ レ… 」 ‥・トレモ ロな ど
単 音 で 弾 く トレモ ロは ス クイ 爪 の 連 続 の よ うな もの と と らえ 、
ス クイ 爪 と同 じ 日唱 歌 を用 い る。
ッサ ン ド)
リン」 が ラ行 の た め弱 音 で あ る こ
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⑤左手 を使 つた奏法
余韻 の変化 はア行 の 「イ」、「ウ」、「工」で表 され る。直前の 日唱歌
の母音に よつて、使 い分 けが な され る。例 えば、直前の 日唱歌が「チ」
であれば、余韻 の変化 を表す部分 は 「イ」 を用 いる」
通 常の押 し手は余韻の変化がないので、 これ には当てはま らない。
●左 手 を使 つた 奏 法 の具 体例
・「チ  〈一〉 ウ 〈ン )」、 ツ
「テ  (―〉 ウ  (ン〉」
〈一〉 ウ 〈ン )」、
… 引 き色 、後 押 し、突 き色 な ど
これ も第 1音が延 ばす 音 で あ らて も、後 ろ に「ン」はつ け な い。
余韻 の変 化 に あた る部 分 が長 い音 (長い拍)であ る場 合 は 、後 ろ
に 「ン」 をつ け る。 (譜22、 23、24)
※譜 例 1～11、 13、18～19、22～24は
安 藤 政 輝 著『 生 田流 の竿 曲』1986年、 p。199より引用
以 上 の よ うに 、筆 の 回唱 歌 に は 一定 の法 則 が あ り、それ に沿 つて用
い られ る。 しか し、完全 に統 一 され て い る もの な の か とい うとそ うで
は な い。 流 派 や 使 用 者 に よつて少 しず つ違 う部 分 が あ る。 これ まで に
述 べ た伝 統 的 な 口唱 歌で は な く、「タ タ タ ン」な ど簡 略化 した よ うな も
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の を使 用 す る場 合 もあ る。
授 業 で用 い る場 合 は全 体 で 日唱 歌 を統 一 す る こ とが重 要 で あ る。 し
か し使 用 す る場 面や 目的 に応 じて 、弦名 を用 い た弦 名 唱や 簡 略 化 した
日唱 歌 を用 い る こ とも考 え られ る。
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第 3節 伝 統 音 楽 の学 習 にお け る事 と 口唱 歌 の 有 効 性
本 節 で は 、 中学校 音楽 科 にお け る筆 の有効 性 と 日唱 歌 の有効 性 につ
い て 、 ア ンケー ト調 査 の結 果 等 を も とに ま とめ る。
第 1項 筆 の 有 効 性
ま ず 、 日唱 歌 の 前 に等 の 有 効 性 に つ い て ま とめ た い。
以 下 の表 は 、 教 科 書 で 主 に取 り上 げ られ て い る和 楽 器 が 、 そ れ ぞ れ
どの よ うな 点 に お い て効 果 や 課 題 が あ るか を ま とめ た も の で あ る。
○環 境整 備
環 境 整 備 とは 、楽器 の購 入 や 管理 、 そ の他 授 業 を行 うまで の段 階 に
つ い て で あ る。
等 三味線 炉ミノヽ 和太鼓 篠笛
費用 1 1 2 2
管理 3 1 3 1
準備 1 1 3 3
必要数 2 1 3 1
備品 1 1 3 2 3
合計点 8 5 10 10 10
上 記 の 表 に お け る項 目の 内容 と評 価 は 、 以 下 の 通 りで あ る。
・ 費 用 … 本 体 購 入 価 格 及 び維 持 費 が 高 い (1点)か低 い (3点)か
竿 や 和 太 鼓 は 、一 般 用 は も ち ろん 教 材 用 で も数 万 円 台 の もの が 多 く、
安 価 とは 言 え な い。 三 味 線 も同様 に購 入 価 格 が 高 い うえ に 、 とて も繊
細 な 楽 器 で維 持 費 が か か る。 尺 人 や 篠 笛 は 一 般 用 で は数 万 円 の もの が
多 い が 、 素 材 は 竹 で あ り楽 器 本 来 の 味 わ い を感 じる こ とが で き る。 教
材 用 は数 千 円 で 購 入 可能 で あ るが 、 プ ラ ス チ ッ ク製 な どが 多 く、 楽 器
本 来 の 味 わ い を感 じる こ とは難 しい と考 え る。
・ 準 備 … そ の 楽 器 を初 め て 演 奏 す る ま で の 準 備 量 が 多 い (1点)か少
な い (3点)か
等 や 二 味 線 は 最 初 に調 弦 (チュー ニ ン グ)必要 で あ り、 これ に は 音
の 高 低 を判 断 す る能 力 な どの 技 術 を要 す る。 そ の た め誰 で も簡 単 に 準
備 をす る こ とは で き な い 。 しか し一 度 調 弦 した 後 は柱 や 駒 をそ の ま ま
に して お け ば 2回日以 降 は準 備 が 比 較 的 簡 単 に な る。 和 太 鼓 は 楽 器 自
体 が 大 き く、 重 た い た め 持 ち運 び が 大 変 で あ る。 尺 人 や 篠 笛 は楽 器 は
小 さ く、本 体 が あれ ば演 奏 可 能 で あ るた め準 備 は容 易 で あ る。
・ 必 要 数 … 円 滑 に授 業 を行 うた め に 必 要 な 最 低 限 の 数 が 多 い (1点)
か 少 な い (3点)か
竿 や 和 太 鼓 は 1つの 楽 器 で 複 数 人 を消 化 す る こ とが 可 能 で あ る。 例
え ば 等 は 爪 をつ け て 演 奏 す る生 徒 と押 さ え等 左 手 の 奏 法 を担 当す る生
徒 で 分 担 して授 業 を した 実 践 例 が あ る。 三 味線 、尺 人 、篠 笛 は 1つの
楽 器 で 1人しか 演 奏 で きず 、 あ る程 度 の 数 が 必 要 とな る。 尺 人 や 篠 笛
は 安 価 な もの を使 用 す れ ば 費 用 は 押 さえ られ るが 、 三 味 線 は 高 価 な た
め数 をそ ろ え る こ とは難 しい 。
・ 備 品 …演 奏 す るた め に 必 要 な備 品 が 多 い (1点)か少 な い (3点)
か
等 は 柱 、 爪 、 枕 も し くは 立 奏 台 な ど必 要 な もの が 多 い。 と くに爪 は
様 々 な サ イ ズ を用 意 す る の は 大 変 だ 。 三 味 線 も駒 、 撥 、 膝 ゴム 、 ゆ び
す りな ど必 要 な もの が多 い。 太 鼓 は台 が必 要 に な る場 合 は それ も高価
で あ るた め、購 入す るの が大 変 で あ る。
○演 奏
次 に 、演 奏 の 面 につ い て考 えた い。
等 三味線 炉ミノヽ 和太鼓 篠笛
発音 3 3 3 1
奏法 2 1 3 1
旋偉 3 3 3 1 3
和声 3 2 1 1
音色 3 3 3 2 3
合計点 14 12 9 10 9
上 記 の表 にお け る項 目の 内 容 と評 価 は 、 以 下 の 通 りで あ る。
・ 発 音 … 楽 器 の 音 を 出す こ とが難 しい (1点)か
か
等 と二 味 線 は 調 弦 が で きれ ば後 は 弾 くだ け で発
あ る。 和 太 鼓 も 同様 に 、 叩 くだ け で 音 が 出 る。 尺
息 の 入 れ 方 な ど様 々 な こ とに気 を使 わね ば な らず
しい。 そ の た め 音 を 出す ま で に時 間 が か か り過 ぎ
が 懸 念 され る。
容易 で あ る (3点)
音す る こ とが 可能 で
人や 篠 笛 は 日の形 や
、音 を出す こ とが難
て しま うとい うこ と
奏 法 … 演 奏 の 方 法 や 正 しい 音 程 の 出 し方 が難 しい (1点)か容 易 で
あ る (3点)か
筆 は 正 し く調 弦 が で き て い れ ば 、 弾 くだ け で 正 しい 音 を 出 す こ とが
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で き る。 しか し押 さ えな ど左 手 の 奏 法 や 独 特 の 奏 法 が入 つ て く る と、
演 奏 す る こ とが 難 し くな る。 三 味 線 は調 弦 を して 弾 け ば 音 は 出 るが 、
勘 所 (かん ど こ ろ :各音 を 出 す た め に押 さえ る位 置)を自分 で 見 つ け
な けれ ば な らな い た め 、 正 しい音 を 出す こ とが難 しい。 機 (ばち)で
弾 く位 置 、左 手 の使 い方 な ど気 に しな けれ ば な らな い 点 も多 く、 演 奏
に は 苦 労 を要 す る。 尺 人 や 篠 笛 は まず 音 を 出 す こ とが難 しい。 ま た 同
じ運 指 で 複 数 の 音 を 出す な ど、 正 しい 音 を 出 す こ と も難 しい。
・ 旋 律 … そ の 楽 器 単 独 で 旋 律 を奏 で る こ とが で き な い (1点)かで き
る (3点)か
筆 、 三 味 線 、 尺 人 、篠 笛 は旋 律 楽 器 で あ る。 しか し和 太 鼓 は リズ ム
楽 器 で あ るた め 、旋 律 を演 奏 す る こ とは で き な い。 迫 力 を感 じる こ と
は で きて も、 日本 音 楽 の 美 し さを感 じる こ とは難 しい と考 え る。
・ 和 声 … そ の 楽 器 単 独 で 和 音 を奏 で る こ とが で き な い (1点)かで き
る (3点)か
等 や 二 味 線 は 和 音 を演 奏 す る こ とが 可 能 で あ る。 三 味 線 の 場 合 は 筆
と違 つ て 、連 続 した 弦 で しか 和 音 を演 奏 す る こ とが で きず 、 ま た 同 時
に 鳴 らす こ とが で き な い 。
・ 音 色 … 日本 音 楽 独 特 の 音 色 を表 現 す る こ とが で き な い (1点)かで
き る (3点)か
日本 音 楽 独 特 の音 色 とは 、余 韻 の 変 化 や 曝 音 の こ とで あ る。 筆 は 引
き色 や す り爪 な どの 奏 法 が あ る。 三 味線 はす り上 げや す り下 げ 、 サ ワ
リな どが あ る。 尺 人 は メ リや カ リ、 ム ラ息 な どが あ る。 篠 笛 は メ リや
カ リ、 打 ち指 な どの 奏 法 が あ る。 和 太 鼓 に は他 の 楽 器 に は な い迫 力 が
あ り、 西 洋 の 打 楽 器 とは 打 ち方 な どが 異 な るた め 、 日本 音 楽 ら し さ を
感 じる こ とが 可 能 で あ る。
環 境 整備 と演 奏 の点数 を合 計す る と、等 22点、和 太 鼓 と篠 笛 20点、
尺 八 19点、 三 味線 16点とな る。
争 は費用 や 準備 とい つた 面 で課題 が残 るが 、 買 つて しま えば長 く使
うこ とが で き る。菅 生 (2009)は筆 につ いて 「購 入 単価 の安 い短 等 を
1面で も多 く と考 え るよ り、フル サ イ ズの筆 の購 入 の方 が望 ま しい」6
と述 べ て い る。 これ は他 の楽器 に も当て は ま る事 だ と考 え る。 尺 人 や
篠 笛 は安価 で大 量購 入 が 可能 で あ り、教 育現 場 で あれ ば竹 製 との音 色
の違 い も さほ ど気 に な らな い だ ろ う。 しか し本 物 の楽器 とは質感 や 使
い 込 む こ とに よ る変 化 な どが違 うの で は な い だ ろ うか。 同 じよ うに数
万 円の物 を購 入 す るので あれ ば、 必要数 が少 な い楽器 の方 が 良 い と考
え る。
演 奏 面 にお い て は筆 と和 太 鼓 が よ り有 効 で あ る とい う結果 とな つた。
そ の 中で も、争 の方 が旋 律 楽器 で あ り様 々 な音 色 を表 現 す る こ とが 可
能 で あ る こ とにお い ては和 太 鼓 よ り有効 で あ る と考 え る。 また 、和 太
鼓 だ けの合 奏 曲 を筆 だ けの合 奏 曲 を演 奏 また は鑑 賞 す る際 に も、筆 の
方 が 曲 ご との違 い を感 じ取 りやす い と考 え る。
以 上 の よ うな点 か ら、授 業 で扱 う楽器 と して争 が特 に有 効 で あ る
と考 え る。
6菅生千穂『 小中学校音楽の授業における等の可能性』2009年、群馬大学教育
実践研究  別帰J  第 26号、 p.59
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第 2項 目唱 歌 の 有 効 性
本項では筆 を使 つた学習 にのみ焦点 を当てて考 える。
日唱歌が音楽科 の授業 において有効である と考 える点は、主に以下
の 3点である。
① 読譜
② グループ学習
③伝 統的 な伝 承方法の学習
① 読 譜
教 員 ア ンケ ー トや 院 生 ア ンケ ー トの結 果 か ら もわ か る よ うに 、 等 の
学 習 に は伝 統 的 な楽 譜 で あ る縦 譜 を用 い る の が 良 い 。 しか し同 じ く院
生 ア ンケ ー トの 結 果 か ら、 初 心 者 に は 読 譜 が 困難 で あ る とい うこ とが
わ か つ て い る。 そ こで 日唱 歌 を用 い る こ とで 、 読 譜 の負 担 を減 らす こ
とが で き るの で は な い か と考 え る。
ま ず 縦 譜 で は 音 高 を判 断 す る こ とが難 しい が 、 日唱 歌 を唱 え る こ と
で 音 高 を判 断 し、旋 律 を理 解 しや す くな る。あ る程 度 熟 練 した 者 な ら、
調 弦 が わ か つ て い れ ばお お よそ の 旋 律 をイ メ ー ジす る こ とが で き る。
しか し初 心 者 は 弦 名 が漢 数 字 で 記 され て い る縦 譜 か ら、 音 高 を判 断 す
る こ とは難 しい 。 院 生 ア ンケ ー トの 回 答 で も、「縦 に読 む 」「 ドレ ミが
わ か らな い 」 とい う とこ ろ に難 し さを感 じる とい う回 答 が 見 られ た 。
そ こで 、 日唱 歌 を用 い て 旋 律 を 目ず さむ こ とに よ つ て 、 楽 譜 だ け に
頼 らず 曲 の 練 習 をす る こ とが 可 能 に な る の で は な い か と考 え られ る。
演 奏 す る こ とが で き な くて も耳 で 旋 律 を覚 え る こ とが で き るか らで あ
る。院 生 ア ンケ ー トの 日唱 歌 を用 い て 学 習 した 際 の感 想 に 、「 どん な 音
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で 弾 くのかイ メー ジで きた」「弾 く ときの参 考 に な つた」とい う回答 が
見 られ る。 また 教員 ア ンケー トで も生徒 が興 味 を持 つて い た 、 日唱 歌
を使 うこ とが で きた とい う記述 が あ つた。 これ らの こ とか らも、 日唱
歌 が縦 譜 の問題 点 を補 うこ とが で き る と考 え られ る。
② グル ー プ学 習
学 級 の生 徒 全 員 分 の筆 を用意 で き る場 合 は少 ない だ ろ う。 複数 人 で
1面の等 を使 用 す る こ とに な るはず で あ る。 教 員 用 ア ンケー トに は 弾
い て い な い生徒 が私 語 をす る とい うよ うな記 述 が見 られ た。 つ ま り、
演 奏 して い る生 徒 以 外 の生 徒 が学 習 に集 中す るた め には 工夫 が必 要 な
の で あ る。
本 論 文 で作 成 した指導 案 で は、 グル ー プ 内 の演 奏者 以外 の生徒 は 日
唱 歌 を唱 え る よ うに した。 そ うす る こ とで 、授 業 に参加 して い る とい
う意 識 を持 つ こ とが で き る と考 えた か らで あ る。 この時 間 で 日唱 歌 の
練 習 もで き るた め、 日唱 歌 の練 習 をす るだ けの 過程 に割 く時 間 を減 ら
す こ とも可能 で あ る。
③ 伝 統 的 な伝 承 方 法 の学 習
口唱 歌 は 日本 の音 楽 の伝 承方 法 と して 、昔 か ら使 われ て きた。 雅 楽
の場 合 は唱 歌 (しょ うが)だけ を練 習 し、 それ か ら楽器 の練 習 を行 う
な ど、唱 歌 は とて も重要 な もの な の で あ る。 しか し教員 ア ンケー トで
は 、 日唱 歌 は授 業 の 中で 説 明 をす るに と どま る とい うよ うな回答 が 多
か った。 しか し 口唱 歌 につ い て学 ぶ こ とは 、 日本 の音楽 が どの よ うに
して伝 え られ て きた のか を学 ぶ こ とに もな るの だ。 教員 ア ンケー トで
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は「口唱 歌 は授 業 の 中で説 明 を した」程 度 の扱 い が多 か つた。しか し、
説 明 をす るだ けで は な く、実 際 に使 つてみ る こ とが必 要 で あ る と考 え
る。そ して実 際 に使 うこ とで 、日本 の音楽 につ い て学 ぶ だ けで は な く、
日本 の音 楽 を学 ぶ 方 法 につ い て も学 ぶ こ とが で き るので あ る。
主 に以 上 の 3点につ い て、 日唱 歌 は有効 で あ る と考 え る。
しか しや は り課題 も残 る。指 導者 の技 術 不 足 、環 境 整 備 の面 で あ る。
そ の よ うな点 を補 い 、効 果 的 に 日唱 歌 を用 い る こ とので き る指 導案 を
考 えたい。
84
第 4章 口唱 歌 を用 い た 事 の 指 導 案 の作 成
第 1節 教 材 に つ い て
『 六段 の調』 は人橋検校 によつて作曲 され た と伝 え られ てい る。段
物 (だん もの)または調物 (しらべ もの)と呼ばれ る竿 曲の中の 1曲
であ る。等の師範 の免状 を取 るための試験 曲に も用い られ ることがあ
るほ ど、筆 曲の中で も代表的な曲の一つである。
今 回、器 楽で扱 う教材 として取 り上げるにあた り、『 六段の調』が有
効 である と考 える要因は、主に、
①歴 史、②調弦、③楽曲構成、④奏法、⑤ 日唱歌
とい うよ うな 5つの点であ る。
第 1項 歴 史
まず『 六段 の調』の作 曲者 は現代 に伝 わ る筆曲の大元を築いた人物
である。例 えば、『 六段 の調』に も用い られてい る平調子は、等 曲の調
弦の基本的な調弦であ り、人橋検校 が考案 したのだ。つま り『 六段 の
調』 を学習す ることは、 どの よ うな流れで現代 の写 曲が成 立 していっ
たのかを学習す ることに もつなが るのである。
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第 2項 調 弦
先 に も述べた よ うに、『 六段 の調』 は等の調弦 の中で最 も基本的な、
平調子で作 られ てい る。器楽の教材 として多用 され てい る『 さくらさ
くら』の調弦 も平調子で ある。『 さくらさくら』が多 く取 り上げ られ て
い る とい うこ とは、教員 もしくは生徒が平調子 に調弦 をす ることが可
能 であるとい うことだ。基音 を ミ (E、ホ)で取れ ば、 シャープや フ
ラ ッ トをつ けず に全ての音 を表記す ることがで き、生徒が調弦す る際
の負担が少 ない とい う利 点 もある。 日本 の音階 の基本的な音の並び方
を してお り、わが国の伝 統音楽の よさを味わ うことがで きる。
第 3項 楽 曲構 成
曲全 体 を通 して徐 々 にテ ンポが速 くな つて い く構 成 とな つて い る。
これ は序 破 急 (じょは き ゅ う)とい う、伝 統 音 楽 に用 い られ る手 法 で
あ り、学 習指 導 要領 の共 通 事 項 に取 り上 げ られ て い る。 また 、短 い フ
レー ズが い くつ もつ なが つて い く よ うな流 れ に な つてい るた め、少 し
ず つ 学 習 を進 めて い くの に都 合 が 良 い。 実 際 に 曲 を演 奏 す る こ とで 、
鑑 賞 で行 つた学 習 を深 め る こ とが で き る と考 え る。
第 4項 奏 法
例えば『 さくらさくら』では基本的な奏法の学習は可能であるが、
独 特 の奏 法 の学 習 は難 しい。 しか し、『 六段 の調 』には筆 独 特 の奏法 が
数 多 く用 い られ て い る。 そ の た め 、 中学校 音 楽 科 の教科 書 に記 載 され
て い る奏 法 を、初 段 の 冒頭 5小節 だ けで も体 験 す る こ とが で き る。 ま
た 、 日本 音 楽 特 有 の微 小 な音程 を体 験す る こ とも可 能 で あ る。
第 5項 口唱 歌
『 六段 の調 』 は昔 か ら伝 承 され て きた 曲で あ り、全 曲 を通 して 口唱
歌 が伝 え られ て い る。流 派や 楽譜 に よつて 日唱 歌 は少 しず つ違 つて い
るが 、特 定 の楽 譜 を選ぶ こ とで そ の 点 の問題 は解 消 され る。 日唱 歌 は
現在 で も、師 匠 か ら弟 子 へ の 曲の伝 承 に用 い られ て い る、伝 承方 法 で
あ る。練 習 の よ り効 果 的 な方 法 と して も有効 で あ るだ けで は な く、我
が 国 の伝 統 に触 れ る こ とが 可能 な の で あ る。
以 上 の こ とか ら、『 六段 の調 』 を教材 と して用 い る こ とで 、
0日本 音 楽 特 有 の音階 に触 れ る こ と
・ 基 本 的 な奏 法 の他 、筆 特 有 の奏 法 を体 験 す る こ と
・ 伝 統 音 楽 の特 徴 で あ る余 韻 の変 化 や微 小 な音 程 を体験 す る こ と
・ 我 が国 の伝 統 的 な伝 承方 法 を体 験 す る こ と
が 可能 で あ る と考 え る。
新 学 習 指 導 要領 解 説 には 、「生 徒 が実 際 に演 奏 す る活動 を通 して 、
音 色 や 響 き、奏 法 の特徴 、表 現 力 の豊 か さや 繊 細 さな どを感 じ取 る こ
とは 、我 が 国や 郷 土 の伝 統 音楽 の よ さを味 わ うこ とにつ なが つて い く
と考 え られ る」7と述 べ られ て い る。鑑 賞 の学 習 で 用 い た教材 を表 現 活
動 で学 習す る こ とに よつて 、 さ らに学 び を深 め る こ とが で き るはず で
あ る。
7教育芸術社『 中学校学習指導要領解説 音楽編』2008年、p.62
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第 2節 『 六段 の調』 の奏 法 と 口唱歌
本節 では、教材 で ある『 六段の調』の初段 、1～5小節 日の奏法 と口唱
歌 についてま とめ る。
第 1項 『 六段の調』の楽譜
人橋検校作曲『 六段の調』初段 (邦楽社、2013年)
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第 2項 奏 法 と 口唱 歌 の 対 応
本 項 で は 、全 て の奏法 の 日唱 歌 につ い て解 説 す る と ともに、基本 的
な弾 き方 以外 の特殊 な奏 法 につ い て のみ解 説 を加 え る。
○初 段 1小節 目
<奏法 >
「 ヒJ…引 き色 (ひきい ろ )
弦 を弾 い た後 、 そ の弦 の柱 のす ぐ左 側 を左 手 の親 指・
人 差 し指・ 中指 でつ まん で柱 の方 に 引 き寄せ る。
それ に ようて柱 の右 側 の聴 力 を弱 め、余 韻 の高 さを
下 げて変化 をつ け る。
「一 二 」・。か き爪 (かきづ め )
か き手(かきで)と表記 され る こ ともあ る。 隣 り合 った 2本の弦 を、
手 前 に向 か つて 中指 で ほ とん ど同 時 に弾 く。 縦 譜 で 隣 り合 つた 2本の
弦名 の横 に使 用 す る指 の指 示 が特 に ない場合 は 、合 わせ 爪 で は な くか
き爪 を用 い る。
<日唱 歌> 「テ ー ン トン シ ャ ン」
第 1音の五 の音 は親 指 で弾 く長 い音 で あ り、強 音 で もあ る。 そ の た
め 、 日唱 歌 は 「テ ン」 とな り、 さ らに 2拍分 な ので 、 そ の 間 は延 ば し
て 「テー ン」 とな る。 引 き色 の ところは 、で きれ ば余 韻 の変化 に合
わせ て 口唱 歌 の 音程 も変 化 させ る。 弦 を引 き寄せ て音 程 が 下 が つた ら
声 の音程 も下 げ 、弦 を離 して音程 が戻 つた ら声 の音程 も戻 す よ うにす
??
?
?
トニ
ン
?
?
?
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る。
第 2音の 三 は親 指 で 弾 くが 、「テ ンJの後 ろ には 「 トン」 が くる こ
とが 多 く、 この場 合 もそれ に 当て は ま る。
か き爪 の 日唱 歌 は 「シャ ン」 な の で それ を用 い る。
○初 段  2/J節ヽ 目・ 3/J節ヽ 目
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<奏法 >
「三 四 ゝJ…割 り爪
か き爪 と同 じこ とを、人 差 し指 →中指 の順 番 で 2度弾 く。
「七 ォ」・。後 押 し
弦 を弾 い た後 にそ の弦 を押 さえ、余韻 を半音 ま た は全 音
上 げ る。 この場 合 は 「オ 」 と表 記 され て い るの で 、全 音
上 げ る。
「人 七六 」、「五 四三 」 。¨ コ ロ リ ン
小 さ く表 記 され た 弦 を付 点 の リズ ム の よ うに演 奏 す る。
「一 二 」 "。か き爪
<日唱 歌 > 「 シ ャ シ ャ コ ー ロ リ チ  トン テ ン  トン
シ ャ ン 」
割 り爪 は大抵 、「三 四 ゝ 人Jのよ うに用 い られ る こ とが 多 く
「シ ャ シ ャ テ ン」とい う口唱 歌 が 当て は ま る。「シ ャ シ ャ」と
唱 え る時 の音 程 は 、2つあ る音 の低 い方 の音 程 で唱 え る (この場 合 は
二 の音 )。 人 は親 指 で弾 く音 で長 い 音 なの で 、「テ ン」 とな つて い る。
しか しこの場 合 は、後 ろの 人 が 「人 十六 七 」 で 「コー ロ リン」 で あ
る。そ のた め、「三 四 ゝ」は 「シ ャ シ ャ」 とい う日唱 歌 に な り、人
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は 「テ ン」で は な くコロ リンの始 ま りの音 と して 、「コ」 と唱 え る。 コ
ロ リンの最後 の音 で あ る七 は短 い 音 なの で 、後 ろ に「ン」はつ けな い。
「コー ロ リン」と唱 える リズ ムは 、小 さ く表記 され た 弦名 ところに「口」
を入 れ て唱 え る よ うにす る。
「七 ォ」 の 七 の 日唱 歌 は 「チ」 で あ る。 後 押 しの部 分 は 、左 手 を使
つた奏法 の 日唱 歌 の うち 「チ」 の母 音 で あ る 「イ 」 を用 い て 、 引 き色
と同 じく、余 韻 の変化 に合 わせ て 日唱 歌 の音 程 も変化 させ る。
3小節 目の第 1音、一 は 1拍目に あ り、 この音 は フ レー ズの収 ま り
の音 で あ る と考 え られ るた め、強 音 と して 夕行 の 日唱 歌 を用 い る。 ま
た長 い音 で あ るので 「 トンJとな る。
第 2音～ 第 4音は 1小節 日と同 じよ うに 、「テ ン トン シ ャ ン J
と当て は め る。
○初 段 4小節 目 05小節 目
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<奏法>
「 ヒ」 … 引 き色
「人 七六 」、「五 四三 」・・コロ リン
「七 ォ」・・・後 押 し
「一 二 」・・か き爪
<口唱 歌> 「チ ン テ ツ コー ロ リ チ  トン
テ ン トン シ ャ ン J
4小節 目の第 1音の 九 は強 音 な ので 夕行 の 日唱 歌 を用 い
る。 この場 合 、 高音 で あ るた め軽 い 印 象 の 「チ 」 を用 い
る と考 え られ る。1拍な ので 「チ ン」 にな る。
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「チ 」 の後 に は 「テ」 が くる こ とが 多 く、第 2音は これ に あた る。
さ らに、「テ 」 と 「ツ」 も同 じよ うに一 緒 に
用 い られ る こ とが多 い の で 、それ に あた る と考 え られ る。
4小節 目 2拍目か ら 5小節 目の最 後 まで は 、2小節 目の 2拍目か ら 3
小 節 目の最 後 ま で と全 く同 じで あ るので 、同 じ法則 に沿 つて 日唱 歌 を
唱 え る。
わ ず か 5小節 で あ るが 、様 々 な 奏 法 が 登 場 して い る。
何 も な い と こ ろか ら 口唱 歌 を 当 て は め る に は 、経 験 を積 ん で 日唱 歌
を 当 て は め る感 覚 を身 に つ け な けれ ば な らな い 。
しか しす で に 日唱 歌 が 記 載 され て い る楽 譜 を用 いれ ば 、 一 般 的 に 正
しい と言 われ る よ うな 日唱 歌 に よ る学 習 が 可 能 で あ る。
そ こで 単 純 に 日唱 歌 を唱 え る の で は な く、 どの よ うな法 則 が あ る の
か とい うこ と を指 導 者 が 学 習 し、 理 解 した 上 で 、 生 徒 に指 導 す る こ と
で 学 習 を深 め る こ とが で き るはず で あ る。
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第 3節 学 習指 導案 の作 成
本 節 で は 2章の ア ンケー ト結 果 な どを も とに考案 した指 導案 や ワー
ク シー トにつ い て ま とめ る。
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第 1項 学 習 計 画
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字口活● 教
“
の●きかけ
Or六段の口」を任賞する。
・作曲者や作られた時代について
学習する。
O口唱欧について学習する。
・口嘔欧について理解する。
O自分たちが濱奏する部分の奏法と
口嗜欧について字習する。
・口IE歌をイメージしながら聰く。
作由者や時代青景など、第2学年で
学習したことを崚り返る。
口唱歌は、どのような奏法でどのよ
うな口嘔欧を用いるか、熙らし合わ
せて餞明する。
必要に応して、実際に楽薔を■きな
がら畿明する。
口唱歌をイメージしながら●
“
する
ことで、次時へのな歌を持たせる。
Or六晨の口J(初晨より抜静)
を演奏する。
・ 3人一盤で、年の準●をして、
年の演奏をする。
・演奏していない間は、口唱歌を
唱える。
・演奏する時には楽
"を
見ないよ
う:こする。
楽■の極い方など、注意点を磁現す
る。
各グループに欧の得きな生徒を入れ
るようにすることで、口嗜歌をより
効果的に用いることができるように
する。
必要に応じて前で槙籠演奏をして、
日と耳でわかりやすいようにする。
演奏しているイメージを持って、ロ
「E歌を曖うように声をかけること
で、演奏への抵抗を減らすようにす
る。
0『六段の日Jを演奏する。
・前時の■習をする.
・歯時と同じようにグループで線
口する。
Or六段の口Jを量賞する。
・最初に■いた時との印彙の変化
などについて考える。
。前日の部分ができるようになつたグ
ループには、次の部分の●Hを与え
る。
・グループごとに弾いたり、全員で弾
いたりして、それぞれの音色などに
ついて考える機会をつくる。
学 習 計 画
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今 回 作 成 した指 導案 は 、全 3時間構 成 と した。 教 員 ア ンケ ー トの結
果 、和 楽器 に充 て る授 業 時数 の 平均 が約 3時間 で あ つた た め、 この よ
うな構 成 に した。
1時間 日で は生徒 は楽 器 を使 わず 、主 に楽 理 や 奏 法 につ いて の学 習
を行 う。 まず 1年生 で学 習 した『 六段 の調 』 につ い て の 内容 を振 り返
る こ とで 、『 六段 の調 』が どの よ うな もので あ っ たか を思 い 出す よ うに
す る。 これ が本 教材 全 体 の導 入 とな る。 そ の後 、新 しい事柄 と して 日
唱 歌 につ い て学 習す る。 学 部 生 ア ンケー トで は 日唱 歌 を知 らない とい
う学 生 が ほ とん どで あっ た。 そ こで 、 日唱 歌 が どの よ うに使 われ る も
の な のか を詳 しく説 明す る必要 が あ る と考 え られ る。 そ の 上 で 、具 体
的 に どの よ うな 日唱 歌が あ るのか を説 明す る よ うにす る。 この時 に教
師 が 実際 に等 を演 奏 して みせ る こ とがで きれ ば 、 わ か りや す く、 ま た
生 徒 が興 味 を持 つ の では な いだ ろ うか。
続 い て 2時間 目で はまず 、生徒 が楽器 を扱 うので楽器 の扱 い方 につ
い て説 明 をす る。 グル ー プ学 習 の グル ー プ分 け は ク ラス の班 毎 、 出席
番 号順 な ど様 々 な方 法 が 考 え られ る。 グル ー プ の人数 は楽器 の数 に よ
つて 変 更せ ざ る を得 ない。 しか し時 間配 分 とあ わせ て考 え る と、理 想
と して は 2～3人程 度 が 良 い。 次 に実際 に 口唱 歌 と奏 法 につ い て確 認
した後 、 日唱 歌 のみ練 習 をす る。 まず は 日唱 歌 に慣 れ る必 要 が あ るた
め で あ る。 それ か らグル ー プ ご とに実際 に等 の練 習 をす る。
3時間 日で は 2時間 目で学 習 した 内容 の仕 上 げ を 目指 す 。 グル ー プ
で の練 習 時 間 を多 く確保 す る こ とで 、生 徒 た ちが 自分 で取 り組 め る よ
うにす る。 そ の 中で 日唱 歌 の 面 白 さや 効果 に気 づ かせ る こ とが 可能 で
あ る と考 え るか らで あ る。演 奏 す る箇所 は 冒頭 の 5小節 で想 定 して い
るが 、そ の先 も同 じよ うな 日唱 歌 と奏 法 が繰 り返 し出て くる。 そ の た
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め 冒頭 の 5小節 が十 分演 奏 で き る よ うにな つた 生徒 には続 きの課題 を
与 えて も よい。 本 指 導案 は楽 曲が演 奏 で き る よ うに な る事 だ けが 目標
で は ない。 演 奏 で き るよ うに な るまで 、 も しくは演 奏す る とい う過 程
も重 要 な の で あ る。そ のた め 、6小節 日以 降 に取 り組 んだ場 合 で も、5
小 節 が演 奏 で き る よ うに な らなか つた場 合 で も、 それ だ けで評 価 に差
をつ け過 ぎ る こ との ない よ うに配 慮 す べ きで あ る と考 え る。
伝 統 的 な 音楽 、楽器 の学 習 で は そ の楽器 の た め の楽譜 を使 用 す るか 、
五線 譜 を使 用す るか とい う問題 が発 生す る。 そ の楽器 専 用 の楽 譜 を使
用 す る こ とは 、楽器 の音 に触 れ るだ けで は な く、 日本 の伝 統 に触 れ る
こ とに もつ なが る。 しか し伝 統 の楽 譜 とい うもの は生徒 に とつて馴 染
み が な く、読 譜 は負 担 に な る事 だ ろ う。
まず 五 線 譜 は 音 高 が判 断 で き る、馴染 み が あ るな どの点 で有効 で あ
る。 五線 譜 が読 め る生徒 に とつて は旋律 を理 解 す る、音 の長 さを判 断
す る こ とが容 易 で 、読譜 をス ムー ズ に進 め る こ とが で き るだ ろ う。
しか し筆 独 特 の奏 法や微 小 な音程 を五線 譜 で表 す と、 ど うして も機
械 的 にな つて しま う。例 えば 引 き色 は音 高 を下 げ る表 現 で あ るが 、五
線 譜 で は音 高 を下 げ る記 号 と言 え ば 、学校 で学 習す るの は フ ラ ッ トし
か な い。 これ で は微 小 な音程 を表 現 す る こ とは で きない。 この よ うな
問題 を考 え る と、や は り等 の た め に作 られ た楽 譜 の方 が読 みや す い の
で は ない だ ろ うか。 そ の た め 、本 指 導案 で は伝 統 的 な楽 譜 の 中で も、
生 田流 で 主 に用 い られ て い る縦譜 のみ を使 用 す る こ と とす る。
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第 2項 学 習 指 導 案 (2時間 日 )
鶴 報 織
1.申時の目標
・― に日嘔歌を用いて活動に取り組もうとする。
・口唱歌― して、奏法と一致させて用いることができる。
2.時
姉 指導上の留意点
グループごとに楽轟の準備をする
効
「六段の日Jの楽疇を見ながら演奏を聴
く (3分)
奏法麟自田する (5分)
演奏に合わせて口唱歌をする (5分)
グルーブに分かれて、mする(10分)
・グループの中で漬奏する人、楽■を
見て口唱歌をする人にわかれる。
本時のまとめ (5分)
リロ中列虔想と次時の凛題をまとめる.
楽器をかたづける (10分)
離が何を準●するかを決めておいて、― ― がない
よう:こする.
敏室に来た生徒から準備するように声をかける。
楽彗の機いに慣れるため、敏師は手伝わないようにするが、
全体に目歯配つておく.
楽口と口唱RO両方を見比べながら聴くように声をかける.
特に空日の部分がどのような奏法かを辞しく脱用する。
槙籠演奏をすることで、弾いた時のイメー ジを持たせる.
口嘔欧とあ
…
する。
口唱歌を唱えることで襲伸が覚えられるように、何度か操
り返L●●fる.
口嘔歌をしながら弾く真似ができそうな人は、手を動かす
ように声をかける。
グループごとに綱力斗韓 をする。
つまずきが多い部分は、生徒をいったん集めて、槙範演奏
を用いて全体で相導をする.
口嘔歌留鳴えながら餞口するように声をかける.
様子を見て、全体で―斉に弾く時口を作る。
できたところとできなかつたところを、それぞれ饉り返る
ように声をかける.
澳時もグループでの
'習
を行うことを饉用する.
まとめができたグループから楽薔をかたづけるように声を
力わける.
本 時 案
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研 究 授 業 で 扱 うの は 、全 3時間 の う
で 、2時間 目の み 本 時 案 を作 成 す る。
段 の 調 」 の 演 奏 で あ る。
ち の 2時間 目の み で あ る。 そ こ
2時間 目の 学 習 で の 活 動 は 、「六
1 グループ ご とに楽器 の準備 をす る (5分)
まず 演 奏 をす るた めに楽器 の準備 をす る。 グル ー プ は 1時間 目の段
階 で決 め てお き、 そ の グル ー プ ご とに準備 をす るよ うにす る。 準備 の
際 に は楽器 の扱 い方 につ い て 、側 につ い て指 導 を行 うよ うにす る。 一
般 的 な筆 は生徒 の身 長 よ り大 きい た め、怪 我 な どが ない よ う、特 に注
意 が必 要 で あ る。 教材 用 の筆 も含 め、楽器 とい うの はデ リケー トな も
の で あ り、慎 重 に扱 うべ き もので あ る とい うこ とを きちん と指 導す る。
楽器 の準備 をす る ところか ら、等 を弾 くた め の静 か な気 持 ちの準備 を
す る こ とに もつ なが るの で あ る。
2.『六段の調』の楽譜を見ながら演奏を聴く (3分)
ま ず 教 師 が 模 範 演 奏 を して 見 せ るか 、 音 源 を使 つ て 生 徒 に 「六 段 の
調 」 を聴 か せ る。 音 源 を使 用 す る場 合 で も、 映 像 が 望 ま しい。 この あ
と演 奏 をす る に あ た り、 どの よ うに演 奏 す る の か を実 際 に 見 せ る の が
良 い か らで あ る。 教 師 が 演 奏 す る場 合 、 技 術 的 に 曲全 部 を演 奏 す る こ
とが難 しい よ うで あれ ば 、課 題 とな る初 段 の 部 分 だ け で も良 い だ ろ う。
実 際 に演 奏 す る様 子 を見 せ る こ とが 重 要 で あ る と考 え る。
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3.奏法 を確 認 す る (5分)
日唱 歌 につ い て確 認 す る前 に、 まず 奏法 につ い て確 認 す る。 奏法 の
数 は多 くは な い。 教 師 が技 術 に 自信 が ない場 合 で も、初 段 の 5小節 に
出 て くる奏法 につ い ては 手 の形 や 演 奏 の コッな ど、詳 しく説 明す る こ
とが で き る よ うに練 習 して お く。 楽器 の数 が 多 く、 グル ー プ の人数 が
少 な い場 合 は生 徒 に も演 奏 させ る こ とで 、生 徒 が退 屈す る こ とな く授
業 に取 り組 む こ とが で き るの では な いだ ろ うか。
4.演奏 に合 わ せ て 日唱 歌 をす る (5分)
この時 は奏 法 な ど技術 面 を高 め る よ りも、「六段 の調 」の旋 律 を覚 え
る こ とを重視 す る。「六段 の調 」の どこで どの よ うな音 が 鳴 るのか を把
握 して お く こ とで 、 空欄 の あ る楽 譜 で も奏 法 と結 び つ け る
に な るの で は な い だ ろ うか 。 また 、 日唱 歌 に慣 れ る た め に
し練 習 す る こ とが 必 要 で あ る。
，」
?
とが 容 易
、繰 り返
5 グル ー プ に 分 か れ て 、 練 習 す る (10分)
グル ー プ学 習 の際 は机 間指 導 を行 い 、 さ らに細 か い指 導 を行 う。 目
の前 で正 しい 姿 勢 、構 え方 、手 の形 な どにつ い て の説 明 を行 う。 こ こ
で多 くの生 徒 が難 しい、 わか りに くい とい う箇所 を把握 し、様 子 を見
て全 体 で指 導 を行 うよ うにす る。演 奏 して い ない 間 は 日唱 歌 を唱 えて 、
演 奏者 をサ ポー トす るよ うに声 をか け る。
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6.本時 の ま とめ (5分)
第 3項に 資 料 と して掲 載 して い る ワー ク シー トを記 入 す る作 業 を行
う。 本 時 の振 り返 りお よび 、 次 時 に 向 け て の 課 題 に う い て ま とめ る。
今 回 は全 て 自 由記 述 の間 を設 定 した が 、 数 値 化 す る よ うな 問 を設 定 す
る の も良 い と考 え る。
7.楽器 をか た づ け る (10分)
ま とめ が で き た グル ー プ か らか た づ け を始 め る とい う設 定 の た め 、
時 間 を長 め に確 保 して い る。
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第 4項 ワ ー ク シ ー ト等
以 下 の 資 料 の うち 、配 布 プ リン ト (1)～(3)と楽 譜 (2種類 )
は研 究 授 業 で も使 用 す る。
口唱 歌 を使 つ て 「六 段 の日Jを演 奏 しよ う～ 初 段 ① ～
,1小鮨目
LI
① FヒJ…引き色 くひきいろ)
強 を弾いた後 、その強の機のす ぐ左側を左 手の
■構 。人差 し指 。中指でつ まんで性の方に引 き書せ る。
「五Jを弾いた時の 口嘔欧の まま伸ぼす。
oF一二」 ・¨かき爪 (かきづめ)
膊 り合 つた 2本の強 を、 手前 に向か って
中僣 で ほ とん ど同時 に弾 く。
口嘔 歌 は 「シ ャンJと唱 え る。
♪口唱歌のポイ ン ト
引き色の ところは、余麟の変化に合わせ て 口唱欧の 青程 も変化 させ る。強 を
引き寄せ て音程が 下がつた ら声の青程 も 下げ、弦を離 して青程が戻 つた ら声の
青程 も戻す よ うにす る.五の余餞が 2拍分構 くの で、その同声はのば してお く。
配 布 プ リ ン ト (1)
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口唱歌を使つて「六段の口」を演奏しよう～初段②～
♪2小節 目
〇  |
―  ||||
:爾¬
|
'メヽ  ■|
プ  セ
'ずヽ
ユ
'』L
卜 =
1■■・ |  口唱 歌 は 「 コー ロ リンJと唱 え る。
⑤ f七ォ」 ・¨後 押 し くォの 部分 )
弦 を弾 い た後 にそ の弦 を押 さえ 、 余韻 を全 音上 げ る。
口唱 歌 は 「七 」 を弾 いた時 の 「チJのま まで唱 える。
② 「一二」 ・¨か き爪
♪口唱 歌 の ポ イ ン ト
コー ロ リンは 、小 さ く表 記 され た弦名 と ころに 「口 J
「七 ォ」 の 日唱 歌 は 「チJであ る。 引 き色 と同 じく、
日唱 歌 の音 程 も変化 させ る。
3小節 目
③ 「三四 ゝ」…割 り爪
か き爪 と同 じことを、人差 し指 →中指の順番で2度弾 く。
日唱歌は 「シャ シャJと唱 える。
○ 「人 七六 」、「王 国三」 ・¨ゴ ロ リン
小 さ く表記 され た 音 をそ の後 ろの音 に くつつ けて 弾 く。 付 点 の
リズ ムの よ うに な る。
を入れ て唱 え る。
余 餞 の変化 に合 わせ て
配 布 プ リ ン ト (2)
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口嘔曖 セ僕 つて
,4小鮨 目05小鮨 目
『六晨の口Jむ演奏 しよう～初彙0～
0『八 七六J・¨ ヨロリン
(ォの部 分 )0「七ォJ…後押し
|°
「~二J…かき爪
/_F＼ヽ、、 _ _ 、1                 /
|すでに出てきた■法です !
|わからない
"は
、
|プリント0～0を口み通して
1みましょう♪
♪口嘔歌 の ポ イ ン ト
「ヒJは1小節 日と目 じよ うに、||き色 に合 わせ
て 口嘔歌 を嗜 える。
「八七六Jは2小鮨 日と同 じ、「コー ロ リンJで
ある.
「七ォJも2小饉 日と口 じく青色 の壼化 に合 わせ
て 口嘔歌 を■ える.
配 布 プ リ ン ト (2)
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『 六段の調』楽譜 (邦楽社、2013年)
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口嘔磯t使つて『六■0●』t腱書しよう①
菫  ■  ●・▲饉
0『六量の■1●ヽ九口彗を書いてくださし、
0口嘔歌 (くらしょうが)について、3つたことや嗜したことを■いてく
ださし、
④「六臓OHJを弾くとき、どんなことに気をつけて弾きますか?
O●(こと)など、日本の音楽についてどう思いますか?
ワー ク シー ト (1)
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口嘔歌を使つて「六段の日Jを演奏しよう②
年  組 _番 名前
③うまく演奏するためにどんことに気をつけましたか?
また、次回どんなことに気をつけて弾きますか?
①口唱歌を唱えてみてどうでしたか?
②「六段の日Jを弾いて、思つたことや感じたことを書いてください.
ワー ク シー ト (2)
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口嘔歌を使つて「六段の日Jを演奏しよう③
年  組  署 名前
①前回の授業と比べてうまくなつたところ、できるようになったところは
ありますか?
②他のグルー プの演奏を聴いたり、全体で演奏したりして感じたことや思
つたことを書いてくださし
Or六段の目」を最初に聰いた時と最後に聰いた時と、何か感じ方に違い
りましたか?
④「六段の日」の学習を通して感じたことや思つたことを書いてくださし、
ワー ク シー ト (3)
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第 5章 学 習 指 導 案 の 実 践 と検 証
第 1節 授 業 実 践 の方 法
本 節 で は 、第 4章で考 案 した指 導 案 を実践 す る方 法 につ い て ま とめ
る。
第 1項 研 究 授 業 の 目的
本 来 、本 指 導 案 は 中学 3先生 を対 象 に した もの で あ る。 しか し、実
施 時 期や 時 間 を考慮 し、本 学 の学 生 を対 象 に行 うこ と と した。
全 2回の研 究 授 業 を通 して 、今 回作成 した指 導 案 に どの よ うな効 果
が あ るか 、 どの よ うな課題 が あ るか を調 査 す る こ とを 目的 とす る。 ま
た 、振 り返 リア ンケー トな どの結 果 を も とに、指 導案 を よ り良い もの
とす る こ とを 目的 とす る、
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第 2項 研 究 授 業 の概 要
第 3項 被 験 者
授 業 は グル ー プ学 習 を主体 とす る。 3つの グル ー プ を用 意す るた め
に 、人数 は 6人以 上 が望 ま しい。 今 回 は 1回の授 業 につ き、 6人の被
験 者 を集 め る こ とが で きた。 全 2回で 、計 12人で あ る。
指 導 案 の 内容 上 、筆 の演 奏経 験 が全 くな い被 験者 ばか りで は 、最 初
111
の説 明 に時 間 を要 して しま うた め 、少 しは筆 の演 奏 経 験 が あ る とい う
学 生 を 中心 に被 験者 を集 め る こ と と した。 実 際 に協 力 を得 る こ とが で
きた被 験者 は 、今 まで に数 回経 験 が あ る とい う学 生 が ほ とん どで 、 1
年 か それ 以 上 、経 験 な し とい う学 生 が数名 で あ つ た。中学 生 の 中 に も、
これ まで に授 業 で体 験 した が忘れ て しま った 、 また は個 人 で等 を習 つ
て い る とい う生 徒 もい る とい うこ とを想 定す る と、 良い バ ラ ンスで集
め る こ とが で きた と考 え る。
第 4項 授 業 の 準 備
指 導 案 の 中 に は 、生徒 が 自分 で 準備 をす る時 間 を設 けて い る。 しか
し今 回 は授 業 の前 半 で説 明や 簡 単 な練 習 を行 う都 合 で 、筆者 が事 前 に
楽器 等 の準備 を行 つた。 準備 物 は
0筆 生 徒 用 …3面、指 導者 用 …1面
・ 譜 面 台 4個
・ 立 奏 台 (り つそ うだい :椅子 に座 って演奏 す る際 に等 の 下 に置 く台)4組
・ 椅 子 パ イ プ椅 子 …4脚、机 付 きパイ プ椅 子 …6脚
・ 撮 影 用 ビデ オ 、3脚    な ど
で あ る。
生 徒 が 使 用 す る筆 は全 部 で 3面で あ るが 、実 験 と して そ れ ぞ れ に 違
い をつ け た。 そ れ は 弦名 の 目印 で あ る。
等 A…七 に 日印 あ り
争 B…五 、 七 、 十 に 目印 あ り
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筆 c…全 て の弦 に 日印 あ り
目印 は ビニ ー ル テ ー プ に弦名 を書 いた もの を用 意 し、演 奏者 か ら見
て竜 角 の左 側 、該 当す る弦 の ほぼ真 下 につ けた。
椅 子 は普 通 のパ イ プ椅 子 を演 奏 者 用 と して 4脚用 意 した。そ の他 に、
テ ー ブル 付 きのパ イ プ椅 子 を被 験 者 の人数 分 の 6脚用意 した。研 究授
業 を行 つた教 室 に机 がな か つた た め 、授 業 の前 半で説 明 をす る時 と最
後 に ア ンケー トを記 入す る時 に使 用 した。 ま た研 究授 業 の最 中 も、 グ
ル ー プ の うち演 奏 してい な い被 験 者 は 、 そ の椅 子 に座 って も らつた。
筆 の調 弦 は 、授 業 が始 ま る前 に済 ませ てお く。 実際 に現 場 で行 う場
合 も、調 弦 は授 業 の前 に教 師 が してお くのが 良 い と考 え る。 生徒 に調
弦 を させ る事 は 、 日本 音 楽 の音 階 につ い て学 習 す る こ とが で き る とい
う点 にお い て学 習効 果 が得 られ るだ ろ う。 しか しチ ュー ナ ー を使 用 し
た と して も、生 徒 が調弦 をす る と時 間 が か か つて しま うこ とが予想 さ
れ る。演 奏 に時 間 をか け るた め に 、調 弦 は事 前 に教 師 が行 つてお く必
要 が あ る。 そ の た め 、研 究授 業 で も同様 に調 弦 済 み の筆 を用 意 した。
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第 5項 振 り返 リア ンケ ー ト
本 来 の指 導案 で は 、授 業 の終 わ りに ワー ク シー トを記 入 す る時 間 を
設 け る よ うに して い た。 しか し今 回 は研 究授 業 で あ るた め 、 ワー ク シ
ー トで は な く振 り返 リア ンケー トを作成 した。
「六段の調Jを用いた授業の
概り返リアンケート
このn― .ホ日■●し
「
_-30●●●について■壼すること0目的とするものです。
■口●は廃由に■名― たれるよう、●●G力■です。こ0■壼によつて■られた全て0●●は●
針的に儘■され.●40ための引=mさせてぃただo拿す0で●AO―●●されることはあり摯
せん。
目B力OEど、よろしくお●い中し上げます。
■●●青六争吹攀薔 ‐ ●●●究薔
●青肉●・
"■
●‐
文化●■轟●宙ヨー ス (青凛)
野ホニ人薔■■
●ホ 冑■
◆以下の基本n●セ=入し
てからアンケー トにお答えください
当てはまるものにOをしてください
性 別  ア.男性  イ.女性
年 ●  ア.10代 イ.20代 ウ.∞代
学 年  ア.学部 ( )年 イ.大学院 ( )午
事の演奏嘔摯
ア.mなし  イ.2～3口魯慶  ウ.彙力月a■
工.学年～1年■■  オ. 1年以上  力 その他 (          )
振 り返 リア ン ケ ー ト (1)
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1.演奏についておうかがいします
間1.爪のサイズはどれもあなたに合つたものでしたか
ア.すべて合つていた  イ.合つていたものと、合つていないものがあった
ウ。すべて合つていなかつた
間2.事の濱奏は楽しかったですか
ア.楽しかつた  イ。まあまあ楽しかった  ウ.あまり楽しくなかつた
工.楽しくなかつた
間3.左手を使つた奏法で、難しいと感じたものを全てお週びください
ア.引き色 イ.かき爪  ウ.凛り爪 工.コロリン オ.後押し
間4.わかりやすいと感じた餞明があればお書きください
間5.グループでの学署をどう感じましたか (複数回答η
ア.もうと演奏したかつた  イ.楽しかった  ゥ.教え合えるので、学習を裸められた
工。上手く弾けないので、見られたくなかつた
■.口唱歌 (くちしょうが)についておうかがいします
間6.口唱欧について、以前から知っていましたか
ア.はい  イ。いいえ
間7.口唱欧の脱明をきいて、理解できましたか
ア.はい  イ。いいえ
間8.口嗜歌についてどう思いますか
ア.面白い  イ。わかりやすい  ク.難しい  ェ.ょくわからない
同9.口唱歌を使つてみてどうでしたか (槙数回答つ
ア.曲が覚えやすかった  イ.演奏に集中できなかった  ク.覚えるのが難しかった
工.楽しかった オ.楽議が餞めないので、演奏の助けになつた
力.歌うのが恥ずかしかつた  キ。その他 (
振 り返 リア ン ケ ー ト (2)
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同 1■ 口嘔ほと奏法を正しく合わせて用いることができましたか
ア.よくできた  イ.少しできた  ウ。あまりできなかつた 工。できなかつた
口唱歌について思つたこと、感したことなど何でもお書きください
口 楽
"に
ついておうかがいします
間12演奏する諫には楽薔を見ないようにしましたが、どうでしたか (複数回答可)
ア.楽
"が
あった方が弾きやすいと思う
イ.口唱歌があつたので弾くことができた
ク.曲を覚えていないので弾けなかつた
工.間じグループの人が助書してくれたので濱奏できた
オ.楽着が議めないので、あってもなくても同じだと思う
間13楽
"は
縦饉しか用いていませんが、どうでしたか (複数回答可)
ア.― があるほうがわかりやすいと思う
イ.縦
"は
難しかつた
ウ.伝綺的な楽■で学ぶことができて楽しかつた
工.五羞
"で
見るよりもわかりやすいと思う
オ.― も最●も腋めないので、あってもなくても同じだと思う
IEE 『六段の口』についておう加 ヽ しヽます
間14この山を知つていましたか (複数回答可)
楽遭択腋の「学校」と山卜学校、中学校、高校を指します
ア.授業で聰いたことがある  イ.授業で演奏したことがある ウ.知らなかつた
工.演奏しているのを直に聰いたことがある  オ.テレビや店などで聴いたことがある
力.名前だけ知っている  力。その他 (
間16.演奏してどうでしたか
ア.難しかつた  イ.よくわからなかつた ウ.面白かった
)
工。つまらなかつた
振 り返 リア ン ケ ー ト (3)
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日16還曲をどう思いますか
ア.日本音楽らしさが感じられてよかつた  イ.知っている由の方が良かつた
ク.色んな奏法があつて楽しかつた     工.難しすぎる
オ。その他 (             )
Ⅳ 授業の感想をお闘かせください
間 17。今日の授業を受けて思つたことや、口したことなど何でもお書きください
ご協力ありがとうごぎいます。
振 り返 リア ン ケ ー ト (4)
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問 1～5まで の質 問 は 、等 の演 奏 につ いて の 内容 と した。 まず 問 1
で爪 のサ イ ズが 合 つてい た か ど うか をき く。 用 意 した爪 の数 の 中で 、
どれ く らいサ イ ズが合 うもの と合 わ ない もの が あ るのか を調 べ る。 問
2では筆 の演 奏 を した感 想 につ い て き く。 学 部 生 ア シケ ー トで は器 楽
の授 業 が楽 しか つた とい うよ うな 回答 が多 か つた の で 、今 回 もそ の よ
うな結果 が 出 るか ど うか調 べ るた めで あ る。 問 3では奏 法 につ い て き
く。 どの よ うな奏 法 が難 しい と感 じた の か を き くこ とで 、重 点 的 に説
明 しな けれ ば な らな いポイ ン トを調 べ る。 問 4では わか りや す い と感
じた説 明 が あ るか を き く。 難 しい と感 じた奏 法 と教 師役 の説 明 の 中で
わ か りや す か つた ものが一 致 す れ ば 、実 際 に授 業 を行 う際 に役 に立 つ
か らで あ る。 問 5では グル ー プ学 習 の感 想 を き く。 実 際 の現 場 で も グ
ル ー プで の学 習 にせ ざる を得 ない場 合 が 多 い だ ろ う。 グル ー プ学 習 ヘ
の生 徒役 の印 象 を調 べ る こ とで 、本 指 導 案 が グル ー プ学 習 で も有 効 か
ど うか を調 べ る。
問 6～11の質 問 は 、 日唱 歌 につ い て の 内容 と した。問 6では以 前 か
ら 日唱歌 を知 っ てい たか ど うか を調 べ る。 問 7では説 明 が理 解 で きた
か ど うか を き く。 理 解 で きた か ど うか を調 べ る こ とで 、今 回 の説 明 が
実 際 に有 効 か ど うか を調 べ る。 問 8では 日唱 歌 につ いて ど う思 うか を
き く。 生徒 が 日唱 歌 に興 味 を持 つ て 、積 極 的使 用 しよ うとす るか ど う
か を調 べ る。 問 9では 日唱 歌 を使 つた感 想 を き く。 実 際 に 口唱 歌 が有
効 な の は どの よ うな点か 、課 題 とな るの は どの よ うな点 か を調 べ る。
問 11では 、 これ ま での 日唱 歌 に 関す る質 問 で確 認 で きな か つた 、個
人 の感 想 な どにつ い ての 回答 を得 る こ とを 目的 とす る。
問 12、13は、楽 譜 につ い て の内 容 と した。問 12では楽譜 を見 な い
こ とにつ い て確 認 した。 楽 譜 が あ る方 が いい の か無 い方 が い い の か を
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き くこ とで 、 日唱 歌 と楽 譜 を どの よ うなバ ラ ンスで用 い る と良 い か を
調 べ る。 問 13では縦譜 につ いて き く。 縦 譜 の効 果 や 問題 点 、五 線 譜
が必 要 か ど うか につ いて 調 べ る。
問 14～16は、教材 で あ る『 六段 の調』 につ い て の 内容 と した。 問
14では 曲 を知 って い た か ど うか につ いて き く。実 際 に 中学 校 で扱 われ
て い るの か 、知 名 度 は どの程 度 か を調 べ る。 問 15では演 奏 した感 想
を き く。 問 16では選 出 につ いて き く。 曲 に対 して どの よ うな印象 を
持 つてい るか を き く こ とで 、『 六段 の調 』が演 奏 す るた め の教材 と して
有効 か ど うか を調 べ る。
問 17では授 業 の感想 につ い て き く。 自由記 述 にす る こ とで 、 これ
ま で の質 問項 目で き くこ とが で き な か つた 内容 や感 想 につ い て調 べ る。
以 上 の よ うな方 法 、 内容 で研 究 授 業 を実 践 す る。
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第 2節 指 導案 の実践 と検 証 1
本 節 で は第 4章で 作成 した指 導 案 を用 い て行 つた研 究授 業 につ い て、
結 果 な どをま とめ る。
第 1項 実 施 の 日時・ 被 験 者
実 施 日  2013年H月 1日 (金)
実 施 場 所 本 学 芸 術 棟 240教室
対  象 本 学 学 部 学 生 お よび 大 学 院 学 生
人  数 6人(男性 3人、 女 性 3人)
学  年 学 部 生 2人、 大 学 院 生 4人
年  齢 20代 6人
等 の 経 験 経 験 な し 1人、2～3回程 度 4人、
半 年 ～ 1年程 度 1人
第 1節で 述 べ た よ うに 、 今 回 の 授 業 で は 、 数 日 程 度 等 の 経 験 の あ る
者 中 心 に被 験 者 を募 った 。
今 回 の研 究 授 業 に集 ま つ た 被 験 者 の うち 、知 り合 い が い た の は 5人
だ つ た。2人一 組 で グル ー プ を組 ん だ際 に 知 り合 い 同 士 で 組 ん だ の は
3組中 1組で あ る。
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第 2項 振 り返 リア ンケ ー トに よ る検 証
本 指 導 案 で は授 業 の 最 後 に ワー ク シー ト記 入 の 時 間 を設 け て い る。 し
か し今 回 の授 業 で は結 果 を検 証 す るた め に 、 本 来 の ワー ク シー トで は
な く振 り返 リア ンケ ー トを用 意 した 。 本 項 で は ア ンケ ー トの結 果 を ま
とめ て 、 検 証 をす る。
I.演奏 に つ い て お うか が い しま す
問 1.爪の サ イ ズ は どれ もあ な た に 合 つ た もの で した か
用 意 した 爪 は バ ラバ ラ の物 が 39個で 、13組分 で あ つ た。 全 て サ イ
ズ が 合 つ て い な か つ た とい う被 験 者 は い な か つ た 。 現 場 で は フ リー サ
イ ズ の爪 を用 意 す る場 合 が 多 い と考 え る。 この 場 合 もで きれ ば親 指 だ
け な どで は な く、 演 奏 者 は 全 て の 指 に爪 を は め られ る よ うにす るの が
望 ま しい。
す べ て 合 つ て い た 4人
合 つ て い た もの と、 合 つ て い な い もの が あ つ た 2人
すべて合 つていなかった 0人
※爪 は、 ば らの もの を全 部 で 13組分 用意
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問 2 等 の演 奏 は 楽 しか つ た です か
楽 しか つ た 5人
ま あ ま あ楽 しか つた 1人
あ ま り楽 し くな か つ た 0人
楽 し くな か っ た 0人
学 部 生 ア ンケ ー トの 「筆 に関す る授 業 が楽 しか つたか 」 とい う質 問
で は 、約 8割の学 生 が 「楽 しか つ た」 ま た は 「ま あ ま あ楽 しか つた」
と回答 して い る。 今 回 の授 業 で も全 員 が 「楽 しか つた」 ま た は 「ま あ
ま あ楽 しか った 」 と回答 して い る こ とか ら、等 は生 徒 が楽 しく取 り組
む こ との で き る楽器 で あ る とい うこ とが わか る。
問 3.左手 を使 つた奏法 で 、難 しい と感 じた もの を全 て お選 び
くだ さい (複数 回答 可 )
授 業 で 登 場 した 左 手 を使 つ た 奏 法 の全 て が難 しい と感 じ られ て い る。
引 き色 は 余 韻 の 変 化 が微 妙 で あ る た め 、 正 し くで き て い る の か ど うか
自分 で は わ か らな い とい う様 子 が 見 られ た。 ま た 弦 の 引 き寄 せ 方 の 見
本 を 見 せ て も、 動 き が少 な い の で わ か りづ らい よ うで あ つ た。 か き爪
は 2本の 弦 を 「ほ ぼ 同時 に 弾 く」 とい うの が難 しい よ うで あ つ た。 ど
う して も 2本の 弦 の 音 が 時 間 を空 け て 鳴 つ て しま い 、 苦 労 して い た 。
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問 4。わ か りや す い と感 じた 説 明 が あれ ば お 書 き くだ さい (自由記 述 )
後 押 しの説 明 が わか りや す い と感 じた 回答 が 多 い。 後 押 しの際 に は
どの辺 を押 え るか 、押 さえ るタイ ミン グは いつ か とい うよ うな点 につ
い て詳 しく説 明 した。 実 際 に楽器 で位 置 な どを示 しなが ら、 また演 奏
しな が ら説 明 した た め、 よ りわか りやす か つた ので は な い だ ろ うか。
問 5。 グル ー プ で の 学 習 を どの よ うに感 じま した か
もつ と演奏 したかつた 2人
楽 しか っ た 3人
教 え合 え るの で 、学 習 を深 め られ た 1人
上 手 く弾 け な い の で 、 見 られ た くな か っ た 0人
「楽 しか つた 」 とい う回答 が一 番 多 い。 それ に続 い て 「もつ と演 奏
した か つた」 とい う回答 が 多 い。 今 回 は説 明 が 多 くな って しま つた こ
と、 い きな リグル ー プ学 習 に した た めに被 験 者 が戸 惑 つて しま つた こ
とな どが原 因 で 、 あ ま り演 奏す る時 間 を確 保 す る こ とが で きなか つた
と考 え られ る。2回目の授 業 に向 けて指 導案 を改 善 し、「教 え合 え るの
で 、学 習 を深 め られ た」 とい う回 答 が増 え る よ うに した い。
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Ⅱ.日唱歌 (く ち しょうが)につ いてお うかがい します
問 6.口唱 歌 に つ い て 以 前 か ら知 っ て い ま した か
は い 2人
?
4人
ほ とん どの被 験者 が 日唱 歌 を知 らなか った。 授 業 が楽 しか った と感
じて いた学 生 が 多 か つた こ とか ら、 日唱 歌 を知 らな い学 生 で も授 業 を
楽 しむ こ とが 可能 で あ る と考 え る。
問 7。 日唱 歌 の説 明 をきい て 、理 解 で きま した か
は い 5人
? 1人
日唱 歌 を知 らなか った学 生 も、 ほ とん どが 日唱 歌 を理解 で きた よ う
で あ る。 しか し今 回 は授 業 とい う設 定 の 中で は な く、1時間 日に学 習
した 内容 と して 説 明 した た め、時 間 を十 分 に とる こ とが で きた。 実 際
の授 業 の限 られ た時 間で うま く説 明 で き るか ど うか が重 要 で あ る。
124
問 8。 日唱 歌 に つ い て ど う思 い ます か
面 白い 2人
わか りやすい 2人
難 しい 2人
よ くわか らな い 0人
口唱 歌 に対 して 「面 白い」、「わ か りや す い」 とポ ジテ ィブ な印象 を
持 つて い る被 験 者 が 6人中 4人で あ る。 日唱 歌 を知 らなか つた被 験 者
も、 日唱 歌 に対 して ポ ジテ ィブ な 印 象 を持 つて い る こ とが わか る。 指
導 案 を改 善 し、「わか りや す い」とい う回答者 を増 や し、授 業 で有効 で
あ る こ とを検 証 した い。
問 9.口唱 歌 を使 つてみ て ど うで したか (複数 回答 可 )
曲 が 覚 えや す か っ た 5人
演 奏 に集 中 で き な か つ た 0人
覚 え るの が難 しか つた 1人
楽 しか つ た 2人
楽 譜 が 読 め な い の で 、演 奏 の助 け に な つ た 1人
歌 うのが恥ず か しかつた 1人
そ の 他 2人
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そ の 他 の 回 答 内 容 は 、
・ 正確 な リズ ム 、テ ンポ 、 高 さで音 を出す の が難 しい
教 師 の 出 す 日唱 歌 に合 わ せ な けれ ば とい う意 識 が 強 くな つ て し
ま つた
・ リズム 、音 が わか った
とい うもの で あ った。
全 12の回 答 の うち、「曲が覚 えや す か つた 」「楽 しか った 」「楽 譜 が
読 め ない ので 、演 奏 の助 けに な つた 」 とい う回 答 が 8であ つた。 日唱
歌 が 筆 の演 奏 に効果 的 で あ る とい うこ とで あ る と考 え る。 歌 うの が恥
ず か しい とい うこ とは 中学 生 で もあ り得 る こ とだ ろ う。 どの よ うに対
処 す るべ きか を考 えたい。
問 10。 日唱 歌 と奏 法 を正 しく合 わせ て用 い る こ とが で きま した か
よ くで きた 2人
す こ しで きた 2人
あ ま りで きなか つた 1人
で きなか つた 1人
1時間 程 度 の 学 習 で は 難 しい か と考 え て い た が 、 被 験 者 た ち の うち
4人が 「よ くで き た 」「す こ しで き た 」 と回 答 して い る。教 材 の 範 囲 が
少 な い た め負 担 が 少 な く、 効 果 的 に 学 習 す る こ とが で き た の で は な い
だ ろ うか 。
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問 11。 日唱 歌 に つ い て 思 つ た こ と、感 じた こ とな ど何 で もお 書 き
くだ さい (自由記 述 )
音感に自信のない子にどう発声させるか
音感が弱い子が口唱歌をすることによつて、漬奏の障害にならないか
口唱歌ど が一致するものが少なかつたので、別々のものとして
とらえてしまつていた。(はじめてだったので一致するまでに至らなかつた)
党えるのに使えると感じた。
奏法まで覚えられるのがいいと感じた。
かき爪→シャンのように、口唱歌で弾きやすくなる部分があつたように感じる。
歌で曲が覚えやすいとは思つた。
口唱歌でリズムがわかるので指は動く。
音も大体わかるようになったが、混乱すると口唱歌だけが流れていく
楽譜を見ずに弾いた時、次がどの音か分からなくなつた時があつたけど、
隣で「シャン」と言つてくれたので、す0こ思い出すことができた。
曲と口唱歌を合わせて覚えられているとt弾く手助けになると感じた。
口唱 歌 が 曲 を覚 え るの に有 効 で あ る とい う回 答 が 多 く見 られ る。 一
方 で 、 日唱 歌 と曲 を一 致 させ る ま で が大 変 で あ る とい う回 答 も見 られ
る。 1時間 の 学 習 で い く らか の効 果 を もた らす こ とが で き た とい うこ
とか ら、 も う 1時間 の学 習 で さ らに効 果 を上 げ る こ とが で き るの で は
な い だ ろ うか 。 歌 を 歌 う こ とに抵 抗 の あ る子 ど もに どの よ うに 対 処 す
るか が 、 や は り課 題 で あ る。
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Ⅲ.楽譜 に つ い て お うか が い しま す
問 12.演奏 す る際 には楽 譜 を見 な い よ うに しま した が 、ど うで した か
(複数 回答 可 )
楽 譜 が あ つ た 方 が 弾 きや す い と思 う 4人
口唱 歌 が あ つ た の で 弾 く こ とが で き た 3人
曲 を覚 え て い な い の で 弾 け な か つ た 0人
同 じグル ー プ の 人 が 助 言 して くれ た の で 演 奏 で きた 3人
楽 譜 が 読 め な い の で 、 あ っ て もな くて も同 じだ と思 う 0人
10の回 答 の うち 、「楽 譜 が あ つ た 方 が 弾 きや す い と思 う」 とい う回
答 が 4であ っ た 。一 方 で 「日唱 歌 が あ つ た の で 弾 く こ とが で きた 」「同
じグル ー プ の 人 が助 言 して くれ た の で 演 奏 で き た 」 とい う回 答 が 合 わ
せ て 6であ る。 今 回 の授 業 で は 空 欄 有 の楽 譜 を 主 に使 用 した が 、 次 回
の 授 業 で は 通 常 の 楽 譜 を 主 に用 い て 、結 果 を検 証 した い 。
128
問 13.楽譜 は縦譜 しか用 い て い ませ ん が 、ど うで したか (複数 回 答 可 )
五線 譜 が あ るほ うが わか りや す い と思 う 1人
縦 譜 は難 しか つ た 1人
伝 統 的 な楽譜 で学ぶ こ とが で きて楽 しか つた 3人
五線 譜 で 見 る よ りもわか りや す い と思 う 3人
五線 譜 も縦 譜 も読 め な い の で 、 あ っ て も な くて も
同 じだ と思 う
0人
8人の 回 答 の うち 、「五 線 譜 が あ る ほ うが わ か りや す い と思 う」「縦
譜 は難 しか つ た 」 とい う回 答 は 2人で あ つ た。「伝 統 的 な 楽 譜 で 学 ぶ
こ とが で き て 楽 しか っ た 」「五 線 譜 で 見 る よ りもわ か りや す い と思 う」
とい う回 答 は 6であ った 。 お そ ら く縦 譜 で 学 習 をす るの は ほ とん ど初
め て で あ る と思 わ れ る被 験 者 で あ るが 、 五 線 譜 よ りも縦 譜 の方 が 良 い
とい う印 象 を持 つ た よ うで あ る。 縦 譜 を使 用 す る こ とは伝 統 的 な 文 化
の 学 習 の た め だ けで は な く、 実 際 の 等 の 学 習 に 効 果 的 で あ る とい うこ
とが わ か っ た 。
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問 14。 この 曲 を知 つ て い ま した か
授 業 で聴 いた こ とが あ る 3
授 業 で演 奏 した こ とが あ る 0
知 らなか った ??
演 奏 して い るの を直 に聴 いた こ とが あ る 1
テ レ ビや 店 な どで聴 いた こ とが あ る 1
名 前 だ け知 っ て い る 1
そ の他 0
名 前 だ け知 っ て い て 曲 を知 らな い 、全 く知 らな い とい う被 験者 もい
た が 、 ほ とん どの被 験者 が『 六段 の調 』 を知 つて い た。 中で も 「授 業
で聴 い た こ とが あ る」 とい う回答 が 一番 多 い。 しか し演 奏 した とい う
回答 はな い。 鑑 賞 教材 と して は扱 われ て いて も、や は り演 奏 に は用 い
られ て い ない よ うで あ る。
問 15。 演 奏 して ど うで した か
難 しか つ た 3人
よ くわか らな か った 0人
面 白 か っ た 3人
つ ま らな か らた 0人
「難 しか つ た 」 とい う回 答 と 「面 白か つ た 」 とい う回 答 が 半数 ず つ
で あ る。 お そ ら く多 くの 生 徒 が難 しい と感 じて い た はず で あ るが 、難
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しくて も面 白い と感 じた被 験 者 の方 が 多 い よ うで あ る。
間 16。 選 曲 を ど う思 い ます か
日本 音 楽 ら し さが感 じ られ て よか つ た 5
知 っ て い る 曲 の 方 が 良 か つ た 1
色 ん な 奏 法 が あ つ て 楽 しか つ た 0
難 しす ぎ る 0
そ の 他 0
問 15の回答 で 「面 白か つた」 と答 えた回答 者 は全 て 「 日本 音 楽 ら
しさが感 じられ て よか つた」と答 えて い る。「知 って い る曲の方 が 良 か
つた 」とい う回 答 もあ るが 、「難 しす ぎ る」 とい う回答 は なか った。知
らな い 曲で も、 日本 音楽 独 特 の雰 囲気 を感 じられ る曲で あ る とい う点
で 、被 験者 は興 味 を持 つた よ うで あ る。 これ は実 際 の現場 で も『 六段
の調 』 が生 徒 に とって興 味 を持 つ 対象 に な り得 る とい うこ とで あ る。
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弾けるようになるには曲を覚えるのが早いと思う.
口嘔歌はその手助けになると思うが、歌う人の力量を十分につけないと演奏のジヤマになるおそれがある。
演奏していて楽しかつた。
中学生の時にやったことがあつたはずなのに、つめをつけてきくらさくられ たということしか覚えていなかつた。
何時間も捜けてやつたらおもしろくなつていつて上遭するのだろうなと思つた。
輿燎に先生がお手本を見せることで、生徒も練口に取り組みやすくなると感じた。
メリントに田して 奏法の説明はあつて良かつたと思う。わかりやすかつた.
久しぶりに弾いたので弾く時の力の入れ方が難Ltとヽ感じた。
隆験が少なすぎてすみません。青もはじめうまくならなくてかなしかつたです。説明をたくされ ていただきましたが、
奥臓にやつていみないとわからないことが多くあつたので、線習しながら敏えてもらえたらうれしいと思つた.楽しかつたけど、
むずかしかつたです。
吼がひいていると抜けていくの″ うしたらよかったのかわからずに演奏していました。
口唱歌で「テン」と「トン」の違い、又はどういう規則で並んでいるのかを話してくれるとよかつたかもしれません。
弾けるようになつてきたら、先生が伴奏(二事があるならそれを)弾いてくれると鱚しいかなと感じました.
問 17。 今 日の授 業 を受 け て 思 つ た こ とや 、感 じた こ とな ど何 で も
お 書 き くだ さい
等 の演 奏 が楽 しか つた とい うよ うな記 述 が 多 い。 しか し難 しい 、説
明 だ けで は わか りに くい な ど とい う記述 も多 く見 られ る。 説 明 をす る
際 に は見 本 を見 せ るだ けで は な く、被 験者 も弾 いてみ る よ うにす る と
よ りわか りや す くな るだ ろ う。
ま た 、 日唱 歌 が どの よ うな法則 で用 い られ て い るのか知 りた い とい
うよ うな記 述 もあ る。 日唱 歌 が ど うい うもの か とい うだ けで は な く、
どの よ うな法則 が あ るの か な どに も触 れ る こ とで 、 さ らに興 味 を持 つ
よ うにな るの で は な いだ ろ うか。2回日の授 業 で は そ の よ うな点 に も
配 慮 した い。
以 上 の 結 果 か ら、説 明 の 内 容 や 練 習 の 手順 、 楽 譜 の使 い方 な どに つ
い て 改 善 が 必 要 で あ る と考 え る。
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第 3節 指 導 案 の 改 善
本 節 で は 、 1回目の研 究授 業 を終 えて 、指 導案 の なか で改 良 した部
分 につ い て述 べ る。
第 1項 改 善 点
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指 導 案 の 中 で 下 線 を引 い て あ る部 分 が 改 善 した 箇 所 で あ る。 指 導 案
(1)の下線 部 は 削 除 した 箇 所 、 指 導 案 (2)の下線 部 は 変 更 した 箇
所 で あ る。
指 導 案 (1)の下線 部<削除箇所 >
口唱 歌 を しな が ら弾 く真 似 が で き そ うな 人 は 、 手 を動 か す よ うに
声 を か け る
1回日の研 究 授 業 の 際 、 被 験 者 は 日唱 歌 を唱 え るだ けで 手 い つ ぱ い
の様 子 で あ つ た。ま た 、弾 く真 似 が で き る ほ ど奏 法 に 習 熟 して い な い 。
そ こで 、 これ は 学 習 者 の 負 担 に な る と判 断 し、 削 除 した 。
つ まづ きが多 い部 分 は 、生徒 をい った ん集 めて 、模 範 演 奏 を用 い て
全 体 で指 導 をす る。
本 時 は練 習 の 1時間 日で あ る た め 、つ ま ず きが 多 い 部 分 につ い て は
個 別 指 導 以外 は 、 3時間 目で ま とめ て 指 導 を行 うこ と とす る。
グル ー プ で 学 習 す るた め に は 、 ま ず 生 徒 だ け で あ る程 度 演 奏 が で き
る状 態 で な けれ ば な らな い。 そ こで 、全 体 で 練 習 す る時 間 を作 る こ と
で つ まず き を減 ら し、 グル ー プ 学 習 が盛 り上 が る よ うにす る。
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指 導 案 (2)の下線 部<変更箇所 >
3. 演 奏 に合 わ せ て
奏 法 を確 認 す る
日唱 歌 をす る (3分)
(5分)4
指 導案 の行 程 を入 れ 替 えた。まず 日唱 歌 につ い て理解 して 、曲 の雰
囲気 を感 じて か ら奏 法 につ い て 学 習 す る方 が効 率 的 で は な い か と考
えた。また 、演 奏 の直前 に奏 法 につ いて学 習 す る方 が 、混乱 しない の
で は ない か と考 えた。
5.全体 で練 習 す る (15分)
・ 手 本 に 合 わ せ て 練 習 し、 演 奏 して い な い 時 は 日唱 歌 を唱 え る
よ うに指 示 す る。
・ グル ー プ で 互 い に 教 え られ る よ うに 丁 寧 に指 導 す る。
グル ー プ 練 習 の 前 に全 体 で 練 習 す る時 間 を設 け た。 まず 全 員 が あ る
程 度 演 奏 で き る よ うに して お け ば 、 グル ー プ の 練 習 で 互 い に教 え合 え
る と考 え た か らで あ る。グル ー プ 練 習 の 時 間 よ り長 く とつ て あ るの は 、
グル ー プ練 習 は 3時間 日で 十 分 に 行 うこ とが で き る と考 え た か らで あ
る。
・ ワ ー ク シ ー トの 記 入
ワー ク シー トに 関す る記 述 が な か っ た の で 追 加 した。
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0まとめがで きた人か らかたづ けをす るよ うに声 をかける。
か た づ け の た め に 10分は長 す ぎ る の で 、 ま とめ の 時 間 と合 せ た 。
は じめ の 指 導 案 で ま とめ の 時 間 が 5分t準備 が 5分とい う設 定 だ っ た
の で 、合 わ せ て 10分に した。
第 2項 そ の 他 の 改 善 点
○ 日唱 歌 の説 明
1回目の振 り返 リア ンケー トの 中に、 日唱 歌 が どの よ うな法則 で用
い られ て い るの か知 りた い とい うよ うな記 述 が あ つた。 そ こで 、 単 に
口唱 歌 が どの よ うな もの で あ るか を説 明す るだ けで は な く、 日唱 歌 が
どの よ うな法則 で用 い られ て い るの か につ い て も説 明す る こ と と した。
○ 奏 法 に 関 す る説 明
1回目の 振 り返 リア ン ケ ー トの 中 で 、 後 押 しに関 して は 説 明 が わ か
りや す か っ た とい う回答 が 多 く見 られ 、難 しい と感 じて い た 被 験 者 は
少 な か つ た。 そ こで 、難 しい と感 じて い た被 験 者 が 多 か つ た 引 き色 、
割 り爪 、 か き爪 につ い て もわ か りや す い説 明 方 法 を考 え て 用 い る よ う
に した い。
○ 楽 譜
空 欄 楽 譜 ば か りで は学 習 者 の負 担 とな るの で 、 練 習 の 際 に は通 常 の
楽 譜 を用 い る こ と とす る。 慣 れ て き た ら空 欄 の 楽 譜 、楽 譜 を見 な い よ
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うにす る な どの 工 夫 をす る よ うに した い。
以 上 の よ うな改 善 点 を意 識 し、 さ らに授 業 の 中で臨機 応 変 に変 更 を加
なが ら 2回日の研 究授 業 を行 う。
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第 4節 指 導 案 の 実 践 と検 証  2
本 節 で は第 4章で 作成 した指 導 案 を用 い て行 つた研 究授 業 につ い て 、
本 章 3節で改 善 し、再 び行 つた研 究 授 業 につ い て結 果 な どをま とめ る。
第 1項 実 施 の 日時 、 対 象 者
実  施  日    2013年 11月 8日 (金)
実 施 場 所 本 学 芸 術 棟 240教室
対  象 本 学 学 部 学 生 お よび 大 学 院 学 生
人  数 6人(男性 2人、 女 性 4人)
学  年 学 部 生 5人、 大 学 院 生 1人
年  齢 20代 6人
筆 の 経 験 2～3回程 度 3人、 半 年 ～ 1年程 度 1人、
1年以 上 1人、
そ の他 1人
(幼少 の 頃 に祖 母 か ら手 ほ ど き、 中 0高・ 大 学 の授 業 )
今 回 の研 究 授 業 に集 ま つ た 被 験 者 の うち 、知 り合 い が い た の は 5人
だ つ た。2人一 組 で グル ー プ を組 ん だ 際 に知 り合 い 同 士 で組 ん だ の は
3組中 2組で あ る。
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第 2項 振 り返 リア ンケ ー トに よ る検 証
本 項 で は 2回日の研 究授 業 で の結 果 だ けで な く、1回目の結 果 と共 に
比 較 しな が らま とめ る。
I.演奏 につ い てお うか が い します
※爪 は 、 ば らの もの を全 部 で 13組分 用意
1回目の研 究 授 業 と同 じ結 果 とな っ た 。 フ リー サ イ ズ で な い 場 合 、
爪 は相 当 な数 を用 意 しな けれ ば 、 全 て 指 に合 うもの を用 意 す る こ とは
難 しい と考 え られ る。
今 回 の研 究 授 業 で は 、 全 員 が 「楽 しか つ た 」 と回 答 した 。
学 部 生 ア ン ケ ー トで は 和 楽 器 に あ ま り触 れ る こ とが な い た め 楽 しか
つ た とい う結 果 が 得 られ た。 今 回 の 被 験 者 も久 しぶ りに 争 に触 れ た こ
とに楽 し さを感 じた こ とが 、今 回 の結 果 の 要 因 の 一 つ で は な い だ ろ う
か 。 この結 果 よ り、 争 が 器 楽 の教 材 と して 有 効 で あ る と考 え る。
間1.爪のサイズはどれもあなたに合つたものでしたか 1回目 2回目
すべて合っていた 4人 4人
合 って い た ■1のと_合って い な い 手:のが あ っfr 2人 2人
すべて合っていなかった 0人 0人
間2.事の演姜は楽しかつたですか 1回目 2回目
楽しかった 5A 6A
まあまあ楽しかつた lA DA
あまり楽しくなかった 〕A DA
楽しくなかつた 〕人 DA
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問3.左手を使つた奏法で、難しいと感じたものを全てお選びください(複数回答可) 1回目 2回目
引き色
`人
4A
かき爪
`人
1人
割り爪 3人 4人
コロリン 3人 lA
後押し 2人 1人
1回目の結 果 と同様 に難 しい と感 じた被 験者 が多 か つた の は 、 引 き
色 と割 り爪 で あ る。 しか し一方 で 、 か き爪 、 コ ロ リン、後 押 しが難 し
い と感 じた被 験 者 は減 つ て い る。か き爪 は前 回 の説 明 に加 えて 、“手 前
に 向 か つて 弾 くの で親 指 で は無理 。 中指 で"とい うよ うな説 明 を し、
実 際 にや つて 見せ た。 それ に よって被 験者 が わ か りや す い と感 じた の
で は ない だ ろ うか。
2回目で は 説 明 の 仕 方 に様 々 な 例 え を使 用 して 工 夫 した が 、 そ れ に
よ つ て わ か りや す か つ た とい う回 答 が増 え た 。 例 え ば 回 答 に あ る “直
角 三 角 形 み た い な形 "とは 、 グル ー プ 学 習 の 際 に個 別 指 導 で使 用 した
“直 角 三 角 定 規 の形"とい う表 現 で あ る。 ま た “チ ラ シ の抽 選 券 0福
間4.わかりやすいと感じた説明があればお書きください(自由記述)
1回日
2回目
割り爪の人差し指は引いたらす鎌 して,中指は次のげんにあてておくというのを聞いて
引き色。押すと弦がはつて高くなり,手前にひくと低くなる様子を実践したところは
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引 きチ ケ ッ ト"とは爪 の どの部 分 で 弾 く と良 い のか とい う説 明 で使 用
した表 現 で あ る。 これ は大 学 院 生 に指 導 した とき も有効 で あ つた の で
使 用 した が 、や は りわか りや す い よ うで あ る。 1回日の ア ンケ ー トの
回答 に、 日唱 歌 が どの よ うな法則 で用 い られ て い るのか 知 りた い とい
うよ うな記 述 が あ つたの で 、か き爪 の説 明 に 「鈴 は 1つだ と リン リン
だ が 、た く さん あ る とシ ャ ン シャ ン と表 現 され る よ うな感 じ」 とい う
説 明 を加 えた。 これ につ い て 、 わ か りや す か つた とい う回答 が見 られ
る。 身 近 な もの 、イ メー ジ しや す い もの に例 えて表 現す る とわか りや
す い よ うで あ る。 指 導す る側 は演 奏 方 法 な どにつ い て様 々 な見方 をす
る こ とで 、 わ か りや す い例 え を考 え る と良 い だ ろ う。
「教 え合 え る の で 、学 習 を深 め られ た 」 とい う回 答 が か な り増 え て
い る。 これ は 、 グル ー プ 学 習 の 前 に全 体 で 練 習 を行 つ た 効 果 で あ る と
考 え る。 一 方 「もつ と演 奏 した か っ た 」 とい う回 答 が 増 え て い る。 最
初 の 40分と研 究 授 業 の 前 半 は ほ とん ど説 明 ば か りで あ つ た が 、 説 明
を き き な が ら手 を動 かす 被 験 者 の 姿 が 見 られ た 。 生 徒 の 意 欲 の差 も あ
る だ ろ うが 、 言 葉 で 説 明 す るだ け 、 見 本 を 弾 い て み せ るだ け で は 生 徒
は 退 屈 す るだ ろ う。 生 徒 に も弾 く機 会 を与 え る よ うに 改 善 す る と良 い
の で は な い か と考 え る。
間5.グループでの学習をどのよう1こ感じましたか 1回目 2回目
もっと渭彗Lたかった 2A
`A楽しかつた 3A
`人女え合えるので 学ヽ習を深められた lA D
上手く弾けないので、見られたくなかった 0」t DA
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間6.口唱歌について以前から知つていましたか 1回目 2回目
ltい 2A
`り
t
しヽ しヽ テ 1人 2A
Ⅱ。 日唱 歌 (く ち し ょ うが)につ い て お うか が い します
今 回 は 、 日唱 歌 を知 らなか つた学 生 よ り知 って い た学 生 の方 が 多 か
つた。 しか し説 明 を きい て理解 で きた か とい う回答 は同 じで あ る。 日
唱 歌 を以 前 か ら知 つてい る被 験者 も知 らなか った被 験者 も、説 明 を き
い て あ る程 度 は理解 で きた とい うこ とで あ る。
説 明 を きい て理解 で きた か とい う問 い で は 5人の被 験者 が理解 で き
た と回答 して い るが 、「難 しい」「よ くわか らな い」 と回答 した被 験 者
は合 せ て 2人で あ る。 つ ま り説 明 で は理 解 で きて も、実際 に演 奏 す る
た め に使 用す るの は難 しい と感 じて い る と考 え られ る。
間7.口唱歌の説明盤 いて、理解できましたか 1回目 2回目
Itしヽ 5A 5人
いい 景 1人 1人
間8.口唱歌についてどう思いますか
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間9.口唱歌額 つてみてどうでしたか(複数回答可) 1回目 2回目
.が覚えやすかつ 5A 3A
に色 中できなかった DA 1人
えるのが難しかった lA 2A
しかった 2A
奥書が饉めないので 壼ヽ墓の助けになった lA lA
欧うのが恥ずかしかった 1人 1人
子の他 2人
`人
そ の 他 の 回 答 内容 は 、
0テン・ トン・ テ ツ な ど似 て い る け ど ど う使 い わ け て い る の か 不 思 議
に 思 つ た 。
・ これ も覚 え る の が 大 変
・ 楽 譜 を読 む よ りふ ぜ い が あ っ て よか っ た
・ 演 奏 して い な い 問 暇 に な らな か つ た。
で あ る。
1回目に 比 べ る と、実 際 に演 奏 す る際 に助 け と して使 用 す る に は難
しい と感 じて い る被 験者 が 多 い よ うで あ る。 しか し伝 統 的 な伝 承 方 法
と して 体 験 的 に 学 習 す る に は 効 果 が あ つ た とみ られ る記 述 や 、 グル ー
プ 学 習 で 効 果 が あ つ た とみ られ る記 述 が あ る。 ま た 、1回目の 回 答 に
は 楽 しか つ た 、 わ か りや す か つ た とい う回 答 も多 い。 した が っ て 、 学
習 者 に よ つ て 差 は あ る もの の 、 日唱 歌 は 学 習 効 果 を発 揮 す る もの で あ
る と考 え る。
間10.口唱歌と奥法を正しく合わせて用いることができましたか 1回目 2回目
よくできた 2A 2人
少してきた 2りt lA
あまりできなかった lA 2りt
できなかつた 1人 1人
1回目に比 べ て 「あま りで きな か った 」
問 8や問 9の回答 に もあ るよ うに 、難 しい
とい う回 答 が 増 え て い る。
と感 じて い た 被 験 者 が 1回
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目よ り多 い とい うこ とで あ る。
問11.口唱歌について思つたこと、感じたことなど何でもお書きください(自由記述)
1回目
音感に自信のない子にどう発声させるか
音感が弱い子が口唱歌をすることによって、演奏の障害にならないか
口唱歌と音が一致するものが少なかつたので、別々のものとして
とらえてしまつていた。(はじめてだつたので一致するまでに至らなかつた)
覚えるのに使えると感じた。
奏法まで覚えられるのがいいと感じた。
かき爪→シャンのように、口唱歌で弾きやすくなる部分があつたように感じる。
歌で曲が覚えやすいとは思つた。
口唱歌でリズムがわかるので指は動く。
音も大体わかるようになつたが、混乱すると口唱歌だけが流れていく。
楽諧を見ずに弾いた時、次がどの音か分からなくなつた時があったけど、
隣で「シャン」と言つてくれたので、すClこ思い出すことができた。
曲と口唱歌を合わせて覚えられていると、弾く手助けになると感じた。
2回目
間3.その他に書いた通り。
また,はじめは覚えにくそうだと思つていたけと
rA・ってぃf_^
何回かくり返したら口ずさめるように
音が高いので難しかった。口唱歌をしながら弾くのは大変だ
「シャJと『コー ロリン」というのはイメー ジしやすかつたが,「テン」「トン」「チンJと色々呼び
方が変わるものは,ばつとイメー ジできなくて,ひきにくかつた。
手の動き撻 動していて,弾きやすかつた。
音程が頭にうかばないので,(五線諧だとうかぶのですが)うたうのが少し不安
でした。覚えたらうたえました^
『五・三日―」と数字で覚えるよりも,音程 リズムが覚えやすかった。
似たパター ンがくりかえされている説明を受けてまとまりがわかり,弾きやすく
なった。
今 回 の 結 果 で は 、難 しい と感 じるが 覚 え る の に は 便 利 で あ る、 とい
うよ うな 回 答 の傾 向 が 見 られ る。 演 奏 しな が ら 口唱 歌 を 歌 う とい うの
は 、 初 心 者 に とつ て は か な りの負 担 とな る。 演 奏 者 で は な く同 じグル
ー プ の 弾 い て い な い者 が 日唱 歌 で 手 助 け をす る とい う方 法 で あれ ば 、
演 奏 しや す い の で は な い だ ろ うか 。「シ ャ ン」や 「コ ロ リン」な ど、な
ぜ そ の よ うな 目唱 歌 に な る の か が わ か りや す い もの は 、 特 に覚 え る の
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に有 効 で あ る と考 え られ る。
Ⅲ.楽譜 に つ い て お うか が い しま す
間12.演奏する際には楽諧を見ないようにしましたが、め でしたか(複数選択可) 1回目 2回目
奥書があった方が租きやすいと星う ι人 4りt
口嘔歌があったので理くこ 3人 2人
えていないので翼けなかった 〕人 1人
同じグループの人が助言してくれたので着=できた 〕A lA楽僣力(腕めないので あヽって て 〕人 0人
今 回 の研 究 授 業 で は 、 主 に通 常 の 楽 譜 を使 用 す る よ うに し、 ほ とん
どず つ と楽 譜 を見 て い た 。そ の た め t『同 じグル ー プ の 人 が助 言 して く
れ た の で 演 奏 で き た 」とい う回 答 が 減 つ た の で は な い か と考 え る。「楽
譜 が あ つ た方 が 弾 きや す い と思 う」 とい う回答 は 1回目同様 に最 も多
く、 や は り楽 譜 が あ る方 が わ か りや す い 、 安 心 す る と感 じる の で は な
い だ ろ うか 。
問13.楽諧は縦僣しか用いていませんが、どうでしたか(複数回答可) 1回目 2回目
五線議があるほうがわかりやすいと思う 1人 D人
縦僣は難しかった 1人 D人
伝籠的な楽語で学ぶことができて楽しかった 3人 5A
五線僣で見るよりもわかりやすいと思う BA 5人
五饉Iモ組 〕饉めないので、あつてもなくても同じだと思う D人 0りに
1回目同様 に、「伝 統 的 な楽譜 で学 ぶ こ とが で きて楽 しか った」「五
線 譜 で見 る よ りもわ か りや す い と思 う」 とい う回答 が多 か った。 研 究
授 業 で は五 線 譜 は使 用 して い ない た め、五 線 譜 を使 用 した とき との比
較 は で きな い。しか し被 験者 の 中に は五線 譜 が読 め る学 生 も多 い 中で 、
この よ うな結 果 が得 られ た。 や は り楽器 を演 奏す るには それ 専用 に作
られ た楽 譜 が適 当で あ る、 とい うこ とで は な い か と考 え る。
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14.この曲枷 つていましたか(複数回答可)
1回日 と 2回目の結 果 を比 較 して み て も、「六 段 の 調 」の認 知 度 は あ
ま り変 わ らな い。
2回日の研 究授 業 で は全員 が 「面 白か つた」 と回答 した。 問 2や問
14の結 果 と合せ て 見 る と、「六段 の調 」 は鑑 賞 教材 と して だ けで は な
く器 楽 教材 と して も、 曲 を よ く知 らな い生 徒 で も興 味 を持 つ もの と し
て有効 で あ る と考 え られ る。
2回日で は この 問 い に複 数 回 答 で 答 えて い る被 験 者 が い る。
や は り 「知 っ て い る 由 の 方 が 良 か つ た 」 と感 じた 被 験 者 は い る よ う
で あ る。 しか し全 員 が 「面 白か っ た 」 と回 答 して い る こ とか ら、 知 ら
な くて も楽 しむ こ とが で き た とい うこ とが わ か る。ま た 、「 日本 音 楽 ら
し さが感 じ られ て よか つ た 」「色 ん な 奏 法 が あ つ て 楽 しか つ た 」と答 え
て い る被 験 者 は 1回日 と同様 に 多 い。 等 に 触 れ るの は 貴 重 な体 験 で あ
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問15.演奏してどうでしたか 1回目 2回目
難しかった 3人 DA
よくわからなかった D人 DA
面白かった 3人 6人
つまらなかった D人 DA
間16.選曲をどう思いますか 1回日 2回目
日本音楽らしさが感じられてよかった 5A 3人
知っている由の方が良かった lA 1人
Lんな奏法があって楽しかった D人 3A
出しすぎる DA Dりt
その他 DA OA
る。 そ の よ うな場 面 で は 、 よ く知 って い る曲が 良 い と言 つて も、 よ り
日本 音楽 が感 じ られ る曲 の方 が 良 い ので は な い だ ろ うか。
問17.今日の授業を受けて思つたことや、感じたこ構 ど何でもお書きください
(自由記述)
1回目
弾けるようになるには曲を覚えるのが早いと思う。
口唱歌はその手助けになると思うが、歌う人の力量を十分につけないと演奏のジャマに
なるおそれがある。
菫春 していで塞 l か´っf‐^
中学生の時にやったことがあつたはずなのに、つめをつけてきくらさくらをしたということし
か覚えていなかつた。
何時間も続けてやつたらおもしろくなつていつて上違するのだろうなと思つた。
翼際に先生がお手六丼旦せることで^牛絆 +=鐘理に取り鋼み・●ま たるル餞E■_
メリンHこ関して 奏法の説明はあつて良かつたと思う。わかりやすかつた。
久しぶりに韓いたので聰く時の力の入れ方が彗LL ルヽ盛lit^
怪験が少なすぎてすみません。青もは助 うまくならなくてかなしかつたです。説明を
たくさんしていただきましたが、実際にやつていみないとわからないことが多くあつた
ので、練習しながら教えてもらえたらうれしいと思つた。楽しかつたけと むずかしかつた
です。
爪が7 いヽでしヽスル精 l■τLヽでの葬馬 if・■上部ぅf哺外おふ二flr菫菫1_7L士ヽif・・_
口嘔歌で『テン」と『トン」の違い、又はどういう規則で並んでいるのかを話してくれるとよ
かつたかも臨 ません。
弾けるようになつてきたら、先生が伴奏(二事があるならそれを)弾いてくれると嬉しいか
なと感じました。
2回目
説明のフリントが,演奏方法がカテ 写=でわ
かりやすかつた。
各自餞習の時間にグループごとにアドバイスをいただI十てうれLいと里った^
いきなりみんなの日で演秦してみるのができないので燎だつた。線習した後だつたら
まだよかつた。
線習するとすClこできるようになつた。でももつと諫習する時間があつたら、もつと上手に
なれたと思つた。
カ ントの説明の時に「今どこ どこ?あ―終わつた。Jとなつた。ゆつくりと自分で見て
みる島 かっf・ので 壼日の件ナ多Iキ十わ^ ffttLヽ外かル鳳ぅf‐_
弾いているのを見ると簡単そうだつたが,ひきいろや後押眈 どやってみると指が痛いし、
難しかつた。
5小節でも弾けるようになると楽しかつた。
饉国の任lt_力‐ で=童付■
「
ぅf‐ので 但ιjや十かぅf・ _
日本料理店とか,お座数のあるホテルのロピーとかで流れていそうな曲だつたので、
上品な気持ちになれました。日本人として事弾けたらかつこいいなと思いました。
楽しかつたです。またやりたいと思いました。
両手伸っf・轟法が加めで,ぅ■ので 自かっf‐7+_
濱奏の仕方についての説明メリントがあつたので、分からなかつたら見ることができる
という安心感があった^
陳習時間5分で2人!?と思いましたが、少し時間をのばしてもらつたり、指導で巡かい
してもらう等できてよかつたです。
いき色.ちゃんとできてるカナーと確認する時間もとれたのでよかっf‐で十_
2回日の 回 答 の 中 に 「練 習 時 間 5分で 2人」 とい う記 述 が あ るが 、
指 示 は “10分で 2人、5分経 つ た ら声 を か け ま す 。 10分の 中 で の 交
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代 の 仕 方 は グル ー プ ご とに任 せ ま す"とい うよ うに 出 した。 これ は 被
験 者 の勘 違 い で あ る。
2回目の 記 述 の 中 に 「も つ と練 習 す る時 間 が あ つ た ら、 もつ と上 手
に な れ た と思 つ た 」 とい う記 述 が み られ る。 時 間 を か けれ ば演 奏 で き
る よ うに な りそ うだ とい う実 感 が あ つ た の だ ろ う。 この よ うな 点 が 楽
しい 、 面 白い とい う感 想 に つ な が っ た の で は な い か 。5小節 とい う短
め の 課 題 設 定 が 、 負 担 が 大 きす ぎず 良 か つ た の で は な い か と考 え る。
全 体 で の 説 明 に つ い て い け な か っ た とい うよ うな記 述 が あ る。 今 回 の
授 業 で は 全 体 で の練 習 を重 視 した た め に 、個 人 の つ まづ き を拾 うこ と
が で き な か っ た こ とが原 因 で あ る と考 え る。 個 別 の 指 導 で は わ か りや
す か つた 説 明 や 助 言 が 多 くあ っ た よ うで あ る。 そ こで 、 全 体 で 説 明 す
る際 に様 子 を よ く見 て 、 個 別 で 指 導 す る際 に 的 確 な助 言 が で き る よ う
に して お く と良 い の で は な い だ ろ うか。
1回日 と 2回目の結 果 を比 較 して み る と、 指 導 案 で 改 善 した 点 、 説
明 の 方 法 で 工 夫 した 点 に お い て わ ず か で は あ る が 変 化 が 見 られ る。 被
験 者 に よ る差 も少 な か らず あ るは ず で あ る が 、 そ れ は 実 際 に生 徒 を相
手 に した 際 に も様 々 な反 応 が あ る と考 え な けれ ば な らな い。
結 果 の 分 析 を も とに 、 日唱 歌 を用 い た 争 の授 業 に お け る成 果 と課 題
を 考 えた い。
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第 5節 成 果 と今 後 の課 題
本 節 で は 、研 究授 業 の結 果 を も とに 日唱 歌 を用 い た等 の指 導 に関す
る成 果 と今 後 の課題 につ い て ま とめ る。
第 1項 目唱 歌 を用 い た 成 果
研 究 授 業 の 結 果 、 日唱 歌 は 主 に 以 下 の 点 に お い て 有 効 で あ る とい う
こ とが わ か つ た 。
① 曲 を覚 え る こ とが で き る
② 奏 法 を覚 え る こ とがで き る
③ 楽器 を弾 い て い な い間 も学 習 に参 加 す る こ とが で き る
① 曲 を覚 え る こ とが で き る
日本 の伝 統 音 楽 は 、生 徒 に とつ て は あ ま りな じみ が な い。 そ こで 日
唱 歌 は 、 歌 詞 の よ うな もの と して 効 果 を発 揮 す る よ うで あ る。 漢 数 字
で は 覚 え に く くて も、「シ ャ ン」や 「コ ロ リン」 とい つ た 言 葉 を 当 て は
め る こ とで 、 旋 律 や リズ ム が 覚 えや す くな る の で あ る。
② 奏 法 を覚 え る こ とが で き る
日唱 歌 とは 、擬 音 語 の よ うな もの で あ る。 奏 法 にはそれ ぞれ 名 前 が
あ るが 、 専 門用 語 とい うの は覚 え に くい もの で あ る。 例 えば 、合 せ 爪
を「シャ ン」な ど と言 い換 え る こ とで 、音 のイ メー ジが しや す くな る。
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そ うす る と、 シ ャ ン と音 を出す の は和音 を弾 く奏 法 で あ る合 せ 爪 とい
うよ うに奏 法 を覚 え る こ とが可能 にな るの で あ る。
③ 楽器 を弾 い て い な い間 も学習 に参加 す る こ とが で き る
器 楽 の グル ー プ学 習 で は 、 リコー ダー な ど個 人 が 1つず つ 楽器 を持
つて い る場 合 を除 き、楽器 を演 奏 して い ない 間 は 空 自の時 間 が で きて
しま う。 しか し 口唱 歌 を用 い る こ とで、演 奏 して い ない 間 も学 習 に参
加 す る こ とが で き る。 曲 を覚 え る反 復練 習 、演 奏 して い る人 のサ ポ ー
トな どが で き るか らで あ る。
第 2項 目唱 歌 を 用 い る 際 の今 後 の課 題
今 回 の研 究 を 終 え 、 以 下 の点 に お い て 課 題 が 残 つ た。
①歌唱の問題 (音感、音域、楽譜から音程が判断できない など)
②特定の奏法以外の日唱歌が覚えにくい
③慣れるまでに時間がかかる
① 歌 唱 の 問題 (音感 、音 域 、楽譜 か ら音 程 が判 断 で きな い な ど)
歌 唱 が 苦 手 な生徒 に とつて は 、 日唱 歌 は か え って負担 を増 や す こ と
に な って しま う。 また歌 唱 が苦 手 で は な くて も、縦 譜 で あ るた め に音
程 が わか らず 口唱 歌 を唱 え る こ とが難 しい と感 じる よ うで あ る。 音 域
が 高 いた め に声 が 出 ない とい うこ ともあ る。
この よ うな場 合 に は、 あ らか じめ 口唱 歌 だ け を録 音 した 音源 を用 意
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し、各 グル ー プ に配 る とい う対 処 方 法 が考 え られ る。 音源 が あ る こ と
で音 程 が わか りや す くな る。 歌 唱 に 自信 が な くて も音源 に合 わせ て 歌
うこ とで 、多 少 不安 は解 消 され るはず で あ る。 た だ しこの方 法 で は生
徒 が 日唱 歌 を唱 えな くな るか も しれ ない。 初 め は音源 を使 用 して 、慣
れ て きた ら使 用 をや め るな ど工夫 が必 要 で あ る。
② 特 定 の奏法 以 外 の 日唱 歌 が覚 え に くい
「シ ャ ン」 や 「コロ リン」 な どの場 合 は奏 法 を覚 え るた め に 日唱 歌
が 有効 で あ る とわか った。 しか し 「テ ン」「 トン」「チ ン」 な ど一 見 す
る と法則 が な い よ うな 口唱 歌 は 、覚 え る こ とが難 しい よ うで あ る。 確
か に これ らの 日唱 歌 を 自然 な よ うに 当て は め るには 、“感 覚"が必 要 に
な るか も しれ な い。「テ ン」や 「 トン」に も法則 は あ るが 、曲 の流 れ の
中で は例 外 もあ る。 その た め説 明 が難 しい の で あ る。 これ らに対 処 す
る方 法 と して 、 日唱 歌が効 果 的 に作 用 す る以外 の部 分 で は反 復 練 習 を
行 つて覚 え る とい うこ とが考 え られ る。太鼓 の リズ ム を「タ ン タ ン… 」
や 「 ドン ドン…」 とい うよ うに唱 え るの と同様 の手段 で あ る。
③ 慣 れ るまで に時 間 がか か る
日唱 歌 は知 って い る者 が ほ とん どい な い。 そ の た め 、 ピア ノや 歌 の
よ うに得 意 な生 徒 が周 りを引 つ張 つて い く とい うよ うな雰 囲気 がつ く
りに くい。 そ の た め 、生 徒 が慣 れ るまで には時 間 が かか るの で あ る。
対 処 方 法 と して は 、反復 練 習 を行 うこ とが考 え られ る。 しか し同 じ日
唱 歌 を延 々 と繰 り返 した の で は生 徒 が飽 きて しま う。 演 奏 と口唱 歌 を
合 わせ て練 習 す る、全 体 練 習 とグル ー プ練 習 を組 み 合 わせ て行 うな ど
の 工夫 を しな けれ ば な らな い。
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以 上 の他 に も、楽器 や 教材 の選択 、楽譜 の選 択 な ど様 々 な 面 で成 果
と課題 が あ る。 今 回 の研 究 は 日唱 歌 に着 日 して進 めて い つた が 、 日唱
歌 の効果 を さ らに高 め るた め には これ らの事 柄 につ い て も考 え る必 要
が あ る。
今 後 も課 題 とそ の対 策 につ い て考 えて い きた い。
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お わ りに
本 研 究 で は、 日唱 歌 とい う昔 か ら使 われ て い る伝 承 方 法 に着 日 し、 こ
れ を用 い た等 の指 導 方 法 につ い て考 え、 中学 校 音 楽 科 の学 習 指 導案 を
提 案 す る もの で あ る。 和 楽器 を扱 うこ とが必 修 とな つた現在 で も、教
員 の指 導 力 や 設 備 に よつ て授 業 の 内容 に差 が生 まれ て い る。 そ の差 を
減 らす た め に誰 で も実践 す る こ とが で き る指 導方 法 を考 えた い 、 とい
うと思 い か らこの研 究テ ー マ を設 定 した。
ア ンケー ト調 査 は 、教 員 0本学 大 学 院 生 0本学 学 部 生 を対 象 に行 つ
た。 教員 へ の ア ンケー トで は、実 際 に現 場 で は どの よ うに して和 楽 器
が扱 われ て い るのか な どを調査 し、争 が多 く扱 われ て い る こ とが わ か
つ た。 大 学 院 生 へ の ア ンケー トで は 、大 学 院 の邦 楽 の授 業 を履 修 した
学 生 を対 象 に どの よ うな ところでつ まず くの か な どを調 査 し、学 習 指
導案 の作 成 の参 考 と した。 学 部 生 へ の ア ンケー トで は、彼 らが 中学 生
で あ つた ころ に伝 統 音楽 、特 に筆 につ い て どの よ うな学 習 を して きた
の か を調 査 し、筆 の学習 が楽 しい と感 じた学 生 が 多 い こ とが わか った。
これ らの結 果 か ら、筆 は教 員 に とって も扱 いや す い楽器 、 また は扱 う
こ とが可能 な楽器 で あ り、学生 (生徒)もそれ に対 して好 印象 を抱 く
とい うこ とが わ か つ た。
日唱 歌 は あ ま り知 られ て はい な い が 、一 定 の法則 に成 り立つ もの で
あ る。 一度 覚 えて しま えば 、 どの よ うな 曲で も使 用す る こ とが可 能 な
ので あ る。 これ を授 業 に取 り入 れ る こ とで 、 よ り学 習効 果 を高 め る こ
とが 可能 で は な い か と考 えた。 そ こで 、鑑 賞 教 材 と して 教科 書 に掲 載
され て い る『 六段 の調』 を教材 と して選 ん だ。 これ は 日唱 歌 がお お よ
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そ決 ま つて い るた め、教 員 が新 しく考 え る必 要 が な い。 また 、初 段 の
冒頭 だ けで様 々 な奏 法 が 出 て くるた め、無理 に奏 法 を取 り入 れ た ア レ
ン ジな どをす る必 要 もな い。
本 研 究 で作 成 した指 導 案 を も とに行 つた研 究授 業 で は 、 い く らか
の成 果 が得 られ た。 例 え ば旋律 が 覚 えや す くな る とい うこ とで あ る。
日唱 歌 が あ る こ とで 、縦 譜 を用 い た場 合 で も音 程や リズ ムが わか りや
す くな る とい う結 果 が得 られ た。 しか し、課 題 も残 る。 歌 が苦 手 な生
徒 へ の対応 や 、 そ もそ も 日唱 歌 を覚 え る こ との難 しさな どで あ る。 歌
唱 が 苦 手 な生 徒 の た めに グル ー プ に 1つ音源 を配布 す る、な ど考 えた
が実 践 と検 証 に は至 って い ない。 他 に も楽譜 の選択 な ど、今 回扱 えな
か つた部 分 につ い て も考 えて い きた い。
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